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「ふふん夜空、あたし友達ができたわ！」

「あ？　ぞ？」

【NOVEL】裕時悠示 　　

【ILLUSTRATION】るろお



　それは、とある夏の放課後のことだった。

　部室のドアを開け放つなり、星せ奈なは言った。

「ひれ伏せ、非リア充ども！」

　読書を中断された夜よ空ぞらは、不機嫌そうに視線だけを上げ、

「あ？　ぞ？」

「なによ、『あ？　ぞ？』って」

「『あ』たまおかしいのかお前はキロ百円で売る『ぞ？』の略だ」

「あはは、特売日なのだー」

　ソファでポテチをむさぼり食っていたマリアがけたけたと笑う。確かに一キロ百円は安い。安すぎる。ヤバイ肉に違いない。

　まぁ、そんなことはどうでも良くて、

「どうしたんだよ、星奈。何か良いことでもあったのか？」

　すると星奈は「んっふっふ」と腰に手をあてたポーズで笑い、



「聞きなさい愚民ども！　ついにあたしに友達ができたのよ！」



　……。

　うん……。

　今日は、暑かったからな。

「星奈先輩……酸素欠けつ乏ぼう症しようにかかって……」

　と、つぶやいたのは理り科かだった。何かアニメの台詞せりふからの引用だろうが、この場合は「友達欠乏症」じゃないだろうか。

「それはそれは。きょうはおせきはんですね」

　ぱちぱちと拍手をしながら幸ゆき村むらが言った。毎度のことだが、こいつの誤った知識はどこから仕入れているのだろう。

「いけないんだー。うそつきは、閻えん魔まさまに舌を抜かれるんだぞー！」

　んべー、とマリアが舌を出す。閻魔さまて。お前がその首にぶらさげてるのは何だ。

　俺おれの妹、小こ鳩ばとはといえば、じっとマンガのページに目を落としている。星奈と視線を合わせるのを露骨に避けているようだ。

　どいつもこいつも冷たい反応だが、星奈は気にした風もなく言い放った。

「嫉妬、乙！」

　夜空はぱたんと本を閉じて、

「何な故ぜ貴様ごとき駄肉に嫉妬しなくてはならないのだ？　身の程をわきまえろ、一キロ十円のくせに」

　たった数分の間に、価格破壊が進んだようだ。

「ふん、無理するんじゃないわよ。あたしに友達ができてうらやましいんでしょ？」

「あいにく、二次元相手にうらやましがるような趣味はない」

　星せ奈なはきょとんとして、

「二次元って、なんの話？」

「違うのか？　新しく買ったギャルゲーの話だろう？」

「ちっ違うわよ！　リアルよリアル！　超ド級の３Ｄ！」

「ほう、３Ｄゲームか」

「どんだけゲーム好きなのよあたし!?」

「……どうも、話がよく見えないのだが」

「なんでよ!?　これ以上ないくらい明快でしょ!?」

　星奈はどんどん足を踏み鳴らす。どう見ても夜よ空ぞらよりこいつの方が悔しそうなのはどう言うわけだ。

「この柏かしわ崎ざき星奈に！　女の子の友達が！　リアルで！　ガチで！　できたのよ！」

　ぐぬぬと歯を食いしばる星奈を見ていると、確かにウソをついてるようには見えない。

　俺おれはおそるおそる、

「まさか、本当なのか？」

「本当よっ！　トモちゃんとは、今度一緒に遊びに行く約束までしたんだからね！」

「何!?」

　と、聞き返したのは俺ではなく、夜空だった。

　立ち上がり、驚きに目を見開いて、

「トモちゃん……だと……？」

「ほら、見せてあげるわ！」

　星奈は自分のケータイを取り出して操作すると、画面を印いん籠ろうのようにつきつけた。

件名　☆♪友達になろっ？　♪☆

本文　こんにちゎｗ　あたしゎトモっていいますｗｗｗ　星奈ｃｈａｎのメアドはオナチューの友達から聞いたんだよ☆　星奈ｃｈａｎってチョー美人でチョースタイルよくてカワＥ！　あたしらＦｅｅｌｉｎｇバッチリだとおもうｗｗ　ぜひぜひ友達になってくださぃ☆　お返事まってまぁす　　トモ



「こんにちわくさ。あたしわトモっていいますくさくさくさ。……あにき、トモちゃんというおかたは、忍しのびのものなのでしょうか」

「語尾についてるのは草じゃなくてアルファベットのダブリューだぞ」

　幸ゆき村むらは「なんと」と目を丸くした。戦国時代の文化に親しんだ身には、現代のメールの読解は困難らしい。

　一方、理り科かは鼻血を噴くような勢いで詰め寄り、

「おっ、おなっ、おな、おなおなおなおな、オナちゅーの友達ですかっ!?　も、もっと詳しく！　特に毎日の献立のやりくりについて詳しく！　ｋｗｓｋ！」

「ええいうるさい貴様は黙ってろ！」

　卑ひ猥わいな勘違いをしている理科を押しのけ、夜よ空ぞらは星せ奈なに詰め寄る。

「肉……貴様……トモちゃんとは一体どういうことだ!?」

「あははははははははははははははははははははは嫉妬乙！」

　夜空の動揺を別の方向に勘違いして、星奈は勝ち誇る。

「もう何度もメールのやり取りして、すっかり仲良くなっちゃったわ！　アレよね、見てる人はちゃんと見てるってことよね。誰だれだって可愛かわいい子とは友達になりたいわよね！　ねっ、小こ鳩ばとちゃん！」

　小鳩はそそくさと立ち上がり、星奈と目を合わせないまま部屋の隅へと移動していく。

　止よせばいいのに、星奈は追いかけていって、

「ねぇ小鳩ちゃん！　トモちゃんに小鳩ちゃんをあたしの妹ですって紹介したいの小鳩ちゃん！　写メ送りたいの小鳩ちゃん！　撮っていいぺろ？　送っていいぺろ？　ねえ目を逸そらさないでぺろぺろ！　お姉ちゃんのことちゃんと見て小鳩ちゃんぺろぺろぺろぺろ」

「ククク……灼しやく熱ねつ地獄に墜おちて死ね……」

　冷や汗を流しながらも、小鳩はレイシスモードで断固拒否した。

　いつもならここで凹へこんで引き下がる星奈だが、

「ぺろぺろぺろぺろぺろぺろつぅぅかぁまぁ～えたぁ♪」

「ふんぎゃああああああああああああああああああああ!!」

　ゾンビのような星奈にしがみつかれ、小鳩は灼熱地獄に墜ちたかのような叫び声をあげた。

「ぐへへへ撮るわよ小鳩ちゅわん！　ぺろぺろされてるとこ、トモちゃんに見てもらお？」

「あんちゃん助けて！　今日のこいつこわい！　こわいこわい！」

　確かに今日の星奈はひと味違う。たったひとつの勝利は蚊とんぼを獅し子しに変えるというが、たったひとりの友達は星奈を強きよう靱じんなぺろリストに変えてしまったようだ。

　小こ鳩ばとの全身をなめつくす勢いの星せ奈なをなんとか引きはがして、俺おれはもう少し詳しく話を聞いてみることにした。

「なぁ、ひとつ疑問なんだが」

　星奈はハンカチでよだれをぬぐいながら、

「なによ、小こ鷹だかまで嫉妬？　大丈夫よ。友達ができたって、あんたとは今まで通りちゃんと……」

「いやそうじゃなくて、隣人部以外のメンバーに、メアドを教えてたのか？」

「こないだクラス名簿作った時に、メアドを書く欄があったから」

　ああなるほど、そういうことか。

「よく名簿からハブられなかったものだな。段ボールが混ざってる偽装ひき肉のくせに」

「あんたと一緒にしないでよ三み日か月づき☆嫉妬乙☆夜よ空ぞら」

「ひ、人をコスプレファイターみたいに！」

　夜空と星奈の立場がいつもと逆になっている。

　友達ができるっていうのは、ここまで人を変えるのか……。

「それで星奈、『トモちゃん』っていうのはどんな子なんだ？」

「あ、写メあるわよ見る？　見たい？　見ちゃう？」

　俺が「見る」と答えないうちに、星奈はケータイを取り出して画像を呼び出した。

　小鳩以外の部員たちも、みんな集まってきて画面を覗のぞきこむ。

「……ふうん……」

　顔しか映ってなくて、制服らしきブレザーの襟が少しだけ見えている。黒々とした長い髪に、痩やせた感じの顔。強しいていえば髪を切る前の夜空に雰囲気が似ている。しかし夜空ほど整った目鼻立ちではなく、度の強いメガネをかけていて、メールのハジけた文体から想像していたのとは、だいぶ違った感じだった。

「ね？　なかなか可愛かわいいコでしょ？」

「まあな」

「惚ほれちゃだめだからね小鷹！　トモちゃんはあたしと同じで、とっても清らかでシャイな乙女なんだから！」

「お、おう……」

　きらきらと目を輝かせている星奈に、「お前は違う！」とはツッコめなかった。

「今度の日曜、初めてリアで会うのよ。十時に公園で待ち合わせて、ごはん食べにいくんだから。その後はゲーセンいったり、カラオケいったり……んふふふ、あたしとトモちゃん、結構シュミあうみたいだし、すっっっっごく楽しい日曜になりそう！」

「……ど、どうせ途中で間がもたなくなって、」

「嫉妬乙！」

　イヤミを言おうとした夜よ空ぞらに、星せ奈ながびしっと一撃。

「星奈のあねご、忍しのびにきをゆるしてはいけません。首をはねられるやもしれませんゆえ」

「んなわけないでしょ嫉妬乙！」

「理り科か、冷静になって考えてみたのですが、オナチューって本当は『同じ中学』って意味ではないでしょうか!?」

「そうね知ってたわ嫉妬乙!!」

「どうでもいいけどうんこしたい」

「嫉妬乙嫉妬乙嫉妬乙嫉妬乙うううううううううううううううう!!」

　――それから小一時間。

　星奈は「トモちゃん」の自慢話にひとしきり花を咲かせた後、「いっけねっ☆　今日は日曜に着ていく服をステラに選んでもらうんだったわぁん♪」とまことにわざとらしい感じで思い出し、一人で先に帰ってしまった。

「おのれキログラム一円のクズ肉がッ！」

　テーブルに拳こぶしを叩たたきつけ、夜空は吐き捨てた。

「どう思う？　小こ鷹だか！」

「ど、どうって？」

「トモちゃんは可愛かわいくて頭もよくて運動神経抜群で優しくて話し上手で聞き上手で、しかも絶対に裏切らない女性なんだぞ。淫みだらな肉が近づいていい人ではない！」

「いや、お前のトモちゃんとは別人だろ」

　それでも怒りは収まらないようで、夜空は机を何度も何度も叩いている。

　よりによって星奈の友達の名前が、夜空のエア友達の名前と同じとは。ずいぶんな皮肉だと思う。夜空にしてみれば「トモちゃん」を取られたみたいに感じているのかもしれない。

「そもそもだ。肉に友達ができるなど、おかしいとは思わないか？」

「いやあ……」

　おかしいとかそういうのより、ただただ、うらやましい。

　俺おれもさっきの星奈みたいに「友達ができたぜ！」ってはしゃぎまくってみたい。メールで盛り上がりたい。どこか遊びに行きたい。一度でいいから。

　理科が肩をすくめて、

「確かにうさんくさいメールではありましたね。女の子だと思ってメル友になったのに、いざ会ってみたら男だった――なんていう話もよく聞きますし」

「だけど、あの写メはどう見ても女の子だったぞ」

　理り科かは「まあ、そうですね」とあっさり頷うなずいた後、

「ところで星せ奈な先輩、隣人部はどうするつもりなんでしょうか」

「どうするって、どういう意味だよ？」

「だってこの部は、友達を作ることが目的でしょう？　星奈先輩、達成しちゃったじゃないですか」

「……あ」

　忘れてた。

　すっかりこの部のメンバーでつるむことに馴な染じんでしまっていたが、そもそもこの部は「友達作り」の練習を行うために結成されたんだった。

「破門だな」

　と、夜よ空ぞらは腕組みをして言い放つ。

「この部は『リア充立ち入り禁止』だ。あの肉がそちら側に行くというのなら、いいだろう。とっとと出て行ってもらおうじゃないか！」

「初めて聞いたぞ、そんなルール」

　ていうか、リア充立ち入り禁止ってことは、ここにいる全員非リア充ってことじゃないか……。

　まあ、その通りなんだけど。

　ちょっと悲しい気持ちになったのは、俺おれだけではなかったらしい。幸ゆき村むらも理科も、言った本人の夜空ですら、微妙に落ちこんだ顔をしている。

　ちなみにマリアはうんこしに行ったきり帰ってこない。小こ鳩ばとはまだぺろぺろのショックから立ち直れないのか、ソファでぐったりしたままだ。

　非常に残念な感じの、そしていつも通りの、隣人部の面々である。

　今ごろ星奈は、日曜の予定に胸を弾ませながら、ステラさんに服を見立ててもらってるんだろうな。

　ああ。

　……うらやましいな。マジで。









　翌日の昼休み。

　俺おれは自分の教室とは別の棟の一階トイレで用を足していた。

　大きい方だ。

　小学校からのクセで、大きいのをする時は教室から離れたトイレでないと落ち着かない。自分でも何な故ぜかわからない。他ほかの連中はどうなのだろう。しょっちゅう「うんこうんこ」言ってるマリアは？　今度じっくりと話し合ってみたいところだ。

　洋式便座に腰かけてがんばっていると、窓の外からかしましい女子の話し声が聞こえてきた。

　なんとなく聞き耳をたてていると、



　――カシワザキのバカ、マジウケる！



　カシワザキ？

　どこかで聞いたことのある苗みよう字じだと思っていると、



　――あんなメールで、コロッとだまされるとはねぇ。

　――だからゆったじゃん？　あいつ、友達ほしがってるって。

　――今朝なんか、チョーうきうきしてたし。あー笑えた。



　カシワザキって……柏かしわ崎ざきか？

　別に珍しい苗字ではないけど、話の内容からして、星せ奈なのことじゃないのか？



　――あのブッサの画像、どっから拾ってきたの？

　――テキトー。その辺のオタくせーブログから。

　――偽メール送ってやったらさ、あのバカ返信チョー早ぇの！　爆速！

　――マジ？　どんだけ友達に餓うえてんよ？



　ギャハハ、と窓の外で笑い声が巻き起こる。

　……なんか、聞き捨てならないことをしゃべってるような気がする。



　――日曜さ、待ちぼうけしてるトコ見物にいかね？

　――やだよ。足ついたらサイアクじゃん。アイツ理事長の娘だし。

　――チクられて退学とか？　こっわー。

　――月曜の朝、泣きベソかいたツラ見ればそれでいんじゃね？



　いやこれマジで聞き捨てならないだろ！

　大急ぎで尻をふいてパンツあげてズボンあげてドア開けて窓開けてこの連中を問い詰めなくては!!

　まずは最初のステップ！

　尻をふいて、

「かっ、紙がないッッッ!?」

　いきなりつまずいてしまった。



　――今、なんかヘンな声聞こえなかった？

　――男子トイレから？　キモッ。

　――行こ行こ。もう昼休み終わるし。



　もう尻なんかふいてる場合じゃない！

　パンツを下げたままぴょんぴょん飛び跳ねて移動し、窓を開けた時にはもう、女子グループは立ち去った後だった。せめて後ろ姿だけでもと思ったのに。

「ど、どうするんだよ……」

　俺おれがつぶやくのと、トイレに入ってきた男子生徒が「げえっ」と悲鳴をあげたのは、ほとんど同時だった。

　この後、ほどなくして、羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかが半ケツふる○んで男子トイレの窓からダイブしたという噂うわさが学園じゅうに広まることになるのだが――

　それどころじゃないんだよ！









　そして、放課後。

「――と、いうわけなんだ」

　部室のすみっこに星せ奈な以外の部員たちを集めて、俺は昼休みに聞いた一部始終を話した。

「どうすればいいと思う？」

「どうと言われても……」

　気まずそうな表情の理り科かが、後ろを振り返る。

　いったいどこから持ち込んだのだろう。大きな姿見の前で、私服に着替えておシャレした星せ奈ながぶりぶりとポーズを決めていた。

「きゃっほー！　はじめましてトモちゃん！　あたしがぁ、柏かしわ崎ざき星奈でぇす！　ぐふふ」

　もうかれこれ三十分はああしている。

　トモちゃんと会った時、清せい楚そに可愛かわいらしく挨拶するための練習、らしい。

　なかなかしっくり来ないようで、「きゃっほー、は軽い女だと思われるかしら……？」などとブツブツつぶやいている。個人的には最後の「ぐふふ」がまずいと思うのだが、まぁそんなことは今はいい。

「あんなに喜んでる星奈先輩に本当のことなんて、理り科かはとてもとても」

「……だよな」

　俺おれだって同じだ。言えるわけがない。

「おそれながらあにき、このおやくめだけは、わたくしもごめんこうむります」

　と、幸ゆき村むらが深々と頭を下げる。忠義に厚いこいつが自分から断るなんて、よほどのことだ。

「それでそれで、お兄ちゃんはうんこのあと、お尻ちゃんとふけたのかっ？」

　まったく話と関係ないところに興味しんしんのマリアは論外。

　今日は先に帰ってしまった小こ鳩ばとも、もちろん論外だ。

　そうなると、残るは、

「なあ、夜よ空ぞら」

「断る」

　読みさしの文庫本をバッグから取り出しながら、夜空は短く言った。

「私からトモちゃんを奪ったバチが当たったんだ。一度痛い目を見てくればいい」

「だ、だけどさ」

「クソ肉がどうなろうと、私の知ったことではない！」

　ぴしゃりと言い放つと、夜空はソファに腰かけて読書を開始した。

　やっぱり、俺が言うしかないのか……。

　俺は深呼吸して気を落ち着けると、姿見に向かってポーズを決めている星奈の背中に歩み寄った。

「わっほー！　はじめましてトモちゃん！　あたし、柏崎星奈だよ！　ぶひい！」

「……えーと、星奈、ちょっと話が」

「あっ小こ鷹だかちょうど良いところに！　ねえ、最初の第一声は『わっほー』と『ちょもらんま』のどっちがいいと思う？」

「星せ奈な、ちょっと話を」

「『わっほー』は可愛かわいいけど、子供っぽいかなって。『ちょもらんま』はウケ狙ねらいなんだけど、ちょっと冒険しすぎ？　ね、どう思う？」

「話を……だな……」

　い、言えない！

　だって、こんなに無邪気で天てん真しん爛らん漫まんな星奈は初めてだ。

　友達ができたという事実が、星奈を浄化し、「きれいな星奈」へと変えたのだ。

　こんな星奈を、あの残念無念な星奈に戻すことは――とてもとても罪深いことではないだろうか？

「お、俺おれは『ちょもらんま』の方が好きかな」

「そう？　小こ鷹だかが言うなら、そうしよっかな！」

　ありがとう！　と星奈は笑い、「じゃあ次は笑顔の練習！」と姿見とのにらめっこを再開した。

　すごすご引き返すと、理り科か幸ゆき村むらマリアが死んだ魚のような目で俺を見ていた。

「先輩……」

「あにき……」

「お兄ちゃん……」

「……すまん」

　俺は肩を落とし、ソファに腰かけた。

「だから放ほうっておけと言ったのだ」

　ぼそっとした夜よ空ぞらの声が、胸に突き刺さる。

　――どうしよう？

　このままだと、日曜、星奈は来るはずのない「トモちゃん」を待ち続けることになるじゃないか……。









　無情にも、時だけが過ぎ去った。

　いつもなら楽しいはずの日曜朝を、俺はどんよりした気分で迎えた。食べ過ぎたわけでもないのに、石を飲みこんだみたいに胃が重い。新鮮なサラダとチーズトーストの朝食も、まるで喉のどを通らなかった。

「ククク……昨晩かけた『束縛の呪いギアス』が効いてきたようだな……」

　トーストをかじりながら、小こ鳩ばとが中二ちっくな笑みを浮かべた。

「我が眷けん属ぞくよ。その苦しみから解放されたければ、今日は我をプールへと誘いざなうがいい……」

「都合のいいこと言うな」

　時計を見れば、午前九時三十分。

　確か、公園に朝十時に待ち合わせだって話だったよな……。

「ちょっと出かけてくる」

「え、あんちゃん、プール連れてってくれると？」

「いや、公園だ」

　ぶーぶー文句を言う小鳩をなだめてから、俺おれは簡単に身支度をして家を出た。

　公園までは歩いて八分ほどの道のりだ。歩いている間も、ずっと星せ奈なになんて話せばいいか考えていたのだが、ここ数日の悩みがたった八分間で解決するはずもなく、あっさり公園についてしまった。

　南側入り口にある時計台の真下に、星奈の姿はあった。

　白いワンピースに麦わら帽子をかぶり、やや緊張した面持ちで佇たたずんでいる。まるで深窓の令嬢みたいだ。いや、実際にあいつはお嬢様なわけだが、普段の行いが行いだから、なんだかとても新鮮に映った。

　やっぱり、「トモちゃん」に良い印象を与えたいんだろうな……。

　その時、すぐそばの植え込みから小さな声がした。

「小こ鷹だか先輩、こっちです、こっち」

　咲き終わったアジサイの茂みの後ろに隠れて、理り科かと幸ゆき村むら、そしてマリアの三人がしゃがみこんでいた。

「お、お前らどうしてここに!?」

「シッ！　声が大きいです」

　俺はあわてて口を押さえ、理科の隣にしゃがみこんだ。

「どうしても気になってしまって。研究を放ほうり出して来ちゃいました」

「敵の奸かん計けいにはまった星奈のあねごが不ふ憫びんでならず、参上つかまつりました」

「なんとなくここに来ればお兄ちゃんに会える気がしたのだ！　だから来たのだ！」

「お、お前ら……」

　思わず涙が出そうになった。

　あれだけ「嫉妬乙！」だの言われていたのに、星奈を助けようと来てくれたなんて。普通にいい話じゃないか。

　夜よ空ぞら……は、さすがに来てないみたいだけど。

　俺おれたち四人は茂みの陰にひそみ、しばらく星せ奈なの様子を窺うかがった。

　麦わらが小さく揺れている。風に乗って、かすかな鼻歌も聞こえてくる。時計台の指し示す時刻は、九時五十五分。あと五分で待ち合わせの時間だ。

「上機嫌ですね、星奈先輩」

「だな……」

　今さらながら、俺はここまで引っ張ったことを後悔していた。

　もっと早くに告白していれば、まだ星奈の傷口は小さくて済んだかもしれないのに。

　そんな俺の心中を察したのか、理り科かが小さく首を振り、

「こと、ここに至った以上は、真実を告げることが最善の手とは限りませんよ」

「どういう意味だ？」

「優しい嘘うそも、時には必要ってことです」

　ドラマみたいな台詞せりふとともに、理科は手元のバッグからやたら度の強い瓶底みたいなメガネを取り出した。

「理科が『トモちゃん』となって、星奈先輩に会ってきます！」

「ほっ、本気か!?　いくらなんでもすぐバレるだろ！」

「それでも構いません！　十分……いえ、三分でも時間が稼げれば本望です！　『ん』と『う』を取ったらホモです！　その間に先輩たちは次の作戦を考えてください！」

「理科お前ってヤツは―――!!」

　途中に挟まれた何かのマンガのネタを除けば、マジでいいヤツだった。

　理科は白衣を颯さつ爽そうと脱ぎ捨てて私服を陽ひ射ざしの下にさらすと、結んでいた髪をほどき、瓶底メガネを着用した。

「志し熊ぐま理科、リフトオフ！」

　自分で出撃の台詞を叫ぶと、理科、もといトモちゃんは茂みを飛び出した。

　バカっぽい感じに尻をぷりんぷりんと揺らしながら歩き、星奈の目の前に来ると、とびっきりの笑顔とともにダブルピース、



「きゅうぅ～ん、トモちゃんでぇーす！　最近ハマッてるカップリングは天てん井じようと床！」



　………………なぜ、無駄に自分の趣味を出すんだ、あいつは。

　星奈はぽかんと口を開けたまま、固まっている。

「きゅぅん！　星奈ちゃん会いたかったあ！　ちなみにこのカップリングの良いところはね、相思相愛で互いをずっと見つめ続けているだけど触れることすらできない二人が寿命が尽きて取り壊される時だけバラバラになった姿で合体できるっていうせつないラヴストーリーがトモちゃんのハートにきゅんきゅんクるのきゅんきゅんきゅきゅんきゅきゅん」

「なにしてるの理り科か？」

　世界が凍りついた。

　きゅんきゅん連呼していた理科は、笑顔のままじっとりと汗をかいている。

　三分どころか、三秒もたなかったか……。

「きゅ、きゅうぅ～ん？」

「なにしてるのって聞いてるんだけど？」

　星せ奈なの声が一段低くなった。

　汗で滑ったのか、理科のメガネがずり落ちて地面で乾いた音を立てる。

「ていうかなんでそんなバカ女みたいな口調なのよ！　あたしのトモちゃんはもっと清せい楚そで賢かしこくてすごくて偉いのよ！」

　理科はシュンと小さくなってうつむき、

「すいません。星奈先輩のレベルに合わせてみたんです」

「きぃーっ！　どっか行きなさいよバカァァ！」

　怒り狂った星奈に追い立てられ、理科は俺おれたちのところまで一目散に逃げてきた。

　小さく舌を出しながら自分の頭を小突き、

「失敗しちゃいました、てへっ」

「当たり前だろ！」

「いったいどこでミスったんでしょうね？」

　白衣を着直しながら、理科は不思議そうに首を傾かしげている。この分だとアレで上う手まくいくと思っていたようだ。本当にこいつはバカなのか天才なのかよくわからない。

「理科どののしっぱいは、みずからをいつわったことにあるかと」

　幸ゆき村むらがゆらり、と音もなく立ち上がった。

「なにごともしょうじきに、けんきょに、うそいつわりなくせっすれば、ひとはこころをひらくものなのです」

　なるほど、確かに一理あるかもしれない。

「でも、具体的にはどうするつもりだ？」

「おまかせあれ」

　幸村はかすかに微笑ほほえむと、すくっと立ち上がって歩き出した。

　星奈はすぐに気づいたようで、「また来た」みたいな顔をしながら身構えている。

　しかし幸村は臆おくすることなく星奈の目の前に立つと、小さく胸を張って宣言した。



「いままでかくしておりましたが、じつはわたくしがトモちゃんだったのです」



「「んなわけあるか―――!!」」

　思わずツッコんでしまった俺おれの叫びは、ほとんど同時に発せられた星せ奈なのツッコミにかき消された。

「なんなのよさっきから！　あんたらわざわざ冷やかしに来たワケ!?」

　星奈が幸ゆき村むらの胸ぐらをつかんでいる。今の星奈には冗談が通じない。このままだと幸村の身に危害が及ぶかもしれない。

「まかせろ、お兄ちゃん！　ワタシがなんとかしてくる！」

「マリア!?　どうするつもりだ！」

「うんこしてくる！」

「お前はホントにそればっかりだな！」

　飛び出していくマリアのシスター服の裾すそをつかもうとしたのだが、今一歩間に合わなかった。

「星奈―――！　ワタシがトモちゃんだぞ―――！　うんこしたい！」

「トモちゃんはうんこなんかしなああああい!!」

　昔のアイドルみたいなことを言いながら、星奈は突っ込んできたマリアを返り討ちにした。

「うぇぇぇぇん！　星奈がぶったあああああ!!」

　赤くなったおでこを押さえながら泣き叫ぶマリアを、幸村が公園の公衆トイレへと連れて行った。

　理り科かはため息をついて、

「全滅しちゃいましたね、あっという間に」

「まあ、当然の結果だけどな」

「どうせなら全滅より全裸の方がいいですよね」

　とりあえず理科は無視して、俺は時計を見た。

　午前十時十分。

　すでに約束の時間を十分も過ぎている。

　トモちゃんは――もちろん、やって来ない。

　星奈は麦わらをかぶり直すと、ケータイを取り出してメールを打ち始めた。「トモちゃん」に送っているのだろう。十分も待たされているというのに、にまにまと微笑ほほえみまで浮かべている。トモちゃんとメールする時はいつもあの笑顔なのだろうか。

　さらに十分が経過しても、星せ奈なはにこにこしていた。

「星奈、ゴキゲンだなー」

「とてもおしあわせそうです」

　トイレから戻ってきたマリアと幸ゆき村むらが、俺おれの隣で目を細める。

　さらに十分が経たった。

　星奈はあいかわらずにこにこしているものの、さすがに暑いのか、何度もハンカチで汗をぬぐっていた。

　メールの返信を待っているのだろう。握りしめたケータイをじっと見つめている。

「雲が出て来ましたね」

　手でひさしを作りながら、理り科かが言った。

　ちょっと前までは見当たらなかった暗い色の雲が、西の空からどんどん流れてきている。

　おかげで陽ひ射ざしが弱まってくれるのはありがたいのだが……。

「これで雨でも降ってきたら、ドラマチックですよね。ギャルゲーのイベントみたいで」

「そんなイベントはいらねえよ！　縁起でもないこと言うな」

　と言ったそばから、俺の頬ほおに冷たいしずくが落ちてきた。

　気のせいだと思いたかったが、幸村やマリアも空を見上げ、手のひらを上に向ける仕草をした。

「り、理科のせいじゃありませんよ？」

「別に責めてねえよ」

　そう。

　悪いのは……俺だ。

　俺がもっと前に、星奈に真実を告げていればこんなことにはならなかったんだ。

　また、十年前のあの後悔を、繰り返してしまった。

「お前らはもう帰れ。カサ持って来てないだろ」

「あにきは、どうなさるのですか」

　俺は立ち上がり、不安そうにしている三人にできる限りの笑顔を作って言った。

「星奈に、殴られてくる」

　時計台の下で濡ぬれるままになっている星奈に、ゆっくりと歩み寄る。

「――トモちゃん？」

　俺の気配に気づいて振り向いた星奈の笑顔は、だけど、一瞬で曇ってしまった。

　雨粒のしたたる金髪を跳ね上げて、

「なんだ、小こ鷹だかか」

「ごめん……」

「ねえ、小鷹。トモちゃんが来ないの。メールを送っても、お返事も来ないの」

　ケータイを握りしめている星せ奈なの手が、青白くなっている。

「あたしケータイのことよくわかんないんだけど、メールが届かないことってあるの？　まさか、まさかトモちゃん、事故や事件に巻き込まれてるとかじゃないよね？」

「……ごめん。本当に、ごめん」

「なんであんたが謝るの？　いいから教えなさいよ！　トモちゃん、無事よね？　なんでもないよね？　ちょっと用事で遅れてるだけよね？　ねえっ」

　その時だった。

　俺おれの肩をゆさぶっていた星奈が、ハッとした顔になった。

　目を大きく見開いている。

　それから「くしゃっ」という音が聞こえそうなほど顔がゆがみ、泣き笑いの表情になった。

　叫ぶ、



「ちょ、ちょもらんまーっ！　はじめましてトモちゃん！　柏かしわ崎ざき星奈だよ！　ぶひゅ！」



　驚いて振り向くと、そこには「トモちゃん」がいた。

　黒々とした長い髪。痩やせた感じの頬ほお。そして度の強いメガネ。

　星奈に見せてもらった画像そのままの女の子が、カサをさして立っている。

「え……？　ま、マジで？」

　呆あつ気けにとられる俺の横を通り過ぎて、星奈がトモちゃんに走り寄る。

「心配したじゃない！　てっきりあたし、な、何か事故だと思って……ああ、会えて良かった！」

　トモちゃんは表情らしい表情もなく、涙ぐむ星奈のことを見つめている。

「もしかしてトモちゃん、この場所わかりづらかった？　だったら言ってくれたら良かったのに。駅前とかで待ち合わせとかのがよかった？　でもトモちゃん、人ごみ嫌いって言うから」

　星奈が一方的にしゃべり続けるだけで、トモちゃんは無言である。「はい」とも「いいえ」とも言わず、メガネを鈍にぶく光らせている。

　と、その時トモちゃんの肩が小さく揺れ出した。

「ふっ、ふふっ、ふふふふ……」

「トモちゃん？」

　首を傾かしげる星せ奈なの目の前で、トモちゃんの笑い声がだんだん大きくなる。

「ははははは！　愚かな肉め！　まんまと騙だまされたな！」

　そう言うなり、トモちゃんはメガネを取った。

　俺おれたちがよく知っている吊り目が、分厚いレンズの下から現れる。

「「夜よ空ぞら……!?」」

「こんな簡単な変装も見抜けないとは、お前たちの目は節穴か？」

　夜空は帽子を脱ぐようにして長い髪を取り外した。かつら……いや、こういうのはウィッグって言うのか？　全然わからなかった。

「その痩やせた頬ほおはどうやってるんだ？」

「ただのメイクだ。雑誌に載っていた通りにやっただけだがな」

　夜空は得意そうに頬をちょんちょんと指差した。

「――なんなのよ」

　星奈が憎々しげに夜空をにらみつける。

「夜空、あんたまでジャマしに来たわけ!?　いくらなんでもこれはやりすぎでしょ？　最悪なヤツだとは思ってたけど、まさかここまで極めてるとは思わなかったわ！」

「落ち着け、肉」

「ふざけないでよ！　あんたこそいい加減に――」

「トモちゃんからのメッセージ、聞きたくないのか？」

　へっ、と星奈が声をあげる。

「実はゆうべ、私と小こ鷹だかのところにトモちゃんが来たのだ。――なあ、小鷹？」

「なっ!?」

　いきなり話を振られて、俺は思いっきりキョドってしまった。

　夜空の目が「バカ何あわててるんだ話を合わせろ」と語っている。

　星奈がじっと俺のことを見つめて、

「そうなの？　小鷹」

　俺は手の汗をズボンでふきながら、

「あ、ああ、実はそうなんだ。び、びっくりしたよ」

　夜空は大きく頷うなずいて、

「トモちゃんは、両親の都合で海外への引っ越しが決まったらしい。今ごろは機上の人だ。メールもケータイも通じないだろうな」

「確かに、通じなかったけど」

「転校は数日前に決まったそうだが、貴様にはどうしても言い出せなかったらしい。そこで、オナチューの友達のツテで隣人部のことを知り、私と小こ鷹だかに伝言を頼みに来たのだ」

「ちょ、ちょっと待って！」

　星せ奈ながあわてて話を遮り、

「なんであんたと小鷹なのよ？　そんな大切なこと、どうして友達のあたしに直接話してくれないの？」

「――友達だから、じゃないか」

　俺おれは、低い声で言った。

　ひとつひとつ、言葉を選びながら、

「星奈のこと、大切な、かけがえのない友達だから。別れが辛つらくて、なかなか言い出せなかったんだと思う」

「そうだな。――そう、だと思う」

　言葉にできない、深い感情を表情に湛たたえた夜よ空ぞらと目が合った。

「それにしたって、あんまりじゃない」

　星奈の濡ぬれたワンピースの肩が、小刻みに震えている。

「今日会えるの、楽しみにしてるって言ってたのに。友達同士の約束ねって、何度もメールで念を押したのに。それなのに破るの？　友達との約束、平気で破るような子だったの？」

　抉えぐるような星奈の言葉に、夜空の表情が苦しそうにゆがむのが見えた。



「いねえよ!!」



　反射的に、俺は叫んでいた。

　自分でもびっくりするくらいの、大声が出た。

「と、友達との約束を破って、平気なヤツなんて、ぜ、絶対いない！」

　星奈も夜空も、ぽかんとした顔で俺を見つめている。

　やがて、夜空は微笑ほほえみ、

「肉」

「……なによ」

「トモちゃんからのメッセージ。伝えるぞ」

　夜空は再びウィッグをかぶり、メガネをつけた。

　こほんと咳せき払ばらいをして、いつもと違う声色で話し始める。



「私は友達が少ない

　だから　その一人一人と　百人分仲良くなりたい

　柏かしわ崎ざき星せ奈なちゃん

　いつまでも　いつまでも

　私の　百人で　いてください」



　いつの間にか、雨は止やんでいた。

　星奈は、何度も繰り返し、袖そでで顔をぬぐっている。

　雲のすき間から覗のぞきはじめた青空を見上げて、大きく息を吸いこみ、



「トモちゃんのウソつきいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！　でも愛してるううううううううううううううううううううううううううううううう!!」



　機上のトモちゃんに届けとばかりの、「百人分」にも匹敵する、大きな声だった。























　翌日。月曜日の昼休み。

　俺おれはまたもや、別の棟の一階トイレで用を足していた。

　やっぱりここが一番落ち着く。いや、ここじゃないと落ち着かない。心なしか、便座のぬくもりすら温かく感じる。

　快適に用をすませて、ほっとひと息ついていると、聞き覚えのある話し声が聞こえてきた。



　――柏かしわ崎ざきのバカ、どうだったよ？　ベソかいてた？

　――それがさぁ、なんでか知んないけど、全然へーきそうだったのよね。

　――むしろ、いつもより元気よさげってカンジ？

　――えぇ、なにそれ、つまんなーい！



　間違いない。

　あの時の連中だ。

　尻をふいてパンツあげてズボンあげてドア開けて窓開けて、ひとこと言ってやらねば。

　まずは尻をふいて、

「って、また紙がねえぞ!?」

　補充しとけよ！

　あれから何日あったと思ってるんだ！

　と、掃除当番を呪のろってみたところでしかたがない。

　俺はまたもやイモムシのように体をくねらせ、ぴょんぴょん跳びながら窓のそばへと移動した。

　途中、下がったままのズボンが足にひっかかり、前につんのめる。

　とっさに手をついて大ケガはしなかったものの、鼻を壁にぶつけてしまった。

　俺は目に涙がにじむのを我慢しながら、窓をがらりと開けた。

　外ではケバい化粧をした女子四人がうんこ座りでたむろしていた。俺のことを「ぎょっ」とした顔で見つめている。

　今回の事件の元凶であるこいつらに怒りがわかないと言えばウソになるが、しかしもう終わったことだ、今さら事を荒立ててもしかたがない。

　これ以上星せ奈なにちょっかいを出さないよう、穏おん便びんにクギを刺しておこう。

　俺おれはなるべく優しい表情を作り、穏やかな声色で話しかけた。

「なあ、キミたち」

「「「「ぎゃあああああああああああああああああああああああああ!!」」」」

　なんだ？

　大げさな奴やつらだな。せっかく人が気をつかってるのに。

　まあいいや、ともかく穏便に、笑顔を絶やさず話をしよう。

「今、話に出ていた、柏かしわ崎ざき星奈のことなんだけど（笑）」

「すす、すみませんすみません！　ごめんなさいごめんなさい」

「ヘンないたずらするの（笑）、やめてくれないかなあ（笑）」

「もうしません！　しませんしませんしません！　だから近づかないで！　ゆるして！」

　四人はコメツキバッタみたいにへこへこ頭を下げると、すごい勢いで逃げていった。

「……なんだありゃ」

　ふと自分の顔に触れてみると、ぬるりとした感触があった。

　はなぢだ。

　さっきぶつけた鼻から、大量の鼻血がぼたぼたと流れ落ちていた。



　――その後。

　ほどなくして、羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかがトイレの窓から下半身を露出し、鼻血を流しながら不気味に微笑ほほえんでいたという噂うわさが学園じゅうに流れた。

　……もう少しで、不良から変態にクラスチェンジできそうだ。









　そして放課後。

　隣人部の部室には、今日もいつものメンバーがたむろしている。

　机では夜よ空ぞらが文庫本を読み、その向かいで理り科かがハァハァ言いながら薄い本を読んでいる。幸ゆき村むらは執しつ事じ服ふく姿でぼんやりと立っていて、マリアはソファでポテチをむさぼり食っている。

　星奈はと言えば――

「小こ鳩ばとちゅわぁんぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろ！　はい、あたしは何回ぺろって言ったでしょう？」

「そ、そんなん知らんわぁ、あほぉ！」

　いつものように小こ鳩ばとを愛めで――いや、全力でセクハラをしていた。

「ねえねえ聞いて小鳩ちゃん！　あたしとトモちゃんの聞くも涙語るも涙の友情物語！　ぜったい泣けるから！　そしたらその涙、あたしがぺろぺろすりゅー！」

「あんちゃんこいつこわい！　こないだよりこわい！」

　小鳩が今にも泡をふきそうな顔で、助けを求めてもがいている。

　本当に変わらないな、こいつは……。

　助けてやろうと立ち上がった時、星せ奈なの頭にごつん、と拳げん骨こつが落ちた。

「いったぁ！　なにするのよ夜よ空ぞら!?」

　夜空はふんっ、と鼻を鳴らして、

「神聖な部室で淫みだらな行為に及ぶな、肉。一キロ買われるごとに百円払え」

「なんであたしがお金払うの!?」

　極限まで進んだ価格破壊は、ついに「肉を買ったらお金がもらえる」という特異なシステムを生み出したらしい。

「ともかく離れろ。しっしっ」

　星奈はふてくされた顔で小鳩から離れると、足を組んで椅い子すにどかっと腰かけた。

「あーあ、つまんない！　小鳩ちゃんにはぺろぺろできないし。せっかくできた友達もいなくなっちゃうし！　夏休み、トモちゃんと遊ぶ計画たくさん立ててたのにっ！　つまんなーい！」

「文句が多いぞ、肉」

　再び、星奈の頭に拳骨が落ちる。

「ひ、人の頭ぽんぽん叩たたかないでよ！　バカになったらどうするの？」

「いつまでも過ぎたことをグチグチ言っているからだ」

　それから、夜空はふいに遠い目になった。



「お前とトモちゃんが、本当の友達なら――必ず、また会える」



　普段とは違う響きを持つ夜空の言葉に、皆の視線が吸い寄せられるように集まった。

　理り科かも幸ゆき村むらも、マリアも小鳩も、不思議そうに夜空を見つめている。

　星せ奈なは唇をとがらせ、

「な、なんであんたにそんなことがわかるのよ？」

「――忘れないからだ。絶対」

　窓の外を見上げながら、夜よ空ぞらはぽつりとつぶやいた。

　だから俺おれも、夜空が見ているものを見つめた。



　夏の空だ。



　俺たちが、いつか駆け回った、夏のソラ。



























ぼっちは変化球が投げられない

【NOVEL】渡航 　　　　　　

【ILLUSTRATION】ぽんかん⑧



　とある休日のことだ。

　俺おれは妹の小こ鳩ばとを連れて家からちょっと離れたイヲンへ来ていた。お客様恩おん赦しやデーの半額卵と半額トイレットペーパーが目的だった。

　大概、こうした特価品はおひとり様一点限りと決まっている。だいたいいつでもどこでもおひとり様である俺の得意分野と言っていい。というか、むしろひとりぼっちじゃない人間が『おひとり様一点限り』とか利用してはいけないとすら思う。

　大勢の人で混雑している中、俺はすいすいと移動して容易たやすく食材を買い集めていく。

「ククク……我の固有結界、『深遠なる遍あまねき断絶』が発動している時間は残り僅わずか……。敬けい虔けんなる従僕よ、急ぐがよい」

　小鳩が何か言っていたが、残念ながらこれは俺の固有結界の効果だ。見た目のせいで誰だれも寄りつかない俺だが、こういう時だけは役に立つ。問題は解除される気配がないことだ。

「小鳩、トイレットペーパーは確保したか？」

　俺が尋ねると、小鳩は不機嫌そうな顔で差し出してくる。

「ふん……何な故ぜ我が斯か様ような下ばたらきの真ま似ね事ごとを……」

「おひとり様一点だから協力してもらわないとな。というか、お前が『くっ、傷が疼うずく……忌い呪じゆ帯たい法ほうを……』とか言ってトイレットペーパー右手にぐるぐる巻きにしてたせいだろ」

　たぶん包帯のつもりだったんだろう。およそ３メートルにわたってトイペが無駄に消費されてしまった。

　トイペの他ほか、半額卵、豚ばら肉３００ｇ、玉たま葱ねぎ、人にん参じん、ジャガイモ、レタス、はまち、お風ふ呂ろ用洗剤、コ力ちから、トマトジュース……その他諸もろ々もろをカートに入れる。

　いざ会計の際には入れた覚えのない怪しい粉のついたお煎せん餅べいやチョコで作られたキノコが入ってたりしていた。

　俺が小鳩をちらっと見る。すると小鳩は不細工なぬいぐるみをぎゅうっと抱きしめて上目遣いで俺を見上げていた。

「うぅ～……、あ、あんちゃん……。……だめ？」

　碧へき眼がんと紅あか眼めの双そう眸ぼうにじんわりと涙が浮かんでいる。どうしたものかとため息を吐ついた時、視界の端でレジ係の人が防犯ブザーに手を伸ばしているのが見えた。

　この図はどこから見ても『ヤンキー、美少女を目で殺す』の図に他ならない。もう警察に身分証を提示して説明するのは正直避けたいところだ。

「……ご飯の前に食べるなよ？　それと、ちゃんと歯磨きすること」

「う、うん！　あんちゃんありが……ク、ククク、血の盟めい約やくに基づき、伏して我を奉るがよい。されば見返りに力をくれてやる……。我が前に捧ささげよ供物！」

　どこかで聞いたことのあるフレーズだった。いや、あれは確か『我は話す隣の白人』だっただろうか。『我は冷やす社用の商魂』とかもあったかもしれない。

　お菓子を買ったことで機嫌のよくなったレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギを連れてイヲンを出る。

　外は雲一つない晴天だった。

　道すがら、小こ鳩ばとと今晩の献立について話していると、大きな公園に差し掛かった。そこは誰だれもがイメージするブランコや滑り台などの遊具のあるいわゆる“〝公園”〟だけでなく、野球グラウンドも併設されたなかなか立派な公園だ。

　グラウンドでは少年たちが、あ、いや最近は女の子もいるのか。小学生の男女がおそろいのユニフォームに身を包み野球をしていた。お互いに声を掛けながら打球を追い、ベンチではスポーツドリンクを回し飲みし、軟球をぶつけあってふざけていたりした。コーチに見つかって全員が叱しかられて、お説教が終わった後は顔を見合わせ舌を出して笑う。そして、練習が終わったのだろうか、みんなして近くにあるファミレスへと消えていく。

　いつか、一人の少年が金網越しに見つめていた光景がそこにはあった。

「あんちゃん？」

　立ち止まっていた俺おれの手を小鳩がくいくいっと引く。

「あ、ああ。悪い。行こうか」

「……うん」

　俺は小鳩に笑顔を向けたが、小鳩は俺の感情の変化を感じ取ったのか少しだけ優しい微笑ほほえみを返してくる。そして俺の持っていたエコバッグの持ち手をそっと取った。

「小鳩？」

「ふ、ふん。使い魔の脆ぜい弱じやくな身では忌いまわしき太陽には競せり負けよう。じゃけん、あんちゃんの荷物を半分我が持ってやるばい」

　ぷいっとそっぽを向きながら、それでも身体からだだけはこっちに寄せてくる小鳩。俺はちょっと手を伸ばしただけで届く距離にある小鳩の頭を撫なでた。

「ありがとな」

「ふぇ……。き、気にせんでよか」

　二人で持ったエコバッグは少しだけ、軽くなっていた。









　放課後。

　俺おれが隣人部の部室へ来ると、いつもの如ごとく皆が思い思いに過ごしていた。

　夜よ空ぞらは本を読み、星せ奈なはによによ笑いながらＰＣに向かい合っている。

　幸ゆき村むらは俺の横に侍はべりぼーっとしていて、理り科かははんだ鏝ごてで何か作業していた。

　マリアはポテチをコーラで流し込む。アメリカ人みたいだ。小こ鳩ばとはノートになにか書き込んでいる。そのノートの表紙になにやらごてごてした十字架が描かれていたのが気になるところだ。

　夜空が文庫本をぱたりと閉じる。

「リア充、それはつまりスポーツだ」

　何か言いだした。謎なぞの結論過ぎて意味が分からない。

　夜空の言葉に誰だれも反応せず、星奈がマウスをクリックする音だけがした。

　…………。小鳩がしゃっしゃっとシャーペンを動かす音がして、理科がはんだ付けをしたジュッという音の後、夜空は少し恥ずかしそうに頬ほおを赤らめる。

「んんっ……。リア充、それはつまりスポーツだ。そうは思わないか、小こ鷹だか」

　――ああ、俺に話しかけていたのか。

　普段、話しかけられることがないからわからなかった。

　俺にもよくあることだが、話しかけたつもりが完全にスルーされてしまい、丸っきりの独り言のように受け止められてしまうことがぼっちにはままある。

「いや、あの言っている意味がよくわからないんだが」

　名指しで呼びかけられたので答えると、夜空はすっと手を上げて押おし留とどめる。

「まぁ待て落ち着け。私は最近気づいたのだがリア充がスポーツをやっている確率はかなり高い。現にプロのスポーツ選手は多少顔面が不自由でも偏差値がだいぶ低くてもテレビのバラエティ番組に出ていたりするし、結婚とかするだろう。その上、億単位の金を持っていたりする」

「言葉はいろいろと最低だが、まぁ言わんとすることはわかる」

「そうだろう。逆に言えば先天的なリア充資質がなくともスポーツをすることでリア充になることができるというわけだ」

　夜空が自慢げに語る。

　けれど、確かに言われてみれば学校内でリア充の地位を築き上げている人間には体育会系の部活に属している人が多いように思う。特に高校生だと野球部なんていかにも青春しているって感じだし、サッカー部はおしゃれでかっこいいイメージがある。

　それに比べて俺たち隣人部はどうかというと。

　文化系。

　特に何もしない。

　何かしてもマイナスにしかならない。

　な、なんてことだ……。

　俺おれがリア充になれず、友達ができないのはスポーツをしてこなかったせいだったのか！

　俺がスポーツをしていればきっと今いま頃ごろは……、今頃は壁相手にパス練習とか走り込みとか一人でできることをしていたに違いない。何それ余計切ない。

　最初から運動部に所属していてもその中でうまくやれる自信がまるでない。

　それは俺だけでなく、傍そばで聞いていた星せ奈なも同じだったのか話に加わってきた。

「ていうかさ、今から体育会系の部活に入るのは無理なんじゃないの？」

「……。いいか、小こ鷹だか。スポーツはいかにもいいイメージを持たれやすい。体育会系の人間など声がでかいだけでやる気のある人物だと判断されるくらいだ。対人関係でこれほどちょろいことはない」

　妙に不自然な沈黙のあと、夜よ空ぞらがまた最低なことを言い出した。

「いや、体育会系舐なめすぎだろ……」

「ちょ、ちょっと！　話聞きなさいよ！　今から運動部に入るのは難しいでしょうが！」

「……。何、体育会系など基本的には脊せき髄ずい反射で生きているからな。舐められていることにすら気づかないから問題ない。二、三回殴りつけてやってどっちが上か教えてやればあとは容易たやすい」

　またもやおかしい沈黙のあと、夜空が俺に向けて語った。

「なんであたしのこと無視すんのよ！」

　ぺちーん。

　夜空がハエ叩たたきで思いっきり星奈のおでこを叩いた。さっそく体育会系指導が始まったらしい。

「あだっ！」

「黙れ。誰だれが貴様に発言の許可を与えた。貴様のようなウジ肉に人権などない。それでも何か言いたければその顔についたケツ穴から言葉をひり出すとき、語尾にウジをつけろ」

「それ、体育会系って言うか軍隊だよな」

　それもハートマン軍曹だ。

「わ、わかったわよ！　今から体育会系の部活に入るのは無理ウジ！　途中から入って馴な染じめるほどあんたコミュ力ないウジ！」

　あ、しかもウジって言っちゃうんだ。そこまでして会話に加わりたいんだな、星奈。

「ふん、蠅はえにも劣る脳のう味み噌そで考えたのはご苦労なことだが、部活動だけがスポーツではない。低能でバーチャルな世界しか知らない貴様では想像もつかないだろうが、サークルというのがあるのだ」

　サークル、と聞くと大学生のやっているものが連想されるが、意外なことに地域ごとにそういったスポーツを楽しむコミュニティがあったりする。わかりやすく言うとママさんバレーなんかその例にあたるだろう。

　確か、うちのクラスにいるオシャレイケメンサッカー部もフットサルサークルかなんかやっていたはずだ。バスケ部も他校の人たちとストリートバスケをやっていたりする。

「……なるほどな。友達っていうのは同じ学校内だけとは限らないもんな。それに大学にいったときの予行演習になるかもしれないし」

　俺おれが将来のリア充ライフを夢想しながら言うと、星せ奈なもそれに賛同した。

「そ、そうね。確かに、学校の外でもスポーツをしていれば自然と仲良くなれるかも。『東とう鳩はと』でも葵あおいちゃんと放課後に神社で練習したり、綾あや香かと勝負したりして仲良くなるし……。部活以外でもスポーツで仲良くなる可能性はあるわよね……あるウジね」

　ハエ叩たたきがちらちらと動いたのが見えたのか、星奈が言いなおした。

「ふん。例えがウジらしく気持ち悪いのが気に入らんが殊勝な態度に免じて許してやろう。とにかくスポーツさえやっていればリア充臭が漂い、クラスのカスどもを簡単に騙だますことができるということだ」

　結論は何かと酷ひどいが言っていること自体は間違っていない気がするから不思議だ。

　学外での活動を頑張っている人間と言うのは一人でいても何かしらの余裕が出てくる。必然、「あの人は友達いない可哀かわい想そうな人間」という憐あわれみの視線からは解放されやすい、かもしれない。

「問題はどんなスポーツをするかだが……なんか得意なスポーツとかあるか？」

　俺が皆をぐるりと見渡して問いかける。するとそれぞれ少し考えるようにしてから口を開いた。

「あたしは……乗馬とか」

「わたくしは居い合あい抜ぬきをしょうしょう」

「スカッシュなら得意だ。テニスの壁打ちをしているうちに高得点を獲とれるようになった」

「見事に全部一人でやるスポーツだな……」

　星奈、幸ゆき村むら、夜よ空ぞらとなにやら残念な答えばかりが返ってくる。

　いや、それはそれでいいことなのだが、今回の趣旨を考えれば適切ではない。ここはチームプレーを必要とするスポーツを選ぶべきだろう。

　それもできれば、競技人口が多くて参加しやすいものを。

「となると、割と一般的なもののほうがいいよな……」

「小こ鷹だか先輩。そういうことでしたらフットサルが良いんじゃないでしょうか。最近、人気のようですし、フットサル場も増えていて気軽にできると思いますよ。それにやはり高校生男子のハーフパンツ姿は萌もえますし。微妙に生はえ揃そろいはじめた脛すね毛げと普段日に焼いていない脚の白さがアンバランスで、じゅるり」

「最後の理由のせいで却下だ！」

「と言われましても……。そんなこと言ったらサッカーもバスケも短パンで萌えますし、柔道や剣道は匂においが最高ですし、ラグビーはガチムチしてますし、水泳はブーメランパンツしか認めませんし」

「この変態め……」

　夜よ空ぞらが恐怖の入り混じった眼めで理り科かを見た。俺おれも理科がちょっと怖い。理科が語るとどんなスポーツもいかがわしいものに感じる。

「はいはあい！　あたし、野球やってみたい！」

　星せ奈なが元気よく手を挙げると夜空がハエ叩たたきを振りかぶった。

「喋しやべり方かた」

「う、ウジウジィ！　あたし、野球やってみたいウジ！」

「そうか。では、貴様はそうするといい。幸いにも野球は一人でできるスポーツだしな」

「できないわよ！」

「……いや、できる」

「へ？　なんで小鷹が答えるのよ？」

　星奈が不思議そうに俺の顔を覗のぞきこむ。

「一人野球っていうのがあるんだよ……」

　一人野球。それは世のスポーツの中でも最も過か酷こくと言っていいだろう。主に精神的な意味で。

　ルール自体は簡単だ。

　１、ボールとバットを用意します。

　２、キャッチャーフライの要領で打ち上げます。

　３、全力ダッシュで捕りに行きます。

　４、捕れればアウト、ワンバウンドでキャッチならヒット、ツーバウンドは二塁打。それ以上は三塁打。遠すぎたらホームラン。ランナーは透明ランナーというエア友達的なものを使います。

　５、スリーアウトで攻守交代です。

　６、飽きたら試合終了！

　※どちらかに肩入れするとワンサイドゲームになってしまいます。無心でプレイしましょう。他ほかによく似た例として『電灯の紐ひもとボクシング』などがあります。

　俺おれがぽつりぽつりと一人野球について説明すると、星せ奈なはそっと視線を逸そらし、夜よ空ぞらは静かに瞳ひとみを閉じた。

「ゆ、幸ゆき村むらさん。小こ鷹だか先輩にお茶を……」

「はい。あにき、そちゃですが」

　幸村の淹いれてくれたお茶はいつもよりちょっと苦かった。

「ほら見ろ。腐肉が余計なことを言ったせいで小鷹がいらん傷を負ったではないか」

「べ、別にあたしは悪くないわよ！　小鷹があたしの想像よりはるかに残念なだけで……」

「あー！　星奈がお兄ちゃん泣かしたーっ！　いーけないんだいけないんだー！　せーんせーに言うたーろー！　……まぁ、先生はワタシなわけですが」

「あんちゃんをいじめよった……。うー！」

「こ、小こ鳩ばとちゃんに睨にらまれた……。あ、あの、小鷹。ご、ごめんね？」

「いや、別にいいんだ」

　俺は目め尻じりに浮いた涙を誤ご魔ま化かすように力なく顔を振る。

「まったく、蠅はえ肉にくが余計なことを……。それに、野球は球が小さいからな。すぐに失なくして続けられなくなるぞ。変化球なんて投げようものならすぐ失くす。最終的に誰だれのせいで球を失くしたのか言い争いになって微妙な雰囲気で解散したいなら別だが」

「あんた、なんでそんな具体的に嫌な例を出すのよ……」

　星奈がげんなりとした表情を浮かべると理り科かが割って入る。

「その心配は無用です。理科の開発した超極小ＧＰＳを付けておけばすぐに見つけられます。性能については何度も小鷹先輩で試してますから安心してもらっていいですよ」

「不安要素が聞こえたぞ!?」

「わたくしはあにきの犬ですので、ご命令さえいただければ喜んで殺とりに行きます。相手のタマを」

「タマの意味が違う気がする……」

　何かソウル的な意味のタマっぽい。何一つとして安心できないのだが、星奈的にはこれで充分らしく、胸を張った。

「ほら！　これで問題ないじゃない！」

「い、いや……しかし野球は……」

　そう言って夜空は俺を窺うかがうようにちらっと見た。なんだ？　何か野球に嫌な思い出でもあるんだろうか。

　夜よ空ぞらの態度に業を煮やしたのか星せ奈なは語尾にウジをつけるのも忘れて熱弁を振るう。

「ふんっ！　あんたたちほんとに無知ね！　いい？　アニメの世界ではリア充スポーツと言えば野球なのよ！　『涼すず宮みや春はる日ひの憂ゆう鬱うつ』でも『アンジェラビーツ』でも『スカイドライバー』でも必ず野球回が入ってるでしょ！」

「また貴様は気持ち悪い例を出してきおって……。そんな理由なら却下だ」

「いや、俺おれもちょっと野球やってみたい、んだけど」

「な!?」

　俺の言葉に夜空が驚いた顔になる。そして、星奈がにんまりと笑った。

「んふふ、これで決まりみたいね。じゃあ今度の日曜に野球ね！　小こ鷹だか、ちゃんと準備しておくのよ」

　俺が準備するのか……。そうなると、道具の用意はもちろん、やる場所も確保しないとな。公園の管理は市がやっているはずだからＨＰホームページで確認して予約を取らないと。あと、スポーツをするわけだしドリンクの準備と、あー。あとレモンのはちみつ漬けとかがあったほうがいいかもしれないな。

　などと、俺がいろいろと考えていると、夜空の不穏な言葉が聞こえた。

「くっ……。まぁいい。スポーツ中ならバットで撲ぼく殺さつしても事故で済むしな……」

「そうなのか!?　過去の判例では業務上過失致死の判決が出てたりするぞ!?」

「マリア、それは人間を相手にした場合だ。蠅はえを叩たたき潰つぶしたところで咎とがめられはしない。ましてや、相手は肉だ。いや、ウジ肉だ。害虫駆除に何の問題がある？　これを難しい言葉で『汚物は消毒だ』と言うんだ」

「そうかー、夜空はちょっとだけ頭いいなー。ちょこっとだけな。よーし！　ワタシも汚物吸血鬼をバットで血みどろにしてやるぞ！　汚物は消毒なのだー！　このうんこっ！」

「あだっ！　なんでうちを殴るんじゃアホっ！」

　マリアと小こ鳩ばとが小こ競ぜり合あいを始めたのを、はいはいどーどーと鎮しずめながらも俺は久しぶりのスポーツにちょっとワクワクしていた。









　家に帰ってから俺は押入れの奥から段ボール箱を引っ張り出した。

　これには俺と小鳩が小さい頃ころ使っていたものが放ほうり込んである。中には俺が小さい時に使っていた遊び道具なんかも入っていた。

　小学生の時に使っていた金属バットとグローブ。父さんに遊んでもらっていた時の代物だ。グローブなんて小さくってとても今使えるもんじゃない。それでもいろんな思い出が詰まっていて捨てるに捨てられなかった。

　世の父親という存在は息子とのキャッチボールに憧あこがれを抱いだくものらしく、俺おれもその例に漏れず父さんとキャッチボールをした思い出がある。得意げな顔でカーブの投げ方を教える父さんの笑顔が懐かしい。

　小学生男子にとって変化球を投げられるというのはかっこいいことの象徴だ。そして今度は友達に教えたりすることが一つのステイタスだったりする。

　俺もよく練習したものだ。まぁ、残念ながら俺に教わろうという子はほとんどいなかった。訂正。そもそも友達がほとんどいなかった。

　温かくも苦々しいセンチメンタルな思い出に浸つかりつつも、さらに探し物を続ける。

　さて、あとはボールだが……。とボールだけが見当たらない。

　そういえば、昔使っていた野球ボールはどうしたんだろう？

　箱をひっくり返してみたが見つからない。

　……んー。まぁそこまで本格的じゃなくてもいいかもしれないな。やるのは女の子ばかりだし、思い出の金属バットを凶器にされたらたまらない。

　モンキホーテでプラスチックバットとゴムボールでも買っておくか……。









　日曜日、からっと晴れ上がった空に、涼しげなそよ風が吹き抜けていた。

　絶好のスポーツ日和である。

　事前に市の公園管理局に電話をかけて使用予約をとったおかげで更衣室も使える。俺が着替えてグラウンドへ行くと、そこには既に他ほかのみんなの姿もあった。

「なんだその格かつ好こう……」

　体操服にブルマ姿の小こ鳩ばととマリアはいい。俺と同じく、ジャージ姿の夜よ空ぞらも問題ない。

「幸ゆき村むら……。理り科か……」

　予想はしていたが、二人ともいつもの格好だった。執しつ事じ服ふくと白衣。運動とは無縁の姿でグラウンドに立っている。いや、本人たちがいいならいいんだけど。

　問題はもう一人。

「星せ奈な、なんで一人だけユニフォームを……」

「え!?　な、なんでって言われても……。ていうかあんたたちこそなんでそんな格好なのよ！」

　星せ奈なだけがしっかりとしたユニフォーム姿だった。それも後ろにはＳＥＮＡと縫い付けられていて、しかも背番号１。

「貴様のやる気っぷりにはかなり引くな……。どうしてそうも残念なのだ……」

「し、仕方ないでしょ！　野球するってステラに言ったらこれ用意されたんだもん！」

「その背番号もステラさんが用意したのか？」

「や、これはあたしが言ってつけてもらった」

「………………」

　俺おれと夜よ空ぞらは絶句して互いに顔を見合わせてしまう。

「そんなことよりさっさと始めるわよ！」

　言いながら星奈はいきなりピッチャーマウンドへ登った。

「ちょ、ちょっと待て。やる気十分なのはわかるが、準備運動やキャッチボールをして身体からだ温めてからだ」

「そーなの？　野球のルールってめんどくさいわね……」

　いや、ルール以前の問題だと思うんだが……。

　そう言えば、みんな野球のルールを知っているんだろうか。少し心配になってしまう。

「みんな、野球のルールは大丈夫だよな？」

　俺が聞くと星奈がけろりとした顔で答える。

「ホームラン打てば勝ちなんでしょう？」

「そんなルールはねぇよ」

「そのばっとで敵を討てばよいのでは？」

「だいたい合ってるが、たぶん幸ゆき村むらが言いたいこととは違う」

　幸村の問いに俺が答える傍かたわらで理り科かがモバイルを片手に説明を始める。

「ピッチャーが球を投げ、バッターがそれを打つ。打ったら一塁へ走ればいいんですよね」

「合ってるが理科が指さしてるのは三塁だな」

「ククク……人間の定めしルールなど我の前では無意味。我を縛ることができるものは因果律のみ。それこそがただ一つのルール……。あ、やっぱやめじゃ。因果律も覆くつがえす！」

　小こ鳩ばとがいつものアレげなことを言うと、夜空が額に手をやってため息を吐ついた。

「まったく、どいつもこいつも……」

「夜空はルール知ってるのか？」

　俺が聞くと夜空はふいっと顔を背けた。

「……当たり前だ。知っているし、……覚えている」

「ん？　まぁ、知ってるならそりゃ覚えてるだろうが……」

「別に、そう言う意味じゃ……もういい」

「夜よ空ぞら？」

　なんだろう？　何か機嫌が悪いように見えるが……。

「はーい！　ワタシ野球のルール知ってるぞ！　ババァがよく家でテレビで見てるのだ！　ひっこめへぼピッチャーとか言いながらおならしてるぞ！　こないだなんてちょっと湿った音がして、あれは実が出てたなー」

　そんなケイトのオナラ情報はまったく要いらないのだが、説明できそうなのがマリアだけなら仕方ない。

「じゃあ、マリア。簡単に説明してみてくれ」

「わかったのだ！　えーとなー、まず野球は九人でやるスポーツです！」

「え、……九人？」

　星せ奈ながぽかーんと驚いた顔で言った。やれやれ……、そんな基本的なことから知らないのか……。これは教えるのが結構大変そ、え、九人？

　俺おれ、夜空、星奈、幸ゆき村むら、理り科か、小こ鳩ばと、マリア……。あ、あれ？　えっ、えーっと……。

「ねぇ、小こ鷹だか……」

「あ、ああ。……なんかごめんなさい」

　俺はそこまで悪くないと思うのだが、星奈にメンチ切られて思わず謝ってしまった。

「小鷹。別に気にする必要はなかろう。人が集まらないことなど昔からだ」

「そ、そうだな。人が集まらないのなんて昔からずっとそうだもんな！」

　夜空の悲しいフォローに俺は悲しい笑顔で答える。

　とにかく、人数が少ないなら少ないなりにやりようがあるってもんだ。一人野球までやった俺だ。七人もいたらむしろ人が多すぎるレベル。

　要は試合形式じゃなければいいだけだ。キャッチボールやフリーバッティングをして楽しめばいい。

「よし、まずキャッチボールをしよう。それじゃ、好きな奴やつと二人組をつく……」

　そこまで言って全員の身体からだがびくっと反応した。無論俺もだ。

「ククク……、よもや我が血族が『恐るべき言葉』を口にするとはな……」

　小鳩が半泣きになりながら俺を見る。そうだ、この言葉は俺が、いや俺たちが最も忌いむべき言葉だ。言った俺ですら条件反射的に冷や汗を掻かいている。

「じゃ、じゃあ、一番近くにいる人とキャッチボールな」

　俺が言いなおすとその瞬間に星奈が小鳩の横へと這はい寄よる。

「小こ鳩ばとちゅわぁん！　あ、あたしっ！　あだじどギャヅヂボールじまじょう！」

「やっ！」

　小鳩が恐怖に引ひき攣つった顔で星せ奈な目掛けてボールを投げつける。星奈はそれを華麗にキャッチして、ふひ、と笑った。怖ぇよ。

「あ、理り科か、直射日光無理なのでベンチで休んでますね」

「そうか。スポーツドリンク飲むか？　あ、あんまりキツいようだったら帰ってもいいぞ」

「小こ鷹だか先輩優しい……。でも先輩の夜のバットを見るまでは帰るわけには」

「帰っていいぞ」

　俺おれは理科の相手をするのが面倒くさくなりスポーツドリンクを押し付けてベンチへと向かわせる。理科は「ふ、ふへへ、小鷹先輩の白く濁った液体……」とつぶやきながらそれを持って大人しく去って行った。

　他ほかの連中はと言えば、幸ゆき村むらは俺の言うことに忠実に従ったのか一番近くにいたマリアとキャッチボールを始めていた。マリアは普段餌え付づけをされているせいか、幸村の言うことには割合大人しく従う傾向がある。

　さて、俺は……。

「夜よ空ぞら」

　声を掛けて軽くボールを放ほうった。すると、夜空は不機嫌な表情ながらもなんなく捕球する。そして投げ返してきた。それをキャッチしてまた夜空へ球を投げる。さらに夜空が返してきたボールは正確に胸元に届く。少し逸それてしまった俺の返球もしっかりと捕った。

　……夜空、めちゃくちゃうまくないか？

　運動神経がいいのもあるんだろうが、何というかまずフォームが綺き麗れいだ。運動神経だけなら星奈もいいが、フォームとなると話は別だ。女子がボールを投げると手投げと言ういわゆる砲丸投げのような投げ方をしがちだが（現に星奈はそう投げてる）、夜空の投球フォームは明らかに経験者のそれだった。

「野球やったことあるのか？」

「別に……、本格的にやったことはない。手て慰なぐさみ程度に遊んだことがあるだけだ」

　答えながら、今度はややスピードの乗った球が投げ込まれる。乗っているのはスピードだけじゃなくて他にも何か乗っていそうな気がした。

　お互い無言でしばらくキャッチボールを続ける。

「もう充分じゃないのか？」

　夜空に言われて周りを見渡すとみんなキャッチボールに飽き始めたのか、マリアは小鳩にボールを投げつけたり、星奈は小鳩を追いかけまわしたりしている。

「そうだな……。よし、じゃあ他ほかのことやるか。おーい」

　みんなを呼び集めて次にやろうと思っていたことを切り出す。

「ちょっと試合形式っぽくフリーバッティングをやってみよう」

　七人では試合はできないが、気分だけでも味わってみたほうがいいだろう。

　適当に守備をつけて、代わりばんこでピッチャー、バッターをやっていけばそれっぽくなる。

「ピッチャーということであれば理り科かに任せてください」

　そう言って理科が白衣の後ろから何やら旧時代のロボットめいたものを取り出した。

「これが理科の発明した口くちボピッチャーです！」

　おお、すごい懐かしい。俺おれもあれ持ってた。ピンポン玉よりちょっと大きいくらいのボールで、へこみがついてる球だと変化球になるんだよな。ＺＥＧＡのロゴ部分がＲＩＫＡとなっているところなど、いちいち芸が細かい。……というか、そこしか違いが見つからない。

「じゃあ、俺がキャッチャーやるからみんな適当に守備についてくれ」

　懐かしさの余り、思わずキャッチャーを買って出た。

　俺がホームベースの後ろにしゃがむと、口ボピッチャーがモノアイを光らせてウィンウィンと音を立てる。そして、シュボッ！　とボールを発射した。亜音速で。

　ボールは俺の頬ほおを掠かすめてバックネットに突き刺さる。俺の頬からタラッと血が流れた。

「さすがは小こ鷹だか先輩。この程度では眉まゆも動かさないとは。その上、逃げ出さずに果敢にもキャッチャーを続けるなんて！　濡ぬれるっ！」

　違う。脚が竦すくんで動けないだけだ。何今の球。……俺、死んじゃうの？

「ろぼっと風情があにきに仇あだなすとは……。ふしょう楠くすのき幸ゆき村むら、おあいてつかまつります」

　固まっている俺の横を通って幸村が左バッターボックスに立った。

　あれ？　幸村は左利きだったのか？　と疑問に思ったのも束つかの間ま、幸村はバットを下段に構え、まるで刀を腰に差すかのようにして半身になった。

　再び、悪魔の機械のモノアイが灯ともる。ああ、俺死んだ。

「あにきは死にません。わたくしがまもりますゆえ」

　シュボッ！　と音がしたその刹せつ那な、さっきよりも強烈な速度で凶弾が俺に迫る。

「あく・そく・ざん」

　そんな、祈りにも似た声が聞こえた。

　幸村のバットが滑り出る。右足の踏込みと同時に腰が回り、肩、肘ひじ、手首と回転し全身の動きが一切の無駄なくバットにエネルギーを伝える。刃やいばかと幻視するほどに研ぎ澄まされた太刀筋は過つことなく、打球を捕えた。

　瞬まばたくまでのわずかな間かん隙げき。その瞬間の奇跡を俺おれは忘れないだろう。打球は射出口へと吸い込まれ、爆炎を上げた。もうもうとした煙の中から真っ黒けになった理り科かがけほけほと咳せき込こんで這はい出でてくる。何これドリフ？

「恐るべし楠くすのき幸ゆき村むら……。しかし、理科が倒れても小こ鷹だか先輩の貞てい操そうを狙ねらって第二第三の理科が現れるであろう……ぐふっ」

　捨て台詞ぜりふを残すと理科は白目を剥むいて倒れた。

「幸村……。すまん、助かった」

「いえ、ついかっとなってさしでがましいことを致しました」

　ぺこりと頭を下げる幸村に理科の介護を任せると、幸村はもう一度頭を下げて理科をずるずるとひきずってぺいっとグラウンド外に出した。

「あははー、ぼわーんってなって面白かったなー。理科は頭アフロでバカみたいだ」

　笑いながら今度はマリアがバッターボックスに入ってくる。ぶるんぶるんとバットを振り回して元気いっぱいだ。

　理科が脱落し、次のピッチャーがマウンドへ上がる。

「ククク……。神の使徒如ごときが我が前に立ちふさがるなど片腹痛い。我が魔球で葬り去ってくれる……。受けてみよ、『紅ぐ蓮れんの暗黒魔弾』！」

「なんだと!?　紅蓮って赤いのに暗黒の魔弾なのか!?　一体何色なのだ!?」

「う、うるさいんじゃ！　アホ！　赤っぽいけど基本黒いんじゃ！」

「ときどき赤っぽくて黒いのか!?　なんだそれ！　うんこかっ!?　うんこ球か!?　うーん、困ったなぁ。さすがにワタシもうんこ投げられたら臭くて困るぞ」

「うんこ球ちゃうわボケェっ！　時々赤いうんこは病気じゃ早はよ病院いけアホ！」

　聞くに堪えない言葉の応酬で俺もややげんなり気味だ。だが、小こ鳩ばとは却かえってやる気が増したらしく、気合、というか殺意を込めて振りかぶる。

「煉れん獄ごくの燈ともし火びに照らされ、ぬばたまの闇やみより出いでし、異形のはらからよ……。我が呼び声に応こたえ、現世にその力を現出させよ。あほーっ！」

「ギャーッ！　うんこーっ！」

　小鳩が詠唱と共にボールを投げ、マリアは目を瞑つぶってぶんぶんとバットを振り回す。



　その瞬間、カッ！　と音がして俺の目の前で火花が散った。



　俺はその威力に思わずうずくまってしまう。視界が明滅して状況が把握できない。

「おにいちゃん、ごめんなー？　目ン玉にバット当たっちゃった……」

「い、いや……大丈夫だ」

　マリアが振り回していたバットが俺おれの眼球を打っただけだった。びっくりした……うっかり小こ鳩ばとの隠された能力が目覚めたのかと思った。

　その小鳩はと言えば。

　てんてんてん……。とボールが転がっていた。

「うぅー。あんちゃん、球届かれへん……」

　小鳩は涙目でボールを見つめている。何なのこの涙目兄妹きようだい。

「じゃあ、次はいよいよあたしの番ね！」

　星せ奈なはマリアが放ほうり投げたバットを拾い上げると、素振りしながらバッターボックスに入ってくる。いや、張り切り過ぎだろお前。

　適当にバットを振っているんだろうがなかなか様になっている。普通、慣れていない人間がバットを振ると手の力だけで振ろうとするのだが、星奈は体重移動を意識した踏み込みをし、腰の回転でバットを振っていた。金属バットで真ま芯しんに捉とらえればさぞかしよく飛ぶだろう。

　……まぁ、あとなんというかその、肉がよく揺れていて、いわゆる一つの胸元が重量級のパワーヒッターという感じだった。

　マウンドにはいつの間にか夜よ空ぞらがいる。ざっざっと足元をならしてから、ボールの感触を確かめるように二、三度上に放る。

「なに夜空、あんたが投げんの？」

「他ほかにいないのでは仕方ないだろう」

　言いながら夜空は俺に向かって軽く投げ込みを始める。投球練習のようだ。星奈はその様子をじっと観察している。

　充分に肩があったまったことを確認してから夜空がくいくいと挑発するかのように指で星奈を呼んだ。

「直接引導を渡してやるから大人しく三振しろ。むしろ三回死ね」

「ふん、上等だわ。さぁ、バッチコーイ！」

「それは守備側の掛け声だけどな」

　夜空が投げた。ボールは内角高め。インハイのコースをついた速球。

「ひゃ、ひゃあっ！」

　というか、星奈の顔面を狙ねらったビーンボールだった。危ういところで星奈がそれを躱かわすとすかさず夜空が舌打ちした。

「ちっ、まだ生きてるのか」

「ちょ、ちょっと！　夜よ空ぞら！　あんた今わざとやったでしょう!?」

「違う。手元が狂っただけだ。私でもミスをすることくらい、ある」

　そう言った時の夜空はいつもの悪ふざけをする時の表情ではなく、真剣そのものだった。己の未熟な技量に恥じ入るかのように悔しげに下を向き、唇を噛かむ。

「……そ、そう。ま、まぁあたしみたいな完かん璧ぺき超人とは出来が違うからミスすることくらいあるわよね。あんたのカスさに免じて許してあげるから、次から気を付けなさいよね」

　夜空の態度からスポーツマンシップを感じ取ったのか、星せ奈なもそれ以上責めるようなことはしなかった。星奈もまたスポーツマンシップを持っているのだろう。……今の口ぶりからはまるで感じられなかったが。

「ああ。次は失敗しない。…………確実に、殺やる！」

「やっぱりわざとじゃない！　こんの馬ば鹿かギツネ！」

　夜空の必殺宣言に星奈も気迫で答える。バットを握り直して構えた。ただ、さっきの危険球が脳裏に焼き付いているのか、さっきよりも立ち位置がちょっと外側になっている。

　おおきく振りかぶって、お手本のように綺き麗れいな投球フォームで夜空が投げ込んだ。

　今度は外角低めぎりぎりいっぱい。針の穴を通すような正確さで届く。

「くっ！」

　そのボールを追尾しようと星奈がバットを振り抜く。タイミングは合っている。さっき危険球を避よけたことから考えても星奈は夜空の球速にはちゃんと対応できているはずだ。

　だが、星奈のバットは空を切った。

「ふっ……ふははははは！　まんまと引っかかりおったわこの低能ビッチが！　距離の計算もできないまぬけは『さんすうセット』のおはじきで遊んでいろ。メスゴリがウホウホ言いながら棒切れ振り回す姿は滑こつ稽けいだなぁ」

　会心の笑みで夜空が低い笑い声をあげる。

「は、はぁ!?　このバット短いんじゃないの!?　今、タイミングばっちりだったでしょ!?　あたしの美しさ並みに完璧に捉とらえたと思ったのに！」

「短いのはバットではなく貴様の寿命だ、死兆肉。インハイを突いた後、アウトローに投げるのは配球の基本だろうが。ろくに頭も使えないなら死ね。蟲むし肉にくが」

「はぁ？　何わけわかんないこと言ってんの？　アウトローって……。ちょ、ちょっと！　べ、別に今小こ鷹だかのこと関係ないでしょ！　確かに見た目はアウトローっぽく見えるけど、……その、少しは、いいとこあるし……」

「星奈、野球で言うアウトローは外角低めのことだ。無法者やならず者って意味じゃない」

　いや、気遣いは嬉うれしいんだが。その、気を遣われた方が悲しいこともある。

「あ。そ、そうなんだ……。そうならもっと早く言いなさいよ！」

　何な故ぜ俺おれが怒られたのかはちょっとよくわからない。

　しかしそれにしても夜よ空ぞらの投球の組み立ては見事だ。最初に危険球ぎりぎりの球を投げることで星せ奈なの意識に恐怖心を刷り込み、ボールから距離を取らせたところで、目線から遠く打ち損じの多い外角低めに投げ込む。これで空振りを奪う確率を格段に上げていた。

　問題はこの後だ。ネタがわかった星奈は何度か素振りをし、ストライクゾーンすべてカバーできそうな立ち位置を探る。そうして納得いく場所を見つけたのか、自信満々に夜空へバットを突き付けた。

「さぁ、これで変な小細工は通じないわよ！　正々堂々と勝負して潔く死になさい！」

「ふん。脳まで肉でできている肉脳め……」

　星奈の挑発を受けて、夜空が投げた。

　ぱかっと小気味よい音がして、打球は一塁側のベンチへ飛んでいく。ファールだ。

　球拾いをしてくれている幸ゆき村むらからボールを受け取ると、夜空が額の汗を軽く拭ぬぐった。星奈も緊張感のある眼まな差ざしでそれを見つめる。二人とも真剣だ。

　それから三球ほどファールが続いた。

　だが、何度かファールを繰り返すうちに星奈のタイミングが合ってきている。今の打球なんて三塁線ファールラインぎりぎりのところへの鋭い当たりだった。

　星奈も今の打球に手ごたえを感じているのか、にやっと笑う。

　そこそこの球速がある夜空のボールに、ほぼ野球未経験の星奈がこの短時間でアジャストしてきている。やっぱりこいつもすごい運動能力の持ち主だ。

「ひゅおーっほっほっ！　あたし最強！　あたし女神！　次はホームランの予感がするわ！　夜空、いいのぉ～？　あたし打っちゃうけどいいのぉ～？」

　……これで性格さえまともだったらクラスでも人気者になっていただろう。

　今の態度にはさすがに夜空もカチンと来たようだった。

「この、ぞぬ肉が……」

　夜空がぎりぎりとボールを握り締めて、カッと目を見開いた。

「小こ鷹だか！」

　そう俺に声を掛けたものの、続いて言葉が出てくるわけではない。ただ、チョキを下に向けて二回振った。なんだ？　じゃんけんか？

　考えているうちに夜空が投球モーションに入る。

　あのチョキはなんだったんだろう？　ピース？　Ｖサイン？　……Ｖ、サイン…か。

　そうして夜よ空ぞらが投げたのは今までよりも遅い球だった。

「もらったー！」

　嬉き々きとして星せ奈なが吠ほえる。誰だれが見たって打ちごろに見える球だ。

　だが、ミートする直前でその軌道が変わった。

「え!?」

　予想外の動きについていけず、星奈のバットは虚むなしく空振った。驚きの余り漏れた星奈の声が聞こえる。

　俺おれだって驚いた。まさか、いきなり変化球を投げるなんて！　打つ気まんまんで待ち構えていた星奈が反応できないボールを俺が捕れるはずがない。

　――けれど、俺の左手は自然と動いていた。

　いつかの記憶を辿たどるように、まるでそこへ来ることがわかっていたように。

　本来あるべき場所へ戻っていくかの如ごとく、ボールは俺の左手に吸い込まれる。それを知覚した時にはボールをしっかりとキャッチしていた。

　今のは……。

　不可思議な想おもいに捉とらわれて俺はボールを見つめていたが、ふいにこみ上げた懐かしさのせいでばっと夜空のほうを仰ぎ見た。

















　すると、夜よ空ぞらはマウンド上で少し得意げに、いつか見たような笑顔で微笑ほほえんでいた。

「小こ鷹だか、ちゃんと捕ってくれたか。……今度は失なくすなよ」

　――カーブ。それは俺おれが父さんに教わり、そして友達に教えた変化球だ。

　俺はボールを強く握り締めて、空をふり仰ぐ。

　俺にカーブの投げ方を教わった友達はほとんどいなかった。そもそも友達がほとんどいなかった。でも、全くいなかったわけじゃない。

　幼い頃ころに掴つかんでいた物が、今再びこうして手の中にある。俺はそのボールを夜空に投げ返した。夜空もそれを受け取り、そして俺たちは互いに顔を見合わせ、何とも面はゆい微笑みを交わした。

「あたしが……負けた？　う、うふ。うふふふふ」

　がくっと項うな垂だれていた星せ奈なが危ない笑い方をしていた。

「お、おい。星奈？」

「このあたしが負けたなんて認めないわ！　認められるわけないじゃない……あんたたち二人の思い出に負けたなんて」

　よっぽど悔しかったのか、星奈は軽く涙目になっている。ぐしぐしっと手の甲で目元をこすると夜空に向かって宣言する。

「バカ雌ギツネ！　最後の勝負よ！」

「はぁ？　負け肉は何を言っている？　決着なら既についているだろう？」

「あら、逃げるの？　そうよねぇ。あんたはもう手の内全部見せちゃってるし、普通に勝負したらタイミング掴んでるあたしが華麗に、かつ優美に打ち返しちゃうもんねぇ？」

　星奈の挑発は実にわかりやすかった。だが、ファールとはいえそれまで確実に打ち返してきた実績があるため、説得力が無駄にある。

「短絡肉の単細胞ぶりには驚かされるな。奥の手は最後まで見せないものだ。そして、奥の手を見せる時はさらに奥の手を用意している……」

「ふん、こっちにだって秘策があるわ」

　二人の視線が交錯し、お互い不敵に笑う。

「「じゃあちょっと準備に……」」

　そう言って二人は別々にその場を離れた。なんだろう、凄すごく嫌な予感しかしないんだが。

　10分後、戻ってきた二人の格かつ好こうは酷ひどいものだった。

　星奈はガキ大将みたいに泥だらけで、鼻の頭についた泥を指でこすると、これまた泥だらけのバットを構える。

　夜空はなぜか全身びしょ濡ぬれな上に、こっちもところどころ泥で汚れている。その汚れはボールにまで達していた。

「いくぞ、汚肉！」

「来なさいよ、泥ギツネ！」

　まるで一騎打ちの武者が名乗りをあげるようにお互い声を張り上げた。

　夜よ空ぞらが振りかぶって投球モーションに入る。すると、星せ奈なもバットを担ぎ上げるようにして迎撃態勢を整えた。二人とも本気だ。ついさっきまでのような遊び感覚の空気はない。お互いの一挙手一投足一呼吸に至るまで真剣に見つめていた。

　弓を引き絞るように夜空の上半身が捻ひねられて、溜ためられた力が一気に躍動する。その右手からボールが放たれた瞬間、二人の声が重なった。

「「死ねえぇぇぇぇぇぇぇっ!!」」

　その刹せつ那な、ごすっととても地味で鈍にぶい音がした。

　これはクリーンヒットだ！

　ボールと、バットが。

　お互いのお腹なかに。



「……ぉ、おべろおべろおべおげぇぉぇえええええ」

「おぶ…、ぅおお……ぅおげぇ、おべぇぇええ……」

　リバースにつぐリバースで、なんかウノみたいになっていた。この場合、最後に一人残されてしまった俺おれの負けな気がする。

　白目を剥むいている美少女二人をみんなで脇わきに動かしてから、俺は砂をかけたりして片づけを始める。この大参事の凶器となってしまったゴムボールとプラスチックバットを拾い上げるとやたらめったらずっしりとしている。よく見たら両方とも中に泥や石が詰められていた。

　俺は、野球は筋書きのないドラマだな、と思った。









　片づけを終えた後、マリアのお腹減った発言で俺たちは近くのファミレスへ来ていた。

　とはいえ、マリア以外はほとんど食欲がない。当たり前だ。

　目の前でゲロの滝を見て「あ～、超お腹なか減ったし♪」と言えるようならそいつはよほどの腹ペコさんだ。

　マリアのためにミラン風ドリアを頼み、その他人数分のドリンクバーを注文した。

　もともと体力がないのか理り科かは席に着くとすぅすぅと寝息を立てはじめ、幸ゆき村むらにはその面倒を見てもらっている。

「ふぅ……」

　軽く一汗流した後の冷たい飲み物は喉のどに心地よかった。

　基本、自炊をしている俺おれがこういったファミレスに来ることはあまりない。さらに友達がいない俺ではなおさらだ。

　ファミレス、お別れ会、ワリカン……はぁ、今はとにかく飲もう。

　お代わりを取りに行くとき、マリアがついてきた。

「なんだこれ!?　なんでタダなんだ!?　あ、知ってるぞ！　美人局つつもたせというやつだな！　タダだと思って手を出したら後から怖いお兄さんが来るのだ！　バカを騙だまして楽に儲もうけられるいい手段だってババアが言ってた！」

　幼女になんてこと教えてんだ、ケイトは……。

　マリアは「つつもたせ♪　つつもたせ♪　クズを騙して丸まる儲もうけ♪」と楽しそうに歌いながらジンジャエールをなみなみと注そそいでいた。

　小こ鳩ばとも対抗するようにコ力ちからを飲み干しては、「くっ……渇く……」とか言いながらすぐさまお代わりを入れる。苦しげな台詞せりふとは裏腹にとても嬉うれしそうだ。

　俺がアイスティを持ってテーブルに戻ってくると星せ奈なと夜よ空ぞらが生気のない顔でソファに倒れている。店に入ってからというもの、二人ともただの屍しかばねのようだ。

「……大丈夫か？　何か飲むか？」

　俺が尋ねたが、二人とも無言で首を振る。さっき胃に受けたダメージがまだ残っているらしい。

「おにいちゃんおにいちゃん！　ほら、これすごいだろー！」

　俺に跳びかかってくるようにしてマリアが抱きついてきた。手に持っていた飲み物が零こぼれそうになるのをそっと手で押さえてやると、マリアはそのまま俺の膝ひざの上に乗る。

「あのなー、ワタシが作った超すごいジュースだぞ！　メロンソーダとオレンジジュースを混ぜて作った『メロンジ』なのだ！」

　そう言って差し出された飲み物は妙に色がくすんでおり、暗褐色の液体からこぽぉっと泡が立っている。可愛かわいらしいネーミングとは裏腹になんともおぞましい……。

「飲んで飲んで！」

　勧められるままに飲んでみると、うえぇつぷ、メロンソーダのわざとらしいメロン味に、澱おりの溜たまったようなオレンジジュースの原液が絡み合いおえっぷ、そのうえ炭酸が喉のどを刺激していがいがどろっとした不快感が広がるうえぇっぷ。

　キラキラした瞳ひとみで「おいしい？　おいしい？」と聞いてくるマリアに何と答えてやればいいのか困っていると、小こ鳩ばとが俺おれの横にやってきた。

「くくく……、小こ癪しやくな神の使い風情が我が玉座を奪おうなどとは片腹痛い……。あんだなにしとるんじゃアホ！　あんちゃんからどかんか！」

　ぐいっとマリアを押しのけると今度は小鳩が俺の膝ひざの上に乗ってくる。

「ふっ、『鮮血の杯さかずき』を受けよ……」

　目の前に置かれているのは赤黒い、割とリアルに血の色っぽい液体だ。小鳩は黙って上目づかいで俺を見る。さっきの『メロンジ』が酷ひどい味だっただけに不安がよぎったが、「うぅ」と小さく唸うなる小鳩を前にして飲まないという選択肢はない。

　恐る恐る口をつける。

「すっぱぁ！　――あ、でもうまい。ローズヒップティとアセロラ、それとコーラか……」

　酸味が疲れた身体からだに効いている感じがする。一見、相性の悪い組み合わせに思えたが、どんな奇跡が働いたのか、この一杯に限っては美お味いしく感じた。

「ありがとな」

「……ん………」

　俺が頭を撫なでると小鳩は気持ちよさそうに目を細める。

「ふっ、くふふふふ」

　突然夜よ空ぞらが奇怪な笑い声をあげる。そして、店員さんを呼ぶベルを押した。

「ど、どうした？」

「いや、別に……。『山盛りポテトフライ』ケチャップ多めで」

　注文を取りに来た店員さんにそう告げてから、夜空は星せ奈なに向き直る。

「おい、ゲロ肉」

　なんだか美術の教科書に載ってそうな名称だな、ゲロ肉。

　呼ばれた星奈が息も絶え絶えに答える。

「……、何よゲロ夜空」

「さっきは悪かった。ついカッとなってやった。今は反省している」

　意外なことに夜空が謝った。なんだか棒読み臭いがこの際それは気にしないでおこう。

　あまりの出来事に一瞬沈黙が支配する。そこへさっき注文したポテトが来た。店員さんが去ると、星奈も我に返って口を開いた。

「よ、夜空……。ま、まぁあんたも謝ってることだし？　許してあげないこともないけど！　そ、その……あたしも、大人げなかった、かもだし。そ、その……ごめん」

「なに、気にするな。ああ、そうだ。なにか飲むだろう？　私がとってきてやろう」

　そう言って夜よ空ぞらは席を立つ。

　俺おれはこの光景に少し感動していた。俺が気づかない間に二人の関係に変化が起きている。もしかしてこれがスポーツの効果だろうか。ライバルが勝負を通じてお互いを認め合うという王道的展開、俺が憧あこがれていたものが今ここにあるのかもしれない。

「ほら……」

　戻ってきた夜空は星せ奈なの前にアイスティ？　を置く。親切なことにミルクとガムシロまでつけてある。夜空は自分の席の前にローズヒップティ？　を置いた。

「あ、ありがと……」

　照れたように頬ほおを赤らめて星奈はミルクとガムシロを入れてかき混ぜると、ストローで飲み始める。

　次の瞬間、虹が架かった。

「ぶほぅっ！　あんた、これウーロン茶じゃない！」

　きらきらと光の粒子が飛び交う中、星奈は口の端からだらだらと茶ちや褐かつ色しよくの液体を垂らしながら夜空を睨にらみ付ける。

「うん？　確かにそれはウーロン茶だが？　アイスティだと一言でも言ったか？」

「ミルクとガムシロ付いてたら普通アイスティだと思うでしょうが！　ウーロン茶にガムシロ入れるバカがどこにいるのよ！」

「ふん、浅はかな愚鈍肉め。麦茶に砂糖を入れる家だってあるだろう。ウーロン茶にガムシロを入れてもおかしくない」

「ぐぬぬ……」

　悔しそうに呻うめくと、星奈はばっと席を立ち、ドリンクバーへと向かう。そして、二分ほどして戻ってきた。

　アイスコーヒー？　にミルクとガムシロが添えてある。

「あんたのために取ってきてあげたんだから頭を下げてから感謝して飲みなさいよ！」

「バカか貴様は……。さっきの今で引っかかる阿あ呆ほうがどこにいると思っているのだ。どうせこれもコーラかなんかなんだろ」

　夜よ空ぞらはミルクとガムシロをひょいと避よけると、その黒い液体を飲む。

「ごふぉっ！　ぼふっ、ぐっ……えぇふっ！」

　黒い霧が盛大に周囲に立ち込めた。

「貴様、めんつゆの、しかも原液を……にいぃぃくうぅぅ～」

　顔面をめんつゆ塗まみれにしながら夜空が恨めしそうに低く唸うなった。まぁ、めんつゆはしょうがないな。俺おれも夏場はよく麦茶と間違える。

　それにしても……。

「めんつゆなんてどこにあったんだ？」

「ふふん、さっきキッチンの人にお願いして出してもらったのよ」

「何な故ぜそのコミュ力を友達作りに生かせないんだ……」

　星せ奈なは得意満面の顔で夜空の席に置いてあるローズヒップティ？　に手を伸ばした。

「やっぱり夜空のことなんて信用するんじゃなかったわ……。最初から夜空の分を飲んでおけば安全だったのよ」

　と、思った瞬間、星奈が吐血した。

「ごぽお！　おぶ、おぶぼえぇ！　な、なにこれ!?　ケチャップをお湯に溶いたもの!?」

「はっ！　引っかかったな！　このためにわざわざケチャップのついている山盛りポテトフライを注文したのだ！」

「なんて無駄な伏線を……」

　勝ち誇る夜空だったが、星奈の吐き出した赤っぽい液体を見て「うっ」と口元を押さえた。そして、無言で立ち上がる。

　それを星奈が阻んだ。がっしと夜空の肩を掴つかむ。

「ま、待ちなさいよっおっぷ、うえ」

「は、離せっ！　ト、トイレにぃっぶ」

「あたしが先に行くに決まっぅうえ」

　お互いの足を蹴けり合い、ときに肩を突き飛ばしあいながら二人はトイレへと向かう。

　遠ざかる夜空と星奈の姿を眺めていると、野球のユニフォームを着た小学生の集団が視界に入ってきた。

　楽しそうに、笑いさざめくその姿を。小さい頃ころの俺が窓から羨うらやましそうに見ている気がした。

　もし、あの頃の俺に会えるなら伝えたい。

　あの日、お前が想像していたものとはだいぶ違うけど、そりゃもう本当にだいぶ違うけど、ちゃんと野球ができるような人数も集められないしゲロ塗まみれだけど。

　それでも、結構楽しいぞってな。



























三サン二ニー四よん駆く

【NOVEL】志瑞祐 　　　　　
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　放課後。

　俺おれが隣人部の部室に入ると、夜よ空ぞらとマリアがテーブルを挟んで睨にらみ合あっていた。

「おおお～っ、すごいぞ！　ワタシのポテチ塩味の攻撃力は二〇〇〇もあるのだ！」

「くっ、『うまし棒』の攻撃力がたったの五だと……」

　テーブルの上にある黒いゲーム機のようなもので対戦しているようだ。

「あははー、そんなうんこ棒なんて一撃でやっつけてやるのだ！」

　マリアがゲーム機のボタンを押すと、ビビーッとうるさい電子音がした。

「わ、私の『うまし棒』がっ……！」

　悔しそうに呻うめく夜空。

　どうやら夜空が負けたらしい。

「あははー、うんこ夜空は弱いなー。うんこ弱いなー、あははははっ！」

「……ふん、くだらん」

　夜空は不機嫌そうに舌打ちすると、黒いゲーム機をポイッと床に投げ捨てた。

「あーっ、なにするのだうんこ夜空！　負けたからってずるいぞあほー！」

「所しよ詮せんは子供の玩具おもちやだな。こんなものでムキになれるお子様が羨うらやましい」

　頬ほおを膨らませて怒る幼女シスターから目を逸そらす夜空。

「夜空、大人げないぞ」

　椅い子すの上に鞄かばんを置きながら、俺はジト目で呟つぶやいた。

「あ、お兄ちゃんなのだ！」

「む……小こ鷹だか、いつのまにいたのだ。外見の割に影の薄い奴やつだな」

「……ほっとけ」

　半眼で毒づきながら、俺は夜空が床に捨てた黒いゲーム機を拾いあげる。

「見たことのないゲーム機だな……新製品かなんかか？」

「ふん、小鷹は『バーコード執しつ事じ』を知らないのか？」

「……バーコード執事？　ああ、あったなそんな玩具！」

『バーコード執事』というのは俺が子供のころに大流行していた玩具で、いろいろな商品のバーコードを読み取ってバトルするという画期的なアイテムだった。

「懐かしいなー。……でも、なんでこんなもんが部室にあるんだ？」

「うむ、あれだ――」

　俺の質問に、夜空は部室の隅に置いてある大きな段ボール箱を指さした。

「なんだあれ？」

「シスターケイトが学園の倉庫を掃除していたら出てきたらしい。面白そうだから隣人部で引き取ることにしたのだ」

「……なんで学園の倉庫に『バーコード執しつ事じ』が眠ってるんだよ」

　ぼやきながらも、段ボール箱の中を適当にあさってみると――

　たまご型のゲーム機やブタの形のバドミントンゲーム、ガシャポン、カードダス、スーパーヨーヨー、アニメのレーザーディスクや数世代前のゲーム機などなど……なんとなく前世紀っぽいガラクタがたくさん出てきた。

「なんだか歴史を感じるな……」

「どうやら年代順に入っているらしい。私とマリアで九十年代の地層まで発掘した」

　夜よ空ぞらはブタの形をした玩具おもちやを手にとると、心底不思議そうに首を傾かしげた。

「なぜブタの鼻息でバドミントンをしようと思ったのか……前世紀の人間の考えることは理解に苦しむ」

「……なんか事情があったんだろ」

　地層をさらに掘っていくと、こんどは奇妙な形をした赤いゲーム機が出てきた。

「これも見たことないゲーム機だな……」

　俺おれが首を傾げた、そのときだ。

「そ、それはまさか、伝説の『バーチャルボーヤ』……！」

「おわっ、理り科か！　お前いつのまに！」

　背後にハァハァと息を荒げる変態がいた。

　隣人部メンバーの志し熊ぐま理科だ。

「小こ鷹だか先輩、ひどいですよ。理科のアヘ顔を見て引くなんて」

「自分でアヘ顔とか言うなよ。ところで理科、この怪しげなゲーム機を知ってるのか？」

「もちろんですっ！」

　鼻息荒く答える理科。

「その美しくエクセレントなゲーム機は『バーチャルボーヤ』。なにを隠そう、あの『バーサルボーイ』のプロトタイプとなったゲーム機なんですよ！」

「『バーサルボーイ』？　……ってアレか。あの『ロマンシング佐さ賀が』の」

「はい。続編の『ファイナルファン多た治じ見み～？』の開発も予定されているアレです」

「続編予定されてるのかよ！」

　……っていうか『多治見』ってマニアックすぎだろ。

「この『バーチャルボーヤ』の素晴らしいところは、九十年代半ばにして、すでに最新の３Ｄ技術を取り入れているところなんですよ」

「へえ、それはたしかにすごいな」

　俺おれは素直に感心した。３Ｄといえば最近になってようやく普及し始めた技術だ。そんな時代からすでに３Ｄに目を付けていたメーカーの先見の明には感嘆の念を禁じえない。

「九十年代半ば、あの時代は本当に素晴らしい時代でした……」

　ぽーっと恍こう惚こつとした表情で赤いゲーム機を眺める理り科か。

　いつも変態っぽい理科だが、いまの顔は、不覚にもドキッとするほど可愛かわいらしい。

「プレイングステイツやセガタサーンを始めとして、ＤＩＯにネオヅオＣＤに３大王リアル……大小様々なメーカーがつぎつぎと次世代コンシューマ機の市場に参入して、くんずほぐれつぐちゅぐちゅぬるぬるのイッツ・ア・乱交パーリィを……ぐぇへへへ～」

　……前言撤回。

　トリップしてしまった理科は放ほうっておき、俺は箱の発掘作業を再開した。

「……しかし、見事にいらないものしか入ってないな」

「ああ、ここまでくると、何かいらないものに対する執念のようなものさえ感じるな」

　頷うなずく夜よ空ぞらは、さっきから美麗なイルカの絵の複製原画を何枚も発掘していた。

「おおー、すごいきれーな絵だなー。イルカ可愛いなー」

　目をキラキラさせて喜ぶ幼女シスター。

「マリア、欲しかったらそれ全部持ってっていいぞ……ん？」

　ふと、発掘を続けていた俺の手が止まった。

「これは……」

　俺は角の潰れたその箱を拾い上げた。

　間違いない。これは――

「あ、小こ鷹だか、もう来てたのね――って、ちょっと、なに部室を散らかしてるのよ」

「あにきは戦乱の世を表現しているのですね」

　そのとき、ちょうど星せ奈なと幸ゆき村むらが部室に入ってきた。

「あー、悪い……すぐ片付ける」

　あらためて周囲を見まわすと、部屋中に大量のガラクタが散乱していた。

　椅い子すに鞄かばんを置いた星奈が、ふと俺の手にした箱に目を向ける。

「あ、それ知ってるわよ。『ミニ四駆』っていう玩具おもちやでしょ」

「ん、あー……まあな」

　曖あい昧まいな返事を返す俺。

『ミニ四駆』というのは、電池とモーターを使って走る小型のレーシングカーの模型で、俺が子供の頃ころに空前の大ブームを巻き起こした玩具だ。

「ふん、肉は『三サン二ニー四よん駆く』も知らないのか」

　夜よ空ぞらが馬ば鹿かにしたように口を挟んだ。

「だから知ってるわよ……って、三サン二ニー四よん駆く？」

「ああ、似てるけど違う玩具おもちやだ。ミニ四駆は電池二本で、こっちは三本使うからな」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる星せ奈なに俺おれが説明する。

「ふーん……要するににパチモンってこと？」

　ミもフタもなく言う星奈。

　……まあ、ぶっちゃけそうなんだけどな。

「三二四駆か……懐かしいな」

　角の潰れたその箱を見つめながら、俺は子供の頃ころのことを思い出していた。

　――いまから、十年以上も前の話だ。

　誕生日のプレゼントに、俺は当時大流行していた『ミニ四駆』をねだった。みんなと同じ玩具を持っていれば、友達が簡単に作れるんじゃないかと、子供心に思ったのだ。

　けれどその日、父さんが買ってきてくれたのは、パチモンの『三二四駆』だった。

　箱を開けた瞬間、俺はすぐにそれが本物のミニ四駆じゃないことに気付いたが、仕事で忙しい父さんが一生懸命探してきてくれたんだと思ったら、悪くて何も言えなかった。

　翌日、俺はその『三二四駆』を持って近所のプラモ屋のレース大会に出た。そのときの俺は、アニメみたいに簡単に友達ができると信じて疑わなかったのだ。

　だが、ぶっちぎりで優勝した（電池三本だから圧倒的なパワーだった）俺を待っていたのは非情なバッシングの嵐あらしだった。

「おまえのミニ四駆、俺達のとなんか違う……」

「ズルすんじゃねーよ。なんで電池三本なんだよ」

「だから小こ鷹だかくんは友達ができないんだよ」

　その日から、俺のあだ名は『ダーティー小鷹』になった。

　しかも、俺に捕まるとマシンを壊されるとか、パーツを強ごう奪だつされるとか、そんなあらぬ噂うわさまで立つようになったのだ。

　……『三二四駆』のパーツは『ミニ四駆』のパーツと互換性ないのにな。

　ううっ……思いだしたらなんだか涙が出てきたぜ。

「ちょっと小鷹、なに泣いてるのよ。キモいわね」

　星奈が露骨に引いた顔で言った。

「す、すまん、ちょっと昔のことを思いだしてな」

「はあ？　たかが子供の玩具くらいでどうして泣くのよ？」

「だまれ肉」

　ばちこん！

　夜よ空ぞらが星せ奈なの頭をハエ叩たたきではたいた。

「いったぁ～！　ちょっと、なにすんのよ、ばか夜空！」

　涙目で抗議する星奈を無視して、

「ふん、懐かしいな、タ――小こ鷹だか」

　夜空はこほんと咳せき払ばらいした。

「……ん、そうだな」

　俺おれは目を逸そらして頷うなずく。夜空の言うその「懐かしいな」が、三サン二ニー四よん駆くそのものに対する「懐かしいな」でないことはあきらかで、すこし照れ臭かったのだ。

　そう、あの頃ころの俺には、たった一人だけ遊んでくれた親友がいた。

　それが夜空――ソラ、だった。

　あの頃の俺達は、毎日暗くなるまで三二四駆で遊んでいた。

　排水溝のコースを走らせるとか、泥水の中をくぐらせるとか、いま思えばひどい遊び方だったけど、それがむちゃくちゃ楽しかった。

　束つかの間ま、そんな思い出にひたっていると、

「ほほう、そのマシンは往年の名機『タライダガー×バツ』ですね」

　理り科かが興味深そうに『三二四駆』の箱を覗のぞきこんできた。

「ん？　理科も三二四駆やってたのか？」

「いえ、理科はアニメ鑑賞派でした」

「ああ、あのアニメは俺も観みてたぞ！　面白かったよな、『暴ぼう走そう兄きよう弟だい・殺サツ＆アンド王オウ！』」

『暴走兄弟・殺＆王！』は、元暴走族のヤンキー兄弟、殺と王が突然三二四駆に目覚め、仲間やライバルとレースを繰り広げる熱いアニメだ。スピード感あふれるレースの演出に加え、友情をテーマとしたドラマはアニメファンの間でもいまだに評価が高い。

「さすが小鷹先輩、わかっていらっしゃる！」

　同じアニメを観ていたことが嬉うれしいのか、理科のテンションが妙に上がった。

「理科がとくに好きなシーンは、オータムレースの予選で犬いぬ神がみ博はか士せの作った破壊マシン、レイ・スコーピオンが主人公のマグナムセイパーを襲うシーンですね」

「ああ、あのシーンはたしかに熱かったよな！」

「はい！　レイ・スコーピオンが尖せん端たんから熱くたぎった針を突き出して――」



「ゲヘヘ、お前のボディにぶっといＺＭＣ合金製の針をぶちこんでやるぜ！」

「ほおおおおっ、ボクのハイパワーダッシュモーターズンズン突かれてっ、こ、壊れひゃうっ、ボクの充電池ショートしひゃうよおおおおおっ！」

「ああ、ショートしちまえっ、大口径アヘ顔ダブルローラーでイッちまえっ！」

「ら、らめぇっ、グ、グリス漏れちゃうっ、あっ、あっ、もうらめえええええっ！」

「ククッ、お前のハイパワーダッシュモーターはもう十分熱くなってるぜ」

「そ、そんなことっ、おっ、おほおおおおっ！　い、いっひゃうっ！　熱い針ズンズン奥に当たって、ま、ま、ま、マグナムトルネェェェドッ！」



「そんなシーンはねえよ！」

　俺おれは全力でツッコんだ。……さっきの共感を返せ。

「ええ～、でもスコーピオン×マグナムのカプは絶対に外せない基本じゃないですか。あ、でもでも、個人的にはブロッケソＧ×ネオタライダガーが最高ですねー」

「しかもキャラクターじゃなくてマシンのほうなのかよ……」

　……だめだこいつ。子供の頃ころから末期だったんだな。

　ハァハァと恍こう惚こつの表情を浮かべる理り科かから、俺はそっと距離をとる。

「こ、小こ鷹だかっ」

「うん？」

「わ、私達も、よく『殺＆王』の真ま似ねをして遊んだな」

　夜よ空ぞらが私達の部分を妙に強調して話しかけてきた。

「ああ、アニメみたいに壁を走らせようとしてみたりな。でも、あれって絶対無理だよな。たしかダウンフォースがどうのこうのって理屈だったような……」

「ダウンフォースで車体を壁に押しつけて走る――ではなかったか？」

「そうそう、それだ！　いま思えば無む茶ちや苦く茶ちやな理屈だよなあ……」

　俺と夜空が話していると、

「なになに、なんの話してるの？」

　星せ奈なが話に入ってきた。

　夜空はチッと露骨に舌打ちして、

「うるさい肉。お前が喋しやべると周囲にダウンフォースが発生する」

「な、なによそれ！　ダウンフォースってなによ！」

　夜空はハァ～っと疲れたようにため息をつき、肩をトントン叩たたく。

「あー、辛つらい辛い、ダウンフォースが辛い。肉と喋っていると肩が凝るな」

「だから、ダウンフォースってなんなのよ！」

「くっ、すごいダウンフォースを感じる！　これがダウンフォースの暗黒面か……」

「うう～っ、なんで教えてくれないのよ～っ！」

　キーッと地団駄を踏む星せ奈な。

　ちなみに『ダウンフォース』というのは、車体を地面に押さえつけようとする下向きの空気の力のことだ。詳しい原理は俺おれも知らないから説明のしようがない。たぶん夜よ空ぞらも知らないんだろうけどな。

「星奈先輩、ダウンフォースというのは空力によってタイヤの摩擦係数を上げて――」

「あたしは夜空と話してるのっ！」

「……はあ。すみません」

　星奈に一喝された理り科かはおとなしく引き下がる。

「スポンジタイヤを二重に巻いて口径を大きくしたよな」

「ああ、それにタイヤに溝を彫ったりもしたな」

「あったあった！　お前よく覚えてるなー」

　懐かしい三サン二ニー四よん駆くの話で盛り上がる俺と夜空。

「ねえねえ、これすごくない？　ほら、このバーコードの攻撃力！」

　星奈が夜空の近くで『バーコード執しつ事じ』をビビビーッと鳴らす。

「小こ鷹だかがモーターを改造したときは、あやうく火事になるところだったな」

「おいおい、そんなことまで覚えてるのかよ！」

「ほらほら、『バーチャルボーヤ』よ、すごい３Ｄ体験よ！　画面もすごい赤い！」

「あははー、星奈が変なことしてるのだ。ワタシも見たいぞ」

「あんたはどーでもいいのよっ！　ほら、見なさいよ夜空……あたしを見て！」

　マリアをしっしっと追い払い、夜空に存在をアピールする星奈。

「それから、小鷹がドブに落ちた私の三二四駆を拾ってくれてだな――」

「ぐぬぬ……こうなったら！」

　業を煮やした星奈は自分の顔を両手で掴つかむと、

「ほらほら、学園一の美少女の変顔よ！　びろびろ～ん！」

　ほっぺたをびろんとのばした。

「せ、星奈!?」「星奈先輩……」「星奈のあねご……」

「肉、それは残念を通り越してもはや無念だぞ……」

　夜空がかわいそうな生き物を見る目で呟つぶやいた。

「あ、あんたがやらせたんでしょ！」

「いや、夜よ空ぞらはなにもしてないだろ」

「うう～っ、小こ鷹だかまで夜空の味方するのね！」

　涙目で俺おれをキッと睨にらむ星せ奈な。

　夜空はやれやれとため息をついた。

「肉、言いたいことがあるなら、はっきり言ってみるがいい」

「……え？　う、うん……だから、その、えっと……」

「なんだ？　早く言うがいい」

「あ、あたしも話に交ぜなさいよねっ！」

　顔を真っ赤にして叫ぶ星奈。

「ふん……」

　夜空はにやっと邪悪な笑みを浮かべると――

「や！」

　ブチンッ。

「あ・ん・た・がっ、小こ鳩ばとちゃんの真ま似ねすんな～っ！」

　マジギレして夜空に掴つかみかかる星奈。

　俺はため息をつきながら、ガラクタの入った段ボール箱の中に目を落とした。

「まだいっぱいあるみたいだし、みんなで作ってみるか？」









　……そんなわけで、隣人部のメンバーで三サン二ニー四よん駆くを作ってみることにした。

　三二四駆はミニ四駆と同じ、部品をパチパチはめていくだけの親切設計なので、初心者でも簡単に作ることができるのだ。

　パチン、パチン――

　静かな部室に、ニッパーでパーツを切り離す音が響いている。

　パチン、パチン、パチン、パチン、パチン、パチン――

「って、お前らいい加減にしろ！」

　俺は左右の夜空と星奈に向かって怒鳴った。

　俺の顔の前を、プラスチックの切れ端が絶え間なく飛び交っていたのだ。

「ふん、肉が飛ばしてくるのが悪い」

「あんたが先に飛ばしてきたんでしょ！」

「一番被害を受けるのはあいだに座ってる俺だからな？」

　俺おれはやれやれとため息をつく。

「ギアボックスをカチッと『穴』に『ハメる』ときの感覚がたまらないですよねー」

「理り科か、頼むから俺に同意を求めないでくれ……」

「なーなー、お兄ちゃん。ここはどうするのだ？」

「ああ、そこはちょっと力がいるからな。ほら、貸してみな」

「あにき、わたくしのも見てください」

「幸ゆき村むら……ボディに兜かぶととかのせると重くなって走らないからな」

　自分のマシンを組み立てるかたわら、俺は初心者のマリアと幸村を手伝った。

　なんだかんだで、こうしてみんなで三サン二ニー四よん駆くを一緒に作るのは、思いのほか楽しい。

　……実は、仲間とプラモデルとか作るのって、ちょっと憧あこがれだったんだよな。

「へえ、意外と簡単に作れるのね」

　手先の器用な星せ奈なはもう半分くらい組み立てていた。

「素組みするだけなら三十分くらいだな。でも三二四駆の醍だい醐ご味みは改造だからな」

「改造って？」

「まあ、ボディの肉抜きは基本中の基本だな」

「肉抜き？」

「肉という名前の人間を仲間外れにするという専門用語だ」と夜空。

「なっ！　あ、あんたね……！」

　星奈は夜よ空ぞらをキッと睨にらみ――

　そこでハッと気付いたように目を見開いた。

「あ、でも仲間外れってことは、そもそも仲間って認めてくれてたってことよね？」

「この哀あわれ肉は、どうしてそんなポジティブな発想ができるのだ……」

　夜空が呆あきれたように呟つぶやく。

　ちなみに『肉抜き』というのは、ボディに穴をあけて車重を軽くする改造のことだ。

　そういえば、子供の頃ころは気付かなかったけど、

　……『肉抜き』って言葉、なんか響きが妙にエロいよな。

　ふと星奈のほうに目をやって、俺はなんとなくそんなことを思った。

「小こ鷹だか先輩、いま星奈先輩のムチムチボディでエロいことを考えましたね？」

　じーっと理科がジト目で睨んでくる。

「ひ、人の心を勝手に読むなっ――じゃなくて、俺はそんなこと考えてないぞ！」

「小鷹、貴様……」

　夜空がぐぬぬ……と人を殺せそうな目で俺を睨んでいた。









「ふふん、あたしってば超すごいわ！」

　そんなこんなで、最初に三サン二ニー四よん駆くを完成させたのは星せ奈なだった。

　さすがに手先が器用なだけあって、仕上げもキレイなものだ。

「たまにはこういうのもいいわね。自分で作る楽しみっていうの？」

　組み立てたマシンを嬉うれしそうにながめる星奈。

「自分で組み立てると愛着がわくんだよな」

　はしゃぐ星奈を見ると、なんだか俺おれまで嬉しくなってしまった。

　……こういう笑顔はマジで可愛かわいいんだよなあ、こいつ。

　星奈に続いて、夜よ空ぞら、理り科か、マリア、幸ゆき村むらもマシンを完成させる。

　俺も最後に子供の頃ころの愛機『タライダガー×バツ』を組み上げた。

「せっかく作ったんだし、隣人部でレースでもしてみるか？」

「面白そうね。ま、どうせあたしが優勝でしょうけど？」

　俺の提案に意外にも星奈が乗ってきた。

「ふん、肉め。調子に乗るな」

「なによ、あたしの『ソニック』ちゃんに勝てると思ってるの？」

　バチバチと見えない火花を散らす夜空と星奈。

「レースをするなら、なにか賞品があるといいですねー」

　理科がめずらしくまともなことを言った。

「そうだな、なにがいいかな……」

「では理科の秘蔵の『ハイパワーダッシュモーター×高速ギア』本を――」

「却下だ」

「……残念です。では、そうですねー」

　理科は顎あごに手をあてて考えこむと――

「小こ鷹だか先輩を一日だけ自由に連れ回す権利、なんてどうでしょうか？」

「なっ……！」「なん……だと……！」

　星奈と夜空が同時に呻うめいた。

「そ、それは、小鷹と、デ、デート……ということか？」

「小鷹と、デ、デート……」

　ごにょごにょと小声で呟つぶやく夜空と星奈。

「いや、俺おれを連れ回すって……そんな賞品じゃ誰だれも喜ばないだろ」

　俺が呆あきれ顔がおで言うと、

「ふ、ふん、な、なかなか面白いんじゃない？」

「え？」

「わ、私もべつにかまわないが？」

「マジで？」

　二人の意外な返事に驚く俺。

「ワタシもそれがいいぞ！　お兄ちゃんに遊んでもらうのだ、あははー」

「あにきとでえと……恐悦至極」

　マリアと幸ゆき村むらもそれでいいようだ。

「まあ、みんながいいって言うならいいけどな」

　釈然としないものを感じながらも、俺は頷うなずいた。

　俺が勝った場合はどうするんだろうという素朴な疑問がわいたが……まあいいか。

「ふん。肉よ、本当にいいのか？」

　夜よ空ぞらが挑発するように言った。

「なにがよ？」

「私は子供の頃ころ、小鷹と一緒に、毎日のように三サン二ニー四よん駆くで遊んでいたのだ。にわかの貴様などには万に一つも勝ち目はないぞ」

「初心者とか関係ないわよ。たかが子供の玩具じゃない」

「……っ！」

　瞬間、夜空が手にした三二四駆のスイッチを入れた。

　ギュイイイイイイインッ！

「ギャギャギャッ！」

　頭にハコフグを乗せた人みたいな奇声を発する星せ奈な。

　夜空が回転するタイヤを星奈の髪に押しつけたのだ。

「な、なにするのよバカ夜空っ、髪抜けちゃったじゃない！」

　涙目で抗議する星奈。

「ふん、悪かったな。手が滑ってしまった」

「……っ、ぜんぜん悪いって思ってないでしょ！　ちゃんと謝りなさいよ！」

「ごめんネ♪」

　片目をつむって謝る夜空。……なんか数年前に書店でよく見かけたポーズだった。

「……～っ！」

　ますます頭にきたらしい星せ奈なは――

「も、もう絶対に許さないんだから！　待ってなさい、明日までにあんたが見たことのない本物の三サン二ニー四よん駆くをみせてやるわ！　えっと、あとバーカバーカ、夜よ空ぞらのバーカ！」

　そんな捨て台詞ぜりふを残して部室を出ていった。

　本物の三二四駆って……三二四駆はそもそもパチモンなんだけどな。

「夜空、いまのはさすがにやりすぎじゃないか？」

「ふん……」

　夜空は気まずそうにふいっと目を逸そらすと、

「だって、思い出をばかにされたから……」

「うん？」

「な、なんでもないっ！」

　夜空は赤くなってそっぽを向いた。









　そんなわけで、翌日の放課後。俺おれ達はそれぞれのマシンを持って部室に集まった。

　部室にはすでに夜空と理り科かと幸ゆき村むらが来ていた。

　昨日は学校の補習で来られなかった小こ鳩ばとも、今日は一緒だ。

　小鳩はキョロキョロと部室を見回すと、

「ククク……今こ宵よいは忌いまわしき神の手先はいないようだな。この闇やみの王たるレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギとの戦いに恐れをなして逃げよったか……」

「今宵って、まだ昼間だけどな」

　俺は小鳩が少し寂しそうな表情をしたのに気付いて苦笑する。

　そのとき、部室の扉がガラッと開いた。

「みんな待たせたわね！」

　勢いよく入ってきた星奈に――

「待ってない」「待っていませんよ」「まあ、べつに待ってはいなかったな」

　夜空、理科、俺の三人は即答した。

「ではわたくしも待っておりません」と、ワンテンポ遅れて幸村。

　ちなみに、小鳩は星奈が入ってきた瞬間、素早く俺の背後に隠れていた。

「ううっ……」

　涙目になる星奈。

　だが、すぐに隠れた小こ鳩ばとの姿を発見すると、

「きゃあああああっ、小鳩ちゅわぁぁぁぁぁぁんっ！」

　途端に目を輝かせて駆けより、超ハイテンションになって叫ぶ。

「ああもうっ、今日もきゃわいいいいいっ！　どうして小鳩ちゃんは天使なの？　マジ天使なの？　小鳩ちゃんぶひいいいいいいい！」

「ううぅ～……あんちゃぁん……」

　泣きそうな顔で俺おれに助けを求める小鳩。

「ふん、ずいぶん余裕だな、肉」

　夜よ空ぞらが呆あきれたように声をかけた。

「ふっ、当然よ！」

　星せ奈なはようやく小鳩から離れると、ふぁさっと艶つややかな金髪をかきあげる。

「昨日、帰ってから『暴ぼう走そう兄きよう弟だい・殺サツ＆アンド王オウ！』のＤＶＤ全四十八話を観みて勉強したんだから。もうにわかとは呼ばせない……あたし、わかったのよ」

「……？　なにがわかったんだ？」と俺。

　星奈はぐっと拳こぶしを握り締めると、

「三サン二ニー四よん駆くは、ただの玩具おもちやじゃない――走る友達なんだっていうことよ！」

「うわぁ……」

　……どっぷりだった。

「そして、これが生まれ変わったあたしのマシンよ！」

「おおっ！」

　星奈が鞄かばんから出してみせたのは、昨日部室で作った『ソニックセイパー』だ。

　しかし、その外見は昨日とかなり変わっていた。

　ボディ全体にゴテゴテの改造パーツが付いているのだ。

「ふふん、すごいでしょ。スポンジタイヤに大口径ベアリングローラー、スタビライザーにショック吸収ダンパー。あと、これが『爆龍』っていう十万回転のモーターよ」

　頼んでもいないのにペラペラとパーツの説明をする星奈。

　……こ、こいつ、金にものをいわせて最高のチューンナップをしてきやがった。

「ちっ、肉のくせに小こ賢ざかしいまねを……」

　忌いま々いましそうに舌打ちする夜空。

　そんな夜空のマシンは、昨日部室で作っていたものではない。

　なぜか、旧世代型の『テンペラー』というマシンだった。

「夜空、なんでそんな古いマシン持ってきたんだ？」

　俺おれが不思議に思って訊きくと、

「……っ、お、覚えていないのか!?」

「ん？」

「くっ……まあいい、貴様は親友の顔も忘れてたくらいだからな」

　なぜか夜よ空ぞらは不機嫌にそっぽを向いてしまった。

　……俺、なんか悪いことしたか？

　夜空のマシンを見た星せ奈なが小こ馬ば鹿かにしたように笑った。

「ふふん、そんなしょぼいマシンで、このあたしに勝てると思ってるの？」

「だまれ肉」

　ギュイイイイイイインッ！

「ギャギャギャ――――ッ！」

　タイヤに髪を巻きこまれ、奇声を上げる星奈。

　……いまのはなんだか八つ当たりっぽかった。

　と、そこへ――

「お兄ちゃん、おまたせなのだ！　うんこしてたら遅くなってしまったのだ！」

　マリアが入ってきてぴょんと俺に抱きついた。

「うん、そういう報告はしなくていいからな」

　元気に笑うマリアの頭をなでる俺。

「う～、出たな忌いまわしき神の手先め！　我が眷けん属ぞくから離れよ！」

「あーっ、オマエはうんこ吸血鬼！　今日こそ聖なる力でぶっ殺してやるのだ！」

　さっそく、とっくみあいの喧けん嘩かをはじめる小こ鳩ばととマリア。

　俺はやれやれといつものように二人を引き離した。

「ところでマリア、マシンは持ってきたのか？」

「うんっ、ちゃんと持ってきたぞ、ほら！」

　マリアが鞄かばんから取り出したのは、昨日一緒に作った三サン二ニー四よん駆くではなかった。

「マリア、どうしたんだそれ？」

「うんこ夜空が教えてくれたのだ。すごいメカで動くんだぞ」

「……メカ？」

　そのマシンは、透明なボディからメカニカルな部品が透けて見えていた。

　玩具おもちやっぽい他ほかの三二四駆に比べると、いかにも本格的なメカという感じの外見だ。

「う～……あんちゃん、あれずるいばい」

　マリアのメカっぽいマシンを見て、悔しそうに俺の袖そでを引っぱる小鳩。

「あー、あれなー……」

　マリアが三サン二ニー四よん駆くを地面に置いた。

「あははー、さあ、走るのだー！」

「……」

　……動かなかった。

「うんー？　なんで動かないのだー？」

　不思議そうに首をかしげるマリア。

「マリア、えっとな……」

　俺おれはマリアの肩に優しく手をのせた。

「それは動かないやつなんだ」

「うんー？　………………なんだとーっ！」

　マリアが持ってきたのは、メーカーがブームに乗って作った『リアル三二四駆』シリーズの『スピン蝮マムシ』。

　走らせて遊ぶのではなく、飾って楽しむ鑑賞用の三二四駆だったのだ。

　まあ、マリアが騙だまされるのも無理はない。当時は本当にメカで動くと思って買ってた子供もいたくらいだしな。……俺とか。

「むー、ワタシを騙したのだな、うんこ夜よ空ぞら！」

「ふん、これが知略というものだ。レースはすでに始まっていると思うがいい」

「ふんぐぐ～っ！」

「ちょっと理り科かに貸してみてください。ちゃんと走るように改造してあげますよ」

　悔しそうに地団駄を踏むマリアに、理科が声をかけた。

「むー、本当か？」

「はい、理科にまかせてください」

　理科はマリアからマシンを受け取ると、鼻歌を歌いながら部屋を出ていった。

「ククク……血塗られし我が魔マ神シンの力を解放するまでもなかったか」

　小こ鳩ばとが勝ち誇ったように含み笑いをする。

　小鳩の持ってきたマシンは『レイ・スコーピオン』。

　中二っぽいデザインが特徴の悪役マシンだ。アニメ版ではボディの尖せん端たんから針が飛び出して、他ほかのライバルマシンを破壊する設定だった。

「ぐぬぬー、それがお前のマシンか、うんこ吸血鬼！」

「ククク……マシンではない……これは魔マ神シンであるゆえに……」

　マリアに向かって言い返す小鳩。どうやら発音が違うらしい。

「……？　なにをゆってるのだ？　それはマシンじゃないのか？」

「う～っ、マ、マシンじゃなくて魔マ神シンなんじゃ！　マシンじゃないんじゃ！」

「うんー？　意味がわからないぞ。マシンはマシンじゃないのか？」

「マシンじゃなくて魔マ神シンって書いてマシンって読むんじゃあほー！」

「魔人アシュタロスなのか？」

「ち、近いけどちゃうわどあほー！」

　小こ鳩ばとはマリアに向かって怒鳴ると、三サン二ニー四よん駆くのスイッチを入れた。

「もう怒ったばい！　いまここで、血に飢えし魔マ神シンの力を見せちゃるわ！」

　ギュイイイイイイインッ！

　小鳩の手を離れたマシンは、ものすごいスピードで走っていき――

　ジャキンッ！

　壁にあたった衝撃で、ボディの尖せん端たんから針が飛び出した。

「なっ……小鳩、なんだあれ!?」

　もちろん、市販されている三二四駆には針などついていない。

「ククク……原作の設定を忠実に再現してみたのだ」

　得意げに小さな胸を張る小鳩。

「飽きっぽいくせにそういうとこだけは凝るんだよな……って、うおおおおいっ！」

　レイ・スコーピオンは壁にあたって反転すると、こっちへ向かってきた。

「おわっ！」

　ジャンプして避よける俺おれ。

　マシンは止まらない。再び壁にぶつかって反転すると、針を出しっぱなしにしたまま、部室の中をネズミ花火みたいに暴走する。

「うぎゃーっ、こっち来たのだ！」

「ふわああっ、あ、あんちゃん！」

「小こ鷹だか、なんとかしろ！」

「ちょっと夜よ空ぞら！　なにあたしを盾にしようとしてるのよ！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図。

「なんとかって……小鳩、あれ、どうやって止めるんだ！」

「ふぇぇぇん、止めかたなんて知らんばい！」

「お、おう……」

　俺の頬ほおを一筋の汗が伝う。

　……結局、マシンが壁に激突して壊れるまで、俺達は部室の中を逃げ回った。









「ククク……我の膨大な魔力がすこし暴走してしまったようだな」

「小こ鳩ばと」

　ぽかっ。

「ううっ……あんちゃん、ごめんなさい～」

　俺おれが頭を軽くはたくと小鳩は涙目になって謝った。

「あはは！　うんこ吸血鬼がおこられとる、あははー！」

「まあ、小鳩も反省しているようだから許してやってくれ」

「小鳩ちゃん大丈夫よ。あたし小鳩ちゃんに刺されるなら本望だから！」

「うぅ……」

　気持ちの悪い慰めかたをする星せ奈なに、小鳩はドン引きしていた。

　ともあれ、小鳩のマシンは大破してしまったのでレースには不参加。

　理り科かと幸ゆき村むらも、

「理科は運動が苦手ですからパスしますね」

「でえとのためとはいえ、わたくしはあにきに刃やいばを向けることはできません」

　それぞれ不参加を表明したので、参加するのは俺と夜よ空ぞらと星奈とマリアの四人だ。

　マリアのメカっぽいマシンは、理科が改造してちゃんと走るようになっていた。

「ちょうど実験中のＡＩチップがあったので搭載してみました。理科の思考をＡＩとして組み込んであるんですよ」

「それはなんかやだな……」

　……腐ってそうで。

「ところで、コースはどこよ？」

　星奈が訊きいた。

「コースなんてありませんよ、星奈先輩」

「……はい？」

「三サン二ニー四よん駆くはオフロードでのレースが基本だぞ」と俺。

「ええっ、じゃあ、この高いローラーとかぜんぶ無駄ってことじゃない！」

「そこに気付くとはやるな、肉」

「ううっ、あたしの徹夜の努力はなんだったのよ……」

　……たしかに、オフロードならローラーなんて重くなるだけだからなあ。

　結局、コースは校舎裏の庭を一周して部室に戻ってくることになった。

　普通に走れば一分もかからないくらいの短いコースだ。

　校庭ではなく校舎裏というのが、いかにも隣人部らしい。

「校庭には部活で汗を流すリア充どもが生息しているからな」

　忌いま々いましげに呟つぶやく夜よ空ぞら。

　そういえば、隣人部でまともに運動っぽい活動をするのは、初めてかもしれないな。

　礼拝堂の入り口に並んだ俺おれ達は、それぞれ柄の方を下にした傘を手にしていた。

　三サン二ニー四よん駆くは直進しかできないので、これで方向をコントロールしてやるのだ。

「ふふん、あたしスポーツは得意なのよ――あ、スポーツ『も』ね。正確には」

「なんというウザ肉……」

「ククク……我が眷けん属ぞくよ、闇やみの彼方かなたに葬られし我が魔マ神シンの仇かたきをとるのだ」

「あにき、わたくしは草葉の陰から応援しておりますゆえ」

「はいはい。みなさん、早く位置についてください」

　理り科かが競技用ピストルをパンパンッと撃ち鳴らす。

　俺達は白いラインに横一列に並び、三二四駆のスイッチを同時に入れた。

　ギュイイイイイイインッ！

「こ、小こ鷹だか……」

「ん？」

「あの頃ころを思い出すな……」

「ああ、そうだな」

　呟く夜空に俺は頷うなずいた。

　あの頃の俺達も、こうやって横に並んで三二四駆を走らせていた。

　日が沈んで暗くなるまで、ずっと一緒に遊んでいた。

　まさか十年後に、こうして同じことをするなんて思いもしなかったけどな。

「レディ……ゴー！」

　理科がピストルを撃ち鳴らした。

　ズギュ―――――――――――ン！

　マリアのマシンが土煙を上げて彼方へ走り去っていった。

「わ、こらーっ、まつのだー！」

　パタパタと必死に追いかけるマリア。

「理科、いったいどんな改造したんだよ……」

「おかしいですね。パワーの調整はしたんですが」

　マリアに一瞬遅れて、夜よ空ぞらと星せ奈なも同時にスタートする。

　先に動いたのは夜空だった。

「喰くらえ、ハンマーＧクラッシュ！」

　ズガシュッ！

　星奈のマシンに容よう赦しやなく傘を振り下ろす夜空。

「なっ！」

　星奈の『ソニックセイパー』がパーツをまき散らして派手に吹っ飛ぶ。

　しかし直撃はまぬがれたらしく、よろめきながらもすぐにまた走りはじめる。

「ちっ、し損じたか……」

「あ、あんたっ、いきなりなにすんのよ！」

「許せ。手が滑っただけだ」

「嘘うそよ！　なんとかクラッシュって叫んでたじゃない！」

「おっと、また手が滑った！」

　ガスッ、ゴスッ！

　再び夜空の傘が星奈のマシンを襲う。

「ぎゃーっ！　あたしの『ソニック』ちゃんが！　こ、このっ！」

　あわてて傘でマシンをガードする星奈。

「ふん、こんどはこっちの防御がおろそかだぞ」

　ガスッ、ガスッ、ゴスッ！

　夜空はこんどはマシンではなく星奈を攻撃しはじめた。

「ちょっ、痛いっ、あ、あんたっ、こんなのルール違反よ！」

「甘いな肉、肉弾戦こそ三サン二ニー四よん駆くレースの真しん髄ずいだ」

　涙目の星奈を容赦なく傘でバシバシ叩たたく夜空。

「……っ、もう怒ったわ、ばか夜空！　このっ、このっ！」

「くっ、肉の分際で反撃するとは生意気な……！」

「死ねええええええっ！」

　バスンバスンバスンッ！　

　……もはや三二四駆とか関係ない、ただのリアルファイトになっていた。

「あ、あいつら、アホすぎる……」

　不毛な争いを繰り広げる二人を放ほうっておき、俺おれは一人先を走る。

「俺達はマイペースでいこうぜ、相棒」

　励ますように『タライダガー×バツ』のボディをコツンと傘で叩たたいた。

「……」

　いまのはちょっと恥ずかしかったな……うん。

　そのまま校舎裏まで走ると、ようやくマリアの背中が見えてきた。

　だが、少し様子がおかしい。園芸部の花壇の前でおろおろしているのだ。

　先を走っていた三サン二ニー四よん駆くを見失ってしまったのだろうか？

　俺おれはいったん傘でマシンを止めると、

「マリア、どうしたんだ？」

「あ、お兄ちゃん、大変なのだ！　うんこなのだ！」

　幼女シスターは切羽詰まった顔で言ってきた。

「……あー、それは大変だな。っていうか、すませてきたんじゃなかったか？」

「ワタシではない！　あれがうんこなのだ！」

「あれ？」

　マリアの指差したほうに目を向けると――花壇の隅に小高い盛り土があった。

「ワタシの三二四駆があそこに突っこんだ……」

「うっ……」

　それは盛り土ではなく、園芸部の管理している堆たい肥ひの山だった。

　クロニカ学園では、飼育している動物の糞ふんを集めて有機農法を実践しているのだ。

　……ぷーんと鼻をつくような糞の臭においが、ここまで漂ってくる。

「マリア、あれはさすがにあきらめろ」

「むー……」

　マリアが頬ほおをふくらませた、そのときだ。

　堆肥の山の中から、低く唸うなるようなモーター音が聞こえてきた。

「どうしたのだ、お兄ちゃん？」

「いや、なんか、いやな予感が……するんだが……」

　額に冷たい汗が浮かぶ。

　なぜか、堆肥の山が小刻みに震えていた。

　そして――

　ギュイイイイイイインッ！

　堆肥の中から黒い塊が飛び出してきた。

「ギャ―――――ッ!?　うんこ―――――っ！」

「うおおっ、あ、あぶねえっ！」

　黒い塊の正体は、うんこを盛大に跳ね散らしながら爆走する三サン二ニー四よん駆くだった。

　あわてて左右に避よけるマリアと俺おれだが――

「なん……だと……!?」

　三二四駆は途中でくるっとターンすると、ふたたび俺達のほうへ向かってきた。

「うおー、なんでだー？　なんでうんこが追いかけてくるのだー？」

「それは俺が聞きたいっ……うおっ！」

　あ、危ねえ……制服のズボンにうんこが跳ねそうになったぜ！

「うぎゃーっ！　うんこくるなー！　お兄ちゃんのほういけー！」

　うんこを跳ね散らしながら幼女シスターを追い回す三二四駆。

　その動きは……まるで特殊な性癖の変態だった。

「な、なんなんだよ、いったい……あ！」

　そのとき、俺はふと思いだした。

「そういえば、理り科かのＡＩを組み込んだとか言ってたな……」

　……ひょっとすると、うんこの山に突っこんだのが原因で、なにか変なスイッチが入ってしまったのかもしれない。

　グェーヘッヘッ！　グェーッヘッヘッヘッ！

　……なんとなく、モーター音まで変態っぽく聞こえてくる。

　そこへ、夜よ空ぞらと星せ奈なが追いついてきた。

「この腐れビッチ肉がっ、墜おちろーっ！」

「あんたこそ死になさいっ、この馬ば鹿かギツネ！」

　傘で地面の砂利を飛ばしあう二人の美少女。

　……なんとも残念な光景だった。

「夜空、星奈、こっちに来るな！　逃げろ！」

　不毛な争いを続けている二人に向かって、俺は大声で叫んだ。

「この屑くず肉にくがっ、いい加減に……まて、小こ鷹だかがなにか叫んでいる」

「その手は食わないわよ……って、ほんとだ。なにかしら？」

　砂利を飛ばしあうのをやめて立ち止まる夜空と星奈。

　そして――

「な、なんだあれは!?」

　ようやく、うんこをまき散らしながら暴走する三二四駆の存在に気付いたようだ。

　その横には、うんこまみれになって倒れる哀あわれなマリアの姿があった。

　グヒョヒョヒョヒョヒョ～！　（※モーター音）

「ひっ、変態……！」

「……っ、肉、貴様が肉の壁になれ！」

　夜よ空ぞらが星せ奈なをぐいっと前に突き出した。

「い、いやよ！　あんたこそ前に出なさいよ！」

　ぐぎぎぎぎ……互いの髪をつかんで押し合う二人。

「んなことしてないで早く逃げろって！」

　俺おれは叫ぶが、間に合わない。

　変態マシンが二人の前を走っていた『ソニックセイパー』に襲いかかった。

　無惨に踏みつけられ、一瞬でうんこまみれになる星奈の愛機。

「ギャ―――ッ！　徹夜で作ったあたしのソニックちゃんが―――っ！」

　ゲーッヒョッヒョッヒョ～！　（※モーター音）

　変態マシンはそのまま、並走する夜空の『テンペラー』にも牙きばを剥むく――

　瞬間、夜空がハッと目を見開いた。

「……っ、『テンペラー』！」

　叫び、星奈を突き飛ばして走る。

「夜空!?」

















「ちょっと、夜よ空ぞら！」

　驚きの声を上げる俺おれと星せ奈な。

「やめろおおおおおおおっ！」

　それからの出来事は、俺の目にはスローモーションのように映った。

　走りこんだ夜空は変態マシンの前に立ちはだかると、自分のマシンをかばったのだ。

　ビチャビチャとうんこをはね散らしながら爆走する三サン二ニー四よん駆く。

　覚悟したように目を閉じる夜空。

　そして――

「ギャッ！」

　校舎裏にすさまじい絶叫が響きわたった。









　……三十分後。学園でシャワーを浴びた俺達は部室に戻ってきた。

「いやー、みなさん大変でしたねー」

「お前も少しは反省しろ……」

　ひとごとのように言う理り科かを、俺はジト目で睨にらんだ。

　制服からはまだほのかにうんこの臭においが漂っている……ような気がする。

「あにき、元気をだしてください。かの家いえ康やす公こうも信しん玄げん公こうとの合戦の際に脱だつ糞ぷんしましたゆえ。むしろ脱糞こそ真のおとこのあかし」

「俺は脱糞はしてないからな！」

「さようですか……」

　なぜかちょっとがっかりした様子の幸ゆき村むらだった。

「ククク……愚かなる神の手先よ、我が闇の魔霧ダークネスミストをくらうがいい」

　俺の横では、小こ鳩ばとがマリアに消臭スプレーをかけていた。

「うぎゃっ、なにをするのだ！　うんこ吸血鬼め！」

「ククク……うんこはお前だ」

「そ、そうだった～！　うう～っ！」

　涙目のマリアに小鳩はシュッシュッとスプレーを噴射する。

「む？　なんだこれは、いい香りがするぞ？」

「ククク……闇の物質ダークマターに汚れし神の手先よ、闇やみの力に染まってしまうがよい」

「ふ、ふん、しかたない。闇やみの力でも臭においがとれるなら我慢してやるのだ！」

　小こ鳩ばとに悪気はないんだろうが……消臭剤の臭いとうんこの臭いが混じって、マリアはなんとも形容しがたい臭いを放っていた。

　それから、俺おれは虚うつろな目でぶつぶつと呟つぶやいている夜よ空ぞらのほうに目を向けた。

「うんこ、私はうんこ……違う、私は三み日か月づき夜空十六歳うんこではない……と思う……」

「……」

　シャワーを浴びたものの、まだ立ち直ってはいないようだ。

「な、なあ夜空……」

「小こ鷹だか……？」

　恐る恐る声をかけると、夜空はゾンビみたいな動作で振り向いた。

「あのとき、どうして『テンペラー』をかばったんだ？」

　俺には、夜空が身体からだをはってまで三サン二ニー四よん駆くを守った理由がわからなかった。

「本当に……覚えていないのか？」

「え？」

「あれは……こ、小鷹がくれた三二四駆だ」

「…………あ！」

　俺はようやく思い出した。

　あの『テンペラー』は、十年前、夜空と別れる前にあげた三二四駆だった。

　引っ越しの一週間前に、お別れのプレゼントとしてあげたものだ。たとえ遠くに引っ越しても、俺とソラの友情は変わらない――そんな意味をこめて。

　結局、俺は引っ越すことを言いだせないまま、別れることになってしまったのだが。

「ずっと持っててくれたのか……」

「ふ、ふん……たまたま捨てられなかっただけだ」

　夜空は赤くなってそっぽを向いた。

　俺もなんだか照れ臭くなって目を逸そらす。

「結局、勝負はうやむやになっちまったな」

「ふ、ふん、私はお前とのデートなど、べつにどうでも……」

　と、そこへ――ブタの玩具おもちやを手にした星せ奈ながやってきた。

「ふふん、バカ夜空、次はこの『ブタバドミントン』っていうので勝負よ！」

「……ふん、いいだろう。貴様が卑いやしいブタ肉だということを思い知らせてやる」

「なんですって！　あ、あんたこそ、星奈様ぶひぶひーっていわせてやるんだから！」

「星奈様ぶひぶひー（笑）、これでいいのかブヒ肉よ？」

「ぐぬぬ……あんたってほんとムカつくわね！」

「ふん、身のほど知らずな腐れ肉め……」

　不機嫌そうに呟つぶやく夜よ空ぞら。

　けれどその口もとには、どこか楽しそうな笑みが浮かんでいる。

「お前らぜんぜん懲こりてないのな……」

　そんな夜空を見て、俺おれは苦笑した。



　……そんなわけで、隣人部の活動は今回も残念な結果に終わった。

　でも、隣人部の仲間と一緒に三サン二ニー四よん駆くで遊んだ時間は、思いのほか楽しかった。

　十年前の愛機に「またな」と小さく声をかけ――

　俺は『タライダガー×バツ』をそっと段ボール箱の奥にしまった。



























将棋はとっても楽しいなあ！

【NOVEL】さがら総 　　　

【ILLUSTRATION】カントク



　とある日の夕方、いつものように羽は瀬せ川がわ家の晩飯の調達に出かけた折、商店街で福引をやっているのを見つけた。

　対象店のレシート一枚で、ガラポンを回す権利が一回得られる。

　一等はハワイ旅行、二等に電動アシスト自転車、三等で最新ゲーム機、四等は在庫処分玩がん具ぐ、最後が全員もらえる参加賞。

「……ふうん」

　俺おれは買い物袋をぶらさげて、福引所に向かう。

　誤解してほしくないのだが、べつに、なにか身に余る幸運を期待していたわけじゃない。

　福引はたいがい当たらないようにできている。

　夜空に輝く星とか、となりの席のクラスメートとかとおんなじで、いくら手を伸ばしても届かない。なぜか向こうが全速力で遠ざかっていくというか、俺のとなりの席だけいつも不自然に距離が空くというか……ちくしょう。

　福引も、そういう類たぐいの残念極まりない代物なのだ。

　だったら最初から参加賞を狙ねらって引けばいい。

　ポケットティッシュはいくらあっても困らない。箱ティッシュを買わずにすんで、家計の助けにもなる。こういう考えなら、どう転んでも残念なことにはならないはずだ。

「よし、我ながら完かん璧ぺきなアイディアだぜ……！」

「ひ、ひいっ！」

　思わず舌なめずりしたら、福引所のお兄さんと視線がぶつかった。にわかに後ずさるお兄さん。

　いけないいけない、危ない人だと思われてしまったかもしれない。

　慌てて、なるべく人畜無害な笑顔をつくってみせながら、

「いいモノが当たると思ったら、ついついうれしくなっちゃってさ……これをまわせば、なにかを絶対くれるんだよなァ……？」

「おおおおおめでとうございます！　四等賞です！　四等賞でいいです！　すぐに出せるのは四等賞だけです！　四等賞で許してください許してください……！」

「……え？」

　俺がガラポンをまわすまえに、お兄さんは勝手に青い玉を転がしてくれた。ぶるぶる震える腕で、小当たりの鐘が必死に鳴らされる。

　福引ってこういう全自動のシステムだったか？

　釈然としないものを感じながらも、俺は景品を受け取った。

　……後日、『金髪のヤンキーに目をつけられた』という理由で福引所が閉鎖されていたのは、とても悲しいことだと思う。



　ところで、残念極まりない福引において、一番残念なことがなにかといえば。

　せっかく賞を当てた（？）のに、

「……これ、もう持ってるじゃねえか……」

　景品が、まるっきり家にあるものとかぶってしまうことだ。

　これはそんな残念な福引から始まる、隣人部の残念なイベントの話――。









　放課後の部室にて。

「――で。罪もない商店街の人からあんたが強ごう奪だつしてきたのが、それ？」

「強奪じゃねえよ！　福引だよ福引。人聞きの悪いこと言わないでくれ」

「あーはいはい。そういう設定なのね。あるある。わかったわかった（笑）」

　金髪碧へき眼がんの美少女、柏かしわ崎ざき星せ奈なは軽くイラッとする言い方で流しながら、テーブルの上の『それ』を指でつっついた。

　正方形の大きな盤に、立方体の箱。なかには五角形の駒こまが四十枚。

　――いわゆるひとつの『将しよう棋ぎセット』である。

「よくわからないけど、わりかし立派なやつじゃないの？　木彫りだし、盤も厚いし」

「言ったろ、まったく同じのを持ってるんだよ。だから部室に置いて、ヒマなときに指そうと思うんだが」

　クローゼットが運びこまれたり、テレビや食器棚が持ちこまれたり、談話室はとっくに私物化されている。

　いまさら将棋の盤と駒があったところで、文句をつけるやつもいないだろう。

「指すって、だれとだれよ」

「もちろん、俺おれと俺がだよ」

「え？」

「え？」

　星奈がきょとんと瞬まばたく。俺もつられて瞬きした。

「……これって、ふたりでやるゲームじゃないの？」

「ふたりで遊んだことなんかねえよ」

　将棋は一人用ゲームだ。他ほかの遊び方なんか知らない。

「ああ、そう……」

「もっぱら詰め将しよう棋ぎだけど、たまに右手と左手で勝負するんだ。荒っぽく攻める『ガジガジ流』の右手に、厳しく受ける『激辛流』の左手。一進一退の攻防は、右手から見て二十七勝五十四敗。どうしても右手が終盤ファンタジックなミスをするんだよな……。そこを克服するために編み出した戦法が――」

「そう……」

　羽は瀬せ川がわ家Ａ級順位戦における右手と左手の激闘の歴史を物語っていると、いつしか星せ奈なが痛々しげにうつむいていた。

「い、意外と楽しいんだぜ！　古くさいわカビくさいわジジくさいわってよく馬ば鹿かにされるけどな、奥が深くて時間をつぶすのにはもってこいだ」

「馬鹿にされてるのは将棋じゃないわよ。かわいそうでとても言えないけど、なんていうか――」

「……言うな」

「あんたってつくづく友だちがいないのね、ぷぷーっ！」

「わかってるから言うな！」

　……まあ、だれも対戦してくれないのは事実だけどな。

「――小こ鷹だかは」

「ん？」

「将棋が好きだったのか」

　背後から不意に投げられた、低いトーンのボイス。

　振り向くと、黒髪ショートカットの美少女――三み日か月づき夜よ空ぞらが視線も上げずにぱらぱらと雑誌をめくっている。

　今日の隣人部部室には、俺おれたち三人しかいなかった。

　それまで我関せずといった体ていでソファの奥深くに腰かけていたのに、夜空のやつ、俺と星奈の会話はしっかり聞いていたらしい。

「ああ、まあな。けっこう好きだし、けっこうやるぞ」

「……そうか」

　知らなかったな、と夜空は独り言のようにつぶやく。

　そうして何気ないそぶりで立ち上がると、テーブルの上の将棋盤に触れた。

　駒こま箱をひっくり返して、ちらばった駒を、慣れない手つきでぺちぺちと指していく。

「もしかして夜空、おまえも将棋やるのか？」

「ルールぐらいしか知らない。このゲームは大嫌いだ」

「え？　なんでだ？」

「……たしか王様のまわりには、こんなふうに駒こまが集まっているのだろう」

　盤上に配置される、金将、銀将、桂けい馬まに香きよう車しや、飛ひ車しやと角かく行ぎよう、それからたくさんの歩ふ兵ひよう。

　夜よ空ぞらはやおら王将をたたきつけて、

「こいつはちっぽけな駒の分際でリア充なのだ。しかも自分ひとりではなにもできない無能なクズだ。あまつさえ仲間を犠牲にしてまで逃げまどう腐ったカスだ。そんなゴミ充のために戦うゲームのなにが楽しい」

　ぺっと吐き捨てた。

「おま……いったいなんの恨みが」

「恨みなどない。馬ば鹿かな取り巻きに囲まれて勘違いしている馬鹿に、正当な評価を下してやっているだけだ」

「そっすか……」

　ゲームの駒にすら牙きばをむく夜空さん、マジパナイっす。

「だがな、小こ鷹だか」

「ん？」

「リア充の馬鹿どもをはるか高みから見下ろして弄もてあそんでやるのは、気が乗らないわけでもない……」

「どういうことだ？」

「……だ、だから。リア充皆殺し遊ゆう戯ぎをもしおまえが望むのなら、その助けにならないでもないというか、ふ、ふたりで、一緒にやるのも悪くなくもなくないというか……」

　夜空はそっぽを向いて、自分の前髪をぐりぐりと弄いじりだした。毛先がカーブして、複雑に入り組んでいる。

　皆殺し遊戯ってなんだよ。こえーよ……。

「ねえ小鷹。それよりあたしと将しよう棋ぎで遊んでみない？」

　説明書とにらめっこしていた星せ奈なが、ストレートな視線で俺おれを見上げた。

「え？」

「右手と左手で遊ぶとか言われたら、さすがに哀あわれだしね……愚民に付き合ってやるのも貴族の義務よ」

　星奈は半笑いのようなため息をついて、説明書に再び視線を落とす。

「今はまだルールもあやふやだけど、来週までに勉強してくるわ。あたしってば神に等しい存在でしょ？　なにやらせても万能なところがあるから、なんとかなると思うのよね」

「自信の根拠はさっぱりだが、妙に頼もしいな……」

　言われて想像してみる。

　知り合いと将しよう棋ぎを指すという、どこかの世界線を越えた別世界。

　――おおう。楽しそうだ。俺おれは思わず膝ひざを打つ。一人用ゲームとしか認識していなかったから、だれかと対戦する発想がまるでなかったぜ。

「そうだ、幸ゆき村むらや理り科かとかも誘ってみるのはどうだ？　大勢で遊んだら、なんかの大会みたいで盛り上がるんじゃないか」

「……幸村たちも……」

「ん？」

「……まあ、別にいいけど」

　星せ奈なは微妙な顔をしたあと、ふっと肩をすくめた。

「あ……う……」

　そのとなりには、明後日あさつての方角を向いたまま、呆ぼう然ぜんと立ちつくす銅像がひとり。

「ああ、夜よ空ぞらもついでにどうだ？」

「くううううう……！」

　流れで誘ってみると、夜空はこちらを見ずに、ぶるぶると肩を震わせだした。

　前髪をぐしゃっとにぎりしめて、軽い涙目だ。

「どうした？　イヤか？」

「なんでもないっ、イヤじゃないッ！　やるからには目にもの見せてやるからな！」

　やけっぱちの野良猫みたいに、夜空はおっきな声で宣言したのだった。









　週末。

　自宅のリビングで、俺は買ってきたばかりの将棋本を読みふけった。

　だれかとゲームをする、そのために新しい戦術を勉強する、という喜び。なにかのゲームにハマった人なら、だれしもこの快感を味わったことがあるだろう。

　旅行の予定を立てるのが楽しいのと同じ理屈で、ひょっとしたら対局そのものと同じぐらい、今この瞬間が楽しいかもしれない。

「……ククク、我が眷けん属ぞくよ……現うつし世よの由よし無き呪じゆ言げんにかまけて、常とこ世よで汝なんじの為なすべきことを忘ぼう却きやくしてはならぬ……」

　小こ鳩ばとがつまらなそうな仕し種ぐさで横に座るので、俺は本を覗のぞかせてやった。

「……異界の深海に揺蕩たゆたいし、我が永えい劫ごうの知性を求めるか……クク……ク……うげっ!?　あのわけわからん遊びじゃー！」

「やっぱりか」

　渋しぶ柿がきを食べたような顔をする小こ鳩ばとに、俺おれは苦笑する。

　以前、小鳩にも将しよう棋ぎを教えようとしたことがあったが、どうがんばっても、『はさみ将棋』より先には進まなかった。本当はすごく面白いゲームなのにな。

「今度部室で将棋を指そうって話になったんだが、小鳩はやめとくか」

「……うち以外、みんな？」

「ああ、みんな」

「むー……」

　不満げな蒼あおの瞳ひとみがじっと俺の顔を見上げる。細い足がばたばた揺れた。

「なにかひとつでも覚えられたらいいんだけどな」

　俺は本の目次を示してやった。

「ほら、いろんな戦法があるぜ。居い飛び車しや。袖そで飛び車しや。右みぎ四し間けん飛び車しや。ゴキゲン中飛車。魔界四間飛車。メリケン向かい飛車」

「そのいろいろあるんがめっちゃややこしいんじゃ……ふぇ!?　あんちゃん、もいっかいゆって！　魔界、なに!?」

「うん？　ああ、魔界四間飛車、だってさ」

　本によれば、とあるアマチュアが開発した奇襲戦法だという。

　金将がのこのこと前線に上がっていく異様な作戦で、悪魔に授けられたのだと考案者は主張している。マジかよ。

「他ほかに、他にそんなんは!?」

「そんなんって……ええと、千年囲いミレニアムとか。魔の一間飛車とか。天空城とか。無敵宇宙戦法とか。白色レグホーンスペシャルとか」

　読んでてちょっと恥ずかしい。将棋用語は、ときどきすさまじいセンスを発揮しちゃうときがあるよな。

　しかし小鳩には、その名称がクリティカルヒットしたらしい。

　俺の腕のなかに潜りこんで、ちょこんと座りこむと、むさぼるように本を読み出した。

「……来週、来るか？」

「……ククク……夜の王たる我が、数多あまたの闇やみの軍勢を引き連れて、愚ぐ昧まいなる昼の種族に絶望の味を知らしめてくれるわ……」

　眼めが爛らん々らんと光っている。ものすごいやる気だ。

　もっと前にこういう本を買ってくればよかったな、と思った。









　週明けの月曜日、談話室には隣人部のフルメンバーが集まった。

　つまるところ総勢七人。……奇数だ。

「だれかがシード扱いになれば、ちょうどトーナメントになるんじゃないでしょうか」

　理り科かの発案で、組み合わせを決めるじゃんけんをしたら、

「一抜け、か……」

　俺おれが二回戦からの登場ということになってしまった。

　ま、いいか。人の将しよう棋ぎを観みるのも乙なものだ。右手ＶＳ左手以外の対戦なんて、何年ぶりだろうな。

　ボードに即席のトーナメント表が描えがかれる。一回戦は順番に、夜よ空ぞらとマリア。星せ奈なに小こ鳩ばと。理科は幸ゆき村むら。そして右端のシード枠が俺。

　並べてみると、なんだか本物の将棋イベントみたいで壮観だ。

　自分の対局はまだ先なのに、俺はいつもよりうずうずしていることに気がついた。



○一回戦第一試合　夜空ＶＳマリア

「あははワタシは将棋つよいぞー！　こうゆうのは頭いいやつとうんこなやつの差がでるからなー！　ワタシは天才だからむてきなのだ！」

　マリアは自陣を並べながら、自信満々に胸を張った。

　駒こまが盤の升ます目めからはみ出しているものの、初期配置は完かん璧ぺきだ。飛ひ車しやと角の位置もあっている。

「指した経験あるのか？」

「むかしな！　あいては一秒でさんおくの手をよむとかじまんしてたけど、ワタシにくらべればたいしたことなかったのだ！　うんこだった！　うんこうんこゆってたら、だれとも遊んでもらえなくなったぞあははー！」

「そりゃそうだな……」

「ひさしぶりにみんなうんこにしてやるのだ！」

　無邪気に笑うマリアは、テンションがすこぶる絶好調。

　聞いたことがある。コミュニティにおいて、あまりに強すぎるものは孤立するのだと。飛び級に飛び級を重ねた天才シスター、マリアの強さは、孤独を重ねたぶんだけ本物なのかもしれない。もっとも、俺はべつに強くないのに孤立してたけど……。

　対する夜よ空ぞらはといえば、

「こう、か……？」

　おっかなびっくりといった手つきで、初手を指した。

　付属していた説明書にいまだに首っ引きで、駒こまの動かし方を確認している。一手指しては盤と説明書を見比べて、早くも三手目から嘆たん息そくする。

「……しまった、なんでこんなところに桂けいを動かしてしまったんだろう」

「あはは！　夜空はばかだなー！　うんこ夜空のおーさまをつかまえてうんこにしてやるのだ！」

「ぐ……」

　初しよっ端ぱなから嵩かさにかかって攻めかかるマリアと、不機嫌な顔ながら、なすすべもない夜空。

　力量の差は歴然としていた。

　将しよう棋ぎにおいて、飛角の力は暴力的なまでに圧倒的。ために大駒を働かせるのが序盤の鉄則だ。

　けれど夜空は、いきなり桂けい馬まで自分の角を閉じこめてしまった。基本も守れない初心者に、勝利の女神は微笑ほほえまない。

「こりゃ、いつ夜空が負けを認めるかだな……」

「――そうでもないかもしれませんよ」

　つぶやく俺おれに、いつのまにか隣に立っていた理り科かが首を振る。

「どうしてだ？　今にも飛ひ車しやを成りこまれそうだぞ？」

「いえ、あの桂馬の陣形は――」

　理科が口をつぐんで指さす。見ていてください、の仕し種ぐさだ。

　夜空は相変わらず、地の底に沈むようなため息をついて、

「もうこの歩を突くしかないか……あ、ただ取りされてお終しまいじゃないか、バカ……」

「あはは！　もらえるものはもらうのだ！　どんどん得してるなーたのしいなー！」

「くそっ、桂で攻めたはいいが、今度も守られたらなにもない……」

「夜空はすなおなやつだなー！　はいまもった！　らくしょーだなあははー！」

「…………指したな」

　瞬間、夜空の手がしなった。

　電光石火の角交換、即座にその角を盤の隅に打ちつける。王手だ。なおかつ、飛車取りでもある。

　すなわち――目から火の出る王手飛車。

「ギャ――――ッ!?」

　ワンテンポ遅れて、マリアが絶叫した。

「こ、こんな手しらないぞ！　なにもないとかおしまいだとかゆってたのはうそか!?」

「なんのことだ？　『貴様が』お終しまい、『貴様の未来は』なにもない、と忠告していたのだが、どうやら伝わらなかったようだな」

「そんなのわかるわけないのだ！　またワタシをだましたな!?　きたない！　さすが夜よ空ぞらきたない！　うんこ！　うんこたれだ！」

「いいから早く指せ。おまえの番だろう」

　夜空は説明書を放ほうり捨てて、しれっとした顔で頬ほお杖づえをついた。

　よくよく見れば、その口元はくぷくぷとゆるんで、底意地の悪い笑みの形をとっている。最初から狙ねらっていやがったな……。

「……あれは『鬼殺し』という、古くから伝わるハメ手の一種です」

　理り科かがぎゅっと腕を絡めて、こっそり耳打ちしてくる。おい、顔が近い。

「しかも引っかけやすいように、夜空先輩流にアレンジしてるっぽいです。今日のためにいろいろ工夫してきたのかもしれませんね」

「その成果がハメ手と口くち三じや味み線せんか……」

　ある意味、あいつらしいといえばあいつらしいのかもしれない。

　説明書といっしょにド素人しろうとの皮も脱ぎ捨てた夜空は、打って変わって的確に進軍していく。普通に強いじゃねえか。

　やがて展開されるは、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図。

「はい王手。またゴミ駒こまを取ってしまった。参ったなあ、駒こま台だいに乗りきらないなあ」

「ぎゃー！　もうまけ！　ワタシのまけ！　ぼっこぼこのぐっちゃぐちゃにまけました！」

「なあにまだまだ指す手はあるだろう。最後の一歩までことごとく玉砕して死ね」

　刀折れ矢尽きたマリア陣。小駒がてんてんと転がるばかりの荒涼とした戦場を、夜空の大駒がロードローラーみたいに念入りに蹂じゆう躙りんする。

　いくら喚わめこうと命いのち乞ごいしようと白旗を掲げようと、夜空は決して勝ちを認めない。延々と痛めつけ、いたぶり続ける。

　完全に友だちをなくす指し方だ、これ……。



　決着がつくまで、それからさらに二十分ぐらいかかった。みんな飽きて読書とかゲームとかしてた。

　何百手もかけてすべての駒を取りきった勝者よぞらの感想が、

「まったく、つまらない勝負だった。将しよう棋ぎはつくづく退屈だな」

　これである。

「ひっどいめにあったなー……ほんと、ひどいめにあいました……将しよう棋ぎこわい将棋こわい将棋こわい……」

　マリアは床にぐったりとうつ伏せになっていた。悪夢にうなされているかのように肩を震わせている。

　これじゃ、とうぶん指さないかもしれないな……。せっかく対戦相手になりそうだったのに。

「……お疲れさまでした。かの十五世名人を彷ほう彿ふつとさせる一局でしたね」と理り科か。

「へえ、もの知りだな」

「彼は生意気な若手と対戦すると、二度と歯向かわないように、あらゆる手段で相手の心をへし折りにいったと聞きます。男同士の調教プレイランキングで、上位に入るエピソードですねハァハァ」

「聞いた俺おれがまちがってた」

　一瞬でも感心した己を恥じる。









○一回戦第二試合　星せ奈なＶＳ小こ鳩ばと

「……ククク……帰る……」

　ひそかに部室から抜け出そうとしていた小鳩を、俺はすんでのところで掴つかまえた。

「待てって！　ここまできて、どこ行くんだよ」

「だってあんちゃ、アレ……」

　泣きそうな顔の小鳩が指さすのは、

「大丈夫よ！　ちっとも痛くしないから、むしろ優しくしてあげるから！　あたしと小鳩ちゅわんの熱情と劣情がもつれあうラブいちゃ姉妹対局をしましょ！」

　盤の前に息荒くスタンバイする星奈だ。何度も言うけど、おまえは姉じゃねえよ。

　俺は星奈を無視して、小鳩のまえに膝ひざをついた。

　紅あかと蒼あおのオッドアイの下にクマができているのを、俺だけは知っている。

「昨日も珍しく夜更かしして、一生懸命本を読んでたじゃないか。せっかく覚えた戦法を無駄にしていいのか？」

「ううう……」

「無敵囲い、だっけ？　強そうな守り方を習得したんだろ。あいつをこてんぱんにするチャンスだぜ。な」

「……たしかに、我が秘められし魔力は吼ほえ猛たけっているのだ……けど……うううー、なんでいつもこうなるんじゃ……」

　小こ鳩ばとは唇を噛かみ締しめながら、いやいや座った。

　それでも進歩が垣かい間ま見みえるな。今までなら「や！」とか言って強引にでも逃げ出してただろうに。

　……まあ、不自然なまでの距離をテーブルのあいだに置いているあたり、星せ奈なから極力距離をとろうとしているのもわかるけど。



　対局は一瞬でケリがついた。

　一分の狂いもなく組み上げた、小鳩の無敵囲いが華麗に炸さく裂れつ。

　……ゆえに、小鳩はあえなく惨敗した。

　無敵囲いはまるっきり名前負けで、最弱の部類に入るネタ囲いだった。あの本ダメだ、使えねえ。ブコフで叩たたき売うりされてたわけだ。

「意外と簡単ね、将しよう棋ぎってのも！　やっぱり神に選ばれたあたしにはあらゆる才能がついてまわるのかしら？」

　星奈は陶とう酔すいの極致にある。

　会心の終局図をうっとりした眼めで見下ろして、

「あたしの竜と馬で小鳩ちゃんの王様をサンドイッチしてるわ！　あたしとあたしが小鳩ちゃんをはさんでる！　小鳩ちゃんの王様ぺろぺろ！　あたしとあたしで両側からぺろぺろ！　ほんのり小鳩ちゃんの温ぬくもりが残って、ぶひゅひゅ！」

「気持ち悪い」

「痛っ!?」

　夜よ空ぞらにハエ叩きで叩かれてなければ、小鳩の使っていた駒こまが実際に大変なことになっていたと思う。

「ふぇぇん……うちもうぜったいこんなんやらんもん……」

　小鳩はほとんど泣きながら、談話室から逃げていった。

　せっかく覚えた駒の動かし方も、王様の囲い方も、全部パー。星奈に対する好感度がまたマイナス方向に振り切れた。ついでに二度と将棋も指してくれないだろうな。

「……なんだか想像していた光景と違うんだが……」

　楽しいイベントのはずが、将棋嫌いを量産しているだけな気がする。

「でも星奈先輩、ああ見えてちゃんとした定跡を指してましたよ」

　理り科かがふたたび俺おれに腕を絡めてささやいてきた。だから顔が近い。

「小こ鳩ばとさんの陣形があっさり破られたのは、星せ奈な先輩が基本通りに指していたせいもあります。定跡をきちんと覚え、きちんとアウトプットするのは簡単にできることではありません。夜よ空ぞら先輩と同じぐらい、いえ、もしかしたらもっと学んできたのかもです」

「そうか？　……そうだといいな」

　あのふたりは勝負事になるとすぐムキになるからな。

　その熱意は将しよう棋ぎにおいても同じだったらしい。ちょっとうれしい。

　ひとりで笑いかけて、俺はふと首をひねった。

「って、理科。おまえさっきから、ずいぶん詳しくないか？」

「そうですね。将棋やチェスといった二人零れい和わ有限確定完全情報ゲームは、科学者のたしなみですから」

「ふたりれいわ……なんだって？」

「ゲーム理論の用語です。人工知能の開発に役立てるために、昔はよく研究していました。ま、ヒトの脳を直接転用したほうが効率的だとわかってからは、とんとご無沙汰なんですけどね」

「……へえ」

　倫理的にヤバそうなので、聞かなかったことにする。

「そういうわけで、小こ鷹だか先輩」

「ん？」

　思わせぶりに口元へ指を当てる理科。上目遣いに俺を見上げ、

「理科の悩殺穴あな熊ぐまテクニックで、夜の一手違いを始めませんか？」

「始めねえよ」

　意味がわからない。決めゼリフかどうかすらわからない。

「ちぇ、つれないんだから。でも初戦に勝てば、次は先輩と当たるんですよね？」

「……まあな。勝てばの話だけど」

「理科は運命の赤い糸を信じています。先輩も首を洗って身体からだを綺き麗れいにしてベッドを整えて待ってるんだゾ！」

　べしべし背中をたたかれた。うぜえ。









○一回戦第三試合　理科ＶＳ幸ゆき村むら

　――対局が始まったとたん、俺おれは固かた唾ずを呑のんで見守ることになった。

　言うだけのことはあった、ようだ。

　理り科かの駒こまを打ち下ろす手つきは、まさしく経験者のそれだった。

　小気味いい駒音を立てながら、よどみなく組み上げた囲いは、幸ゆき村むら陣と美しい点対称をなす。

「『相あい矢や倉ぐら』、っていうんだったか……」

　アマプロ問わず、はるか昔から愛好されてきた戦形だ。

　昨日読んだ本によれば、『矢倉は将しよう棋ぎの純文学』という名言があるらしい。相矢倉の将棋は攻防の駆け引きが激しくなりがちで、緻ち密みつな読みが要求されるそうだ。

「…………」

「…………」

　理科と幸村はともに無言。

　整然と居並ぶ歩ふ兵ひようたちを従え、真剣な瞳ひとみで、盤上の対話をしている。

　知らず、見ているこちらの手も汗といっしょに握られる。こいつは名勝負が期待できそうだぜ。

　と思ったら、

「えーい、突撃ですっ」

　いきなり理科の角が、なにもないところに放ほうりこまれた。

「ん？　あれ？」

「これはめんような」

　俺が瞬まばたきするのと同様、幸村も意味を計りかねたのだろう。数秒ためらってから、細い指でそっと角をつまみあげた。

「あー取られちゃいましたか。ふふ」

　理科の眼めがきらりと光る。すかさず自分の飛ひ車しやを持ち上げて、稲妻のように幸村陣へ襲いかかる。

　そうか、これもハメ手だったのか!?

「……んん？」

　と思いきや、今度の飛車もやっぱりタダだ。

　幸村の駒こま台だいには、労ろうせずして獲得した飛車と角。

「理科、おまえいったい……」

「これはこれで結果オーライ――」

　笑みをおさえきれない声で、理科が言う。

「自分の飛ひ車しやと角が相手側に生け捕られる。これがなにを意味するか、わかりますか？」

「まさか……」

「監禁陵りよう辱じよく調教物モノキター！　さんざんレイプされて堕おとされちゃう高潔な双子の軍人を想像すると、理り科かびゅくびゅくしちゃいますぅアヘァ」

「…………」

　内うち腿ももをすり合わせる腐り娘に、俺おれはもうなにも言う気がしなかった。

『これはこれで結果オーライ』って、要するにただのポカじゃねえか。

「……なんですかその目は！」

「いやべつに」

「研究したって言いましたけど、得意だなんて一言も言ってません！　いくら勉強してもぜんぜん上達しない人もいるんです！　小こ鷹だか先輩の前だからって、なんとかいいとこ見せようとついつい調子こいちゃった理科がバカでした！　バーカバーカ！」

　おまけに逆ギレされた。知らんがな。



　理科の一方的な自爆テロで終戦したあとのこと。

「……わたくしはなにもしておりませぬが」

　幸ゆき村むらがいつもの動かない無表情ながら、微妙にしょぼくれた体ていでつぶやく。

　消化不良だろうなあ……。

「まあ……なにもしない、ってことをしたんじゃないか」

　適当になぐさめたら、幸村はしばし考えて、

「その徐しずかなること林の如ごとくその動かざること山の如し。信しん玄げん公こうのまことのお題目であったか否いなかはさておきましてまことの武士のたましいがわたくしの指し手にあらわれていた。そうおっしゃるのですか。さすがあにき。しょうぎにも造ぞう詣けいがふかいゆえのおことば、しかとたまわりました」

「あ、ああ、うん。そういうことだ。さっきの一局、いい線いってたぞ」

「おほめにあずかり恐悦至極にござりまする」

　ひかえめに俺を見上げて、やわらかくうなずいた。

　……まあいいか。人を励ませるってのは、悪い気分じゃないよな。









○準決勝第一試合　夜よ空ぞらＶＳ星せ奈な

　一回戦の結果、残ったのは夜よ空ぞらと星せ奈な、幸ゆき村むら、そして俺おれだ。

　どうやら実力者がそろった感があるな……自分で言うのもなんだが。

　いよいよ準決勝という段になって、夜空は時間がほしいと言いだした。

「肉ごときにこの私が負けるはずはないのだが、それでもどんな小細工をしてくるかわからない。勝つためには手段を選ばない乳牛だからな」

「ハァ？　ハメ手を使ったのはあんたでしょうが」

「意地汚い肉に薄汚くハメられて負けるのはシャクだから、対策を練ってくる。少し休憩にしよう」

「ちょっと！　なに勝手に決めてるのよ！」

「おや、今日は妙に羽虫がうるさいな。じゃあまた後で」

　猛抗議する星奈をガン無視して、夜空は談話室を出ていった。

「……なんだか、焦っていましたね」と理り科か。

　どうやら先ほどの星奈ＶＳ小こ鳩ばとの対局を見ていて、夜空は微妙に危機感を抱いだいたらしい。

　たしかに星奈の攻め筋は綺き麗れいだったし、付け焼刃にしてはセンスの良さを感じたのも事実だ。

「相変わらず、やりたい放題なんだから」

　星奈はため息をついて、

「でも対策か……あいつがあたしのために、あたしだけのために対策……ふふ……」

　満足そうにひとりでにやついていた。



「――遅すぎるわよっ！」

　でもそのにやけ顔も、一時間待たされるまでのこと。

　ようやく戻ってきた夜空に、星奈はテーブルをたたいて抗議した。メールも電話もいっさい無視されたら、そうなるよなあ。

　対する夜空はどこ吹く風で、

「それでは時間もないし、一手五秒縛りで対局するか」

「ハァァ!?　あんたが勝手に人を待たせといて、勝手に決めないでよね!?」

「やれやれ、しょせんは腐った有機物。知的生命体の思考能力についてこられないらしい。五秒じゃ息を吸って吐くので精一杯なのかもしれないな……」

「そんなこと言ってないでしょ!?　文武両道、才色兼備、天上天下最強無敵のあたしにかかれば、五秒もあればいくらでも先を考えられるし！」

「無理しなくてもいい。肉のレベルにあわせて、ゆっくりゆーっくり対局してやるから、せいぜい酸素と二酸化炭素を力いっぱい交換していろ」

「ぐぬぬぬっ……いいわよ五秒で！　あんたこそほえ面かかないでよね!?」

　売り言葉に買い言葉。

　夜よ空ぞらと星せ奈なの対局は、一手を五秒以内に指すハードマッチに早変わりした。しかしいまどき、ほえ面て。ほんと仲悪いなこいつら。

「早く指しなさいよ、カウントするからね！　五！　四！　三！」

「いちいち騒ぐな。五、四、三」

「五、四、三、あれあれ夜空ちゃんてば迷っちゃってるのかしら？　二！　一！」

「声が大きい口を閉じろ息も止めろ。ほら貴様の番だぞ、三、二、一」

「なんで三からカウントが始まるのよ!?」

　ふたりはたがいに相手を急せきたてながら、見る間まに手を進めていく。

「――厳がん流りゆう島じまのけっとうのようです」

　幸ゆき村むらが抑揚のない声でつぶやいた。

「厳流島？　というと、宮みや本もと武む蔵さしか？」

「さすがあにき、ごぞんじでしたか。夜空のあねごがわざとおくれることで、星奈のあねごをじぶんの間合いにひきずりこんだのです。地力でまさっていそうなあいてを、泥仕合でせいす。これぞ五ご輪りんの書しよのおしえるところ」

「なるほど……」

　確かに夜空ならやりかねない。

　あらゆるゲームにおいて、定跡は常に最強への早道である。

　定跡をきちんと勉強してきたらしい王せ道なを相手にすると、邪道よぞらは、搦からめ手てから攻めるしかないのだ。

「――ふふん。わかってるわよ、そんなこと」

「……え？」

「一手五秒ルールが夜空の貧しい策略だってことぐらい、百も承知。でもね――それでも、あたしは勝てるわ」

　星奈は振り向かずに言った。

「さっきの対局を見てて確信したわ。夜空はどうせ独学でしょ？　ステラに教えてもらったぶんだけ、あたしのほうが将しよう棋ぎのコツがわかってる。あたしの強さを証明してあげるわ」

　盤を音高く鳴らす指し手には、絶対の自信をまとう。

　星奈の選んだ戦法は『右みぎ四し間けん飛び車しや』だ。

　初級者でも攻め筋がわかりやすく、なおかつ驚異的な破壊力。飛車と銀と桂けいと角がただ一点突破を狙ねらう、超攻撃的な布陣。

　それはたとえるならば、研ぎ澄まされた白銀の槍やり。

　素人しろうと同士の一発勝負に向く、と例の本にも書いてあった。たしかに誇るだけはあって、ポイントをおさえているのかもしれない。まあこの場合、証明されるのはステラさんの万能っぷりだが。

「……自分の頭で考えることもできない肉がよくしゃべる。こんなゲームにコツもへったくれもないだろうが。必要なのは考えて考えて考えること、それだけだ」

　対照的に、夜よ空ぞらの指し手は音もわずか。

　駒こまを滑らせるように指すのは『雁がん木ぎ囲がこい』……もどき。

　金と銀と飛ひ車しやと角に王様までもすべて集めて、異常な密集形態でともかく守る。定跡も筋の善よし悪あしもいっさい無視。

　それはたとえるならば、血と泥にまみれた錬鉄の鎧よろい。

　独学だからこそ指せる、対星せ奈な専用の守り方だろう。このふたりの相性は、最高に噛かみ合あわないのか、最悪に噛み合っているのか、いったいどっちなんだかな。

「この、このッ！　悪あがきしないで、全知全能のあたしの前につぶれなさいよっ！」

「はん、どうやら攻めが切れてきたようだな？　朽ちて滅びろ肉牛がッ！」

　形勢は混こん沌とんとして、片時も目が離せない。

　四筋で交えた干かん戈かはいつしか盤上すべてに広がり、あらゆるところで星奈が攻め、あらゆるところで夜空が受ける。駒を取っては取られ、打っては打たれ、善悪を超越した激闘が繰り広げられている。

　最強を誇る白銀の矛と、最適を識しる錬鉄の盾は、永久に互角。

　一手が三秒、二秒、一秒で指されるようになって、盤上でふたりの手が交差し、着手音がリズミカルに響く。ばちん。すっ。ばちん。すっ。ばちん。すっ――

　小気味いい音に誘いざなわれて、俺おれは不思議な錯覚にとらわれる。

　なんだか――この戦いをもっと見ていたいような。

　続けていれば、とんでもない棋き譜ふができあがってしまうような。

　観戦者としてそんな淡い幻想まで抱いだいてしまった、のだが。

　ばちん。すっ。ばちん。すっ。ばちん――



「――私の勝ちだ」



　突如として、夜空が指すのをやめた。

「…………は？」

　夢から覚めたような顔で、星せ奈ながきょとんと首を傾かたむける。

「貴様の駒こま台だいを見ろ」

「なによ……？」

「角が三枚もある。通常は二枚しかないはずの角がな。反則負けで終わりだ」

「……は？　はあああ!?　なんで増えてるの!?　知らないわよこんなの!?」

「どうせズルをするために、家からこっそり持ちこんできたのだろう。あーいやだいやだ。本当に性根の腐った肉だな」

「ほ、本当に知らないって言ってるでしょうが！　なんで、どうして!?」

「どうしてもこうしてもない。貴様の反則は明らかだ、産地偽装肉め」

　憎々しげに突き放す夜よ空ぞらに、半泣きで取りすがる星奈。

　三枚の角のうち、一枚だけ、駒の書体も色合いもほのかに違う。

　……俺おれはたしかに見た。

　一手五秒の大熱戦に、星奈はきらきらと眼めを輝かせ、全身全霊で没頭していた。

　その間かん隙げきを突いて、夜空が左手でポケットからなにかを取り出し、星奈の死角から、向こうの駒台にそっと忍ばせたのだ。

　先ほどの一時間の休憩は、星奈を苛いら立だたせて時間制限の勝負に持ちこむのが目的ではなく。ただ、どこかからよく似た駒を調達するためだけにあったらしい。

　なんつーか、発想が最悪すぎる……。

「ううう、こんな終わり方ってひどいわよ……ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ、楽しいかもって思いかけてたのに……ばかぁぁぁっ！」

　星奈は泣きながら部室を飛び出していった。

　……またひとり、将しよう棋ぎ嫌いを完成させてしまったんじゃないだろうか。



　先ほどまでの熱気がウソみたいにしゅうっとしぼんでいくのを、肌で感じる。

「えげつないこと考えるなあ……」

　俺がつぶやくと、

「勝てば官軍、勝てば正義、勝てばそれで良かろうなのだ」

　夜空は傲ごう然ぜんとして言い捨てる。

　ただその爪つま先さきは、かすかに逡しゆん巡じゆんするように揺れている。星奈の消えた廊下のほうへ歩きかけて、思い直したふうにその場にとどまった。

「……先に邪魔したのはあっちだ。私が勝ち続ければ。今度こそ小こ鷹だかと――」

「え？　なんだって？」

「なにも言ってないっ」

　夜よ空ぞらはそっぽを向いて、また前髪をぐりぐりと弄いじった。その頬ほおはかすかに赤い。

　幻想の血と泥にまみれた拳こぶしが、なにか期待するように固く握られているのを、俺おれはぼんやり見ていた。









○準決勝第二試合　俺ＶＳ幸ゆき村むら

　ついに残る対局もあと二局。

　……まだ将しよう棋ぎを指す気のある人間も、同様にしぼられてきた気がするけど。

　まあいい、俺は俺のために戦うだけだ！

　振り駒こまで先手後手を決めると、幸村は深々と一礼した。

「あにきと盤をかこめるとは、かげろうのごとくはかなき人生においてむじょうのよろこび。粉骨砕身してしかとお相手をつとめあげたく」

「そんなしゃちこばらなくてもいいんだが……」

　一応言ってみる俺だが、定規のようにぴっと背筋を伸ばした幸村の対局姿勢は変わらない。端座して一心に盤へと臨む姿は、八十一マスへ意識がダイブしているようだ。

　そして、俺もまた。

「なるほど、歩で受けて来たか……よし！　銀の割り打ちだ！」

　胸のうちでふつふつと熱がたぎり、指先までしびれるような緊張が走る。しぼみかけていた熱気が急速に戻ってきている。

　将棋は楽しいなあ！

　右手ＶＳ左手のときは、どうしたって相手の次に指す手がわかっていた。定められたレールの上から一歩もはみ出さず、将棋盤は九マス×九マスに区切られた鳥とり籠かごの世界でしかなかった。

　ところが、今はどうだ。

　思いもよらぬところに幸村の手が伸び、予想外の一手が指される。そのたび世界はめまぐるしく激変し、レールの前も後ろも寸断される。それでも混乱と焦燥のあいだで必死にしがみついているうちに、自分でもびっくりするような第三の道が盤上に導き出される。

　だれかと将棋を指すことは、すなわち不確かな運命を追い求めるということ。

　それはまるで、人生そのものだ。

　俺おれは今、確かに生きている！

「……さすがあにきは、ばんぷふとうの剛のもの。ひりきなわたくしには、かげをふむこともかないませぬ」

「ん？　今の、金で合あい駒ごますればまだ難しいんじゃないか。あ、合駒ってわかるか？　専門用語使っちゃってごめんな、へへ」

「慧けい眼がん、おそれいりまする。おもいもよりませぬ一手でした」

　思わず対局中にアドバイスしちゃうぐらいだ。やべ、俺ってばめちゃくちゃ強いのかもしれない。

　もはや幸ゆき村むらの陣形はばらばら、風前の灯ともしび。

　いっさいの容よう赦しやなく、遠慮なく、慈じ悲ひもなく、全軍大挙して勇ゆう猛もう果か敢かんに俺の軍が攻めかかる。得意中の得意、秘儀中の秘儀、『原げん始し棒ぼう銀ぎん戦せん法ぽう』に、敵軍は迷える仔こ羊ひつじのごとくおろおろと逃げ惑うばかり。

　勇躍、空を翔かけるように放たれた龍りゆう馬まが、いま最後の砦とりでを食いやぶる――！



「――あの。幸村さん、手を抜くのは小こ鷹だか先輩にも失礼ですよ？」



　脇わきから、理り科かが。

　ため息とともに、言った。

「……は？　手抜き？」

「岡おか目め八はち目もくとはよく言ったものですね。傍はたから見ていればよくわかります」

「なに言ってるんだ、幸村は囲いもろくに……」

「それこそがおかしいと思いませんか。理科との対局のときは、幸村さんも綺き麗れいに矢倉を組んだのに。どうして今回はばらばらなんですか？　まともに攻めを受け止めようとしないんですか？」

「えっ……」

　戦端を開いたときから、幸村陣はまったく機能していない。言われてみれば、対理科戦のときの、純文学風に整えられた陣形とはまるで別人。

　幸村にちらと視線をやると、ぽーっとした無表情で見返してきた。

　そういや、こいつには前科があったんだった……。

「……ババ抜きのときも言っただろ。接待プレイされてもうれしくないぞ」

「めんぼくしだいもござりませぬ」

　頭を深々と下げて、幸村はやわらかに金底へ歩を打ちつけた。今までの逃げまわるだけの手とは違う。なかなか鋭い、受けの手筋だ。

　……まあ。

　俺おれはもう大おお駒ごまをすべて持ってるし、こっちの王様は手付かず。向こうの王様は反乱軍に包囲されて、にっちもさっちも身動きがとれない。

　これじゃ今から本気を出されても、勝った気にはなれないな。どうしよう？



　――十分後。

「……参りました……」

　頭を下げたのは俺のほうだった。

　今までどおり、普通に指していたはずだった。

　なのに、盤の端へひとつ寄っただけの幸ゆき村むら玉が妙に遠く、攻めあぐねているあいだに、光速の寄せで俺の玉は直ただちに斬きり捨てられた。

　なんだこれ。

「なんだこれ……」

　夜よ空ぞらもなぜか、俺といっしょに愕がく然ぜんとしている。

　まず、幸村の指し手の意味がわからない。わかりかけたときにはこっちの駒が取られている。次元が違う。飛ひ車しや角四枚持ってても、まるで歯が立たないとか……。

















「……なんで幸ゆき村むら、そんな強いんだ？」

「武士のならいでござりますゆえ。いくさばにおいても将しよう棋ぎをたしなまれ、初代名人に名をさずけた信のぶ長なが公こうにくらぶれば、まだまだみじゅくものかと」

「比較対象が名人の名付け親かよ……」

　こんな相手に、俺おれは上から目線で励ましたりアドバイスしてたのか……超恥ずかしい。

「じゃ、最後に決勝やるか……」

「……やるまでもなく、結果が見えてる気もしますけどね」

　理り科かが苦笑いする、そのうしろで、

「ううう、バカ小こ鷹だか……せっかく――」

　うつむいた夜よ空ぞらのつぶやく声は、よく聞こえなかった。









○決勝戦　夜空ＶＳ幸村

　大方の予想どおり、幸村が勝った。

　だいたい三十手ぐらいであっさり終わった。

　幸村の棋き力りよくが飛びぬけていることは一目瞭りよう然ぜんだったし、そもそも夜空からはすっかりやる気が消えうせていた。

　いまだかつて、あらゆるイベントにおいて、これほどまでに盛り上がらなかった決勝を俺は知らない。

「このえいよを励みに、いっそう精進いたします」

　幸村は淡々と、優勝のコメントを出す。これ以上精進されたら、どれだけハンデをつけられても勝てなくなりそうなんだが。

「……将棋こわい将棋こわい将棋こわい……」

　いびきと一緒に、寝落ちシスターの寝言が漏れた。

　マリアは床に死んだまま、星せ奈なと小こ鳩ばとは帰ってこない。夜空と理科はげんなり顔で、将棋盤を見るのもいやそうだ。

　死し屍し累るい々るいの寒々とした風景のなか、夜空はゆっくりと駒こま台だいをひっくり返して、

「……いまさら気づいたのだが。将棋の最大の特徴は持ち駒ルールだったな」

「ん？　それがどうした？」

「つまり、どれほど王将の近くにいようと、すぐに裏切るということだろう。うわべだけの関係に、なんの意味があるのか。悲しいやつらだ」

「そうだな……」

「今日は、リア充の浅さをうかがい知れたことだけが収穫だった。今後の人生において、二度と将しよう棋ぎを指すこともないだろう」

　残念な空気のなか、残念な結論にだれも反論できない。

　俺おれたちは黙って駒こまを片付けるのだった。









　そういうわけで。

　隣人部の部室の片隅には、見向きもされなくなった将棋盤と駒がいまでも置いてある。

　しょうがないので、俺はときどき引っ張り出して対戦する。

「――さあ、お待ちかねの右みぎ肘ひじＶＳ左ひだり膝ひざ！　『緻ち密みつ流りゆう』の攻めを『鉄板流』の受けがどう受け止めるか！　準々決勝にして屈指の好カードだ！」

　そうやってひとりで楽しんでいると、

「あははお兄ちゃんまたやってるげー！」「あんちゃん……」「……小こ鷹だか先輩は本当になんというか」「己をたかめることによねんがなく」「……見ていて哀あわれだわ」「まだ懲こりていないのか」

　背後からいくつもの視線が突き刺さるけれど、俺は気にしない。

　だってもともと、こいつはひとり用ゲームなのだから。

　隣人部将棋イベントとか、なんのことだ？

　大会なんてなかった。

　いつも通り。いつも同じ。いつも幸せ。

「よし、右肘の勝利！　次はいよいよ本命、右手ＶＳ左手の因縁の一戦だぜ！」

　ああ――将棋はとっても楽しいなあ！

























　この作品はフィクションです。実在の人物、団体とは一切関係ありません。

　……ってゆっとけばだいたい大丈夫だってお兄ちゃんがゆってたのだあはは！










魔法少女うんこ☆マリア

　第一話『浣善腸悪！　魔法少女マリア』

NOVEL 平坂読 　　　

ILLUSTRATION ブリキ



「おはようお兄ちゃん！　……あとババア」

　羽は瀬せ川がわ家に、今朝も幼女の元気な挨拶が響き渡る。

　銀髪に青い瞳ひとみ、白い肌の、北ほく欧おう系けいの美少女で、人なつっこい子犬を思わせる無邪気で愛らしい笑顔を浮かべている。

　羽瀬川マリア、10歳。

　兄の羽瀬川小こ鷹だかと、姉の羽瀬川ケイトの三人暮らし。

「おう、おはようマリア。朝飯できてるぞ」

　妹に向かって優しく言ったのは兄の小鷹。

　ところどころ茶髪の混じった金髪で、ちょっと……いやかなり目つきが悪く、見た目はどう見てもガラの悪いヤンキーなのだが、実際は普通の高校生である。

　二人の妹の親代わりとして家事全般を担当しており、特に料理の腕前は相当なもので、今朝の食卓にもまるでアメリカのホームドラマに出てくるような料理が並んでいた。

「わーい！　ごはんだー！」

　マリアが笑顔で椅い子すに座ろうとすると、

「おいマリア。その前に顔洗ってこげっふ」

　新聞を読みながら牛乳を飲んでいた姉のケイトが、言葉の途中でげっぷをした。

　ケイトはマリアをそのまま成長させたような銀髪碧へき眼がんの美少女なのだが、その仕草はまるで会社に出かける前のお父さんそのものだった。

「うるせーババア！」

　ケイトの言葉を無視して椅い子すに座ろうとするマリアに、

「マリア。飯の前に顔洗ってこい」

「はーいお兄ちゃんあはは！」

　小こ鷹だかが改めて言うと、マリアは素直に従い洗面所に向かって走っていった。

「お兄ちゃんの言うことはきくのになー」

「ま、いろいろあるんだよ、年とし頃ごろの女の子は」

　しょんぼりするケイトに、わかったようなことを言う小鷹だった。



☆





「マリア、今日理り科かんとこに行くけどお前も来るか？」

　朝食を食べながら小鷹が言った。

　理科――志し熊ぐま理科というのは近所に住む天才発明家で、小鷹の一つ下、ケイトと同じ15歳でありながら様々な企業に技術提供もしている凄すごい少女である。

　発明に没頭して日々の食事を疎おろそかにしがちな彼女のために、小鷹はたまに弁当を作って持って行っている。

「行くー！」

　マリアは手を挙げて即答した。

「理科んちは面白いものがたくさんあって面白いのでいいと思います！」

「そっか。それじゃ11時までには帰ってこいよ」

「うんっ！」



☆





　朝食を食べ終わると、マリアは外に遊びに出かけた。

　今日は休日なので、近所の公園では朝から小学生くらいの子供たちが元気に遊んでいた。

「いーれーてー！」

　砂場で遊んでいた子供たちに向かってマリアが元気よく声をかけると、

「うっげ！　変な色の髪のやつがきた！」

「モッピー知ってるよ。あれはコギャルっていうんだってこと」

「ウワー！　コギャルが出たー！」

「ちげーよ、やまんばギャルだよー！」

「やまんばって知ってるー！　こわいやつだ！」

「ぎゃはは！　やまんばだー！　やまんばー！」

　口々に言って、子供たちは逃げていってしまった。

「」

　しょんぼりしながらマリアは公園を離れた。

「ワタシはコギャルでもやまんばでもないのだ……」

　とぼとぼと街を歩きながら、マリアは公園から歩いて15分くらいのところにある小さな古本屋に向かった。

　店内は薄暗く埃ほこりっぽくて、まったく繁盛している気配がない。

　マリアはこの店で本を立ち読みするのが好きだった。

　ここにはマリアの通っている小学校の図書館には置いていないような珍しい本がたくさんあるのだ。

　絶版になった『三国志』の本とか、見たこともないような動物や植物が描えがかれた図鑑とか、日本語でもアルファベットでもない不思議な文字で書かれた本とか、読めないけれど眺めているだけでなんとなく楽しい気持ちになる。

　小学校の国語の教科書や児童文学よりもずっと面白いと思う。

　あと、長い時間立ち読みしていると店員さんがたまにポテチをくれるのも嬉うれしい。

　お兄ちゃんの作る料理はいつもすごく手が込んでいてとても美お味いしいのだが、ご飯が食べられなくなるという理由で羽は瀬せ川がわ家では間食は禁止なのだ。

　本を買うでもなく逆におやつをもらって帰る客なんて普通に考えると迷惑きわまりないのだが、マリアはそんな細かいことは気にしない。

「……あれ？」

　店に入って、マリアは少し驚いた。

　なんとお客さんがいる。

　しかも、マリアと同じくらいの年とし頃ごろの少女だ。

　ただでさえ滅めつ多たに客が来ない店なのに、マリア以外にも子供の客が来るなんて珍しいにもほどがあった。

　綺き麗れいな金髪の、黒いドレス姿の少女。

　真剣な表情で分厚い本を立ち読みしている。

「なーなー！」

　マリアはとてとてと小走りで彼女に近寄り、横から声をかけた。

　自分と同じような年とし頃ごろの、自分と同じく髪の色が黒くない少女。

　……もしかしたら、仲良くなれるかもしれない。

「なーオマエ、なにを読んでるのだ？」

「…………」

　少女は何の反応もせず、じっと本に視線を落としたままだった。

　きっと本に夢中になるあまり、マリアに気づいていないのだろう。

「なーなー、それ面白いかー？」

「…………」

「おーい」

「…………」

「なーなー」

　反対側から声をかけてみるも、まったく反応がない。

　と、そこでマリアは、彼女の目の色が左右で違うことに気づいた。

　右目が赤で左目が青。

「おおー！　オマエ目の色が違うなー！　かっこいーなー！　すげー！」

　目を丸くして驚くマリア。

　すると少女の口元に、微かすかに得意げな笑みが浮かんだ……ような気がした。

「ん!?　いまオマエ笑ったか!?」

「…………」

　無反応……だが心なしか、さっきよりも顔が強ばっているような印象がある。

「なーなー！　ほんとに聞こえてないのかー？」

「…………」

　とんとん、とマリアは少女の肩を軽く叩たたいた。

「…………」

　無反応。

「むー？　なー、なんで無視するのだ？」

　首を傾かしげ、マリアは今度は少女の背中を指でツンツンつついてみた。

「……っ」

　少女の身体からだが一瞬びくっとなったが、すぐにまた微動だにしなくなった。

「むー……」

　マリアは少し考え、以前ケイトに教わったことを思い出した。



　――いいかマリア。この《技》を無視できる人間なんてこの世に存在しない。



　ならば今こそ使う時だろう、あの技を。

「えーと、」

　マリアは両手を組み、忍者が忍術を使うときのように人差し指だけを立てた。

　少女の後ろでしゃがみ、構えたその手を勢いよく少女の尻に向かって突き出す！



「かんちょーっ!!」



　ぶすっ！



「ギャァァｒ絶ｂｖたｙｑアｊほ＊ｐｈめｍｂ；ｍｊ尻ｒｇｊｒｊぺｊｂじぇおｒァｂｊ狂けつｍｋ驚ぇｗ貫ｋ＊苦ｌｍぁｄ穴ｍこあえ＠ぱｍぁｂま＃ねｍｐｔ痛なｒ＊アｄｇべア指ｓ＊アえｗる死ｒてｌ逝ｐｒ＊＋＊＄＆！！！！！！！！！！！」



　肛こう門もんを指で思いきり突かれ、金髪オッドアイの美少女は手にしていた本を床に落とし、断だん末まつ魔まにも似た言葉にならない絶叫を上げて倒れた。

「おおー！　ババアのゆうこともたまには役に立つなー！」

　マリアは嬉うれしそうにけらけらと笑った。

「あがが……うがああ……ッ」

　少女は尻を押さえながらぴくぴくと悶もん絶ぜつしたのち、よろめきながら立ち上がってマリアのほうを振り返り（尻は押さえたまま）、可か憐れんな顔を苦痛と憤怒に歪ゆがませて怒鳴った。

「フンギャァァァッ！　な、なんでいきなりカンチョーなんかするんじゃばかたれ！」

「オマエが無視するから悪いのだ！」

「だからってなんでいきなりカンチョーするんじゃくそたわけが！」

「んー？」

　少女の至極もっともな抗議に、マリアはきょとんと首を傾かしげ、

「んー……まあいいのだ！　なーなーワタシと遊ぼ!?」

「まあいい!?」

　少女は一瞬絶句し、

「だ、誰だれがあんだなんかと遊ぶかばかたれ！」

「ワタシは羽は瀬せ川がわマリアというのだ！　オマエは!?」

　怒っていることを完全にスルーして自己紹介をするマリアに、少女は悔しげに「ぐぬぬ……」と呻うめき、

「……わ……我が名は、レイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギ……！　高貴なる闇やみの血族の末まつ裔えいであるぞ……」

　絞り出すようにそう名乗った。

「れいすしびーへりしてぃーすめる？　あはは、長い名前だなー！　どこまでが名字なのだ!?」

「ククク……貴様ごときに教える必要はない」

「れいすし……うーん……。……あ！　じゃあ『すし』って呼んでいいか!?」

　マリアの言葉に少女は顔を真っ赤にして、

「な、なんですしになるんじゃばかたれ！　レイシスと呼ぶがいい！」

「レイシスかー！　じゃあすしでいいか!?」

「だからなんでそれでじゃあなんじゃー！　なんで我がすしになるんじゃばかたれー！」

　涙目で叫ぶレイシス。

「んー。わかった、しょうがないなあ。じゃあレイシスでいいのだ！」

「ん……ありがとう……」

「じゃあレイシス！　一緒に遊ぶぞ！」

「うん……ってあほか！　だからなんで我があんだと遊ばねばならんのじゃ！」

「え!?　遊ばないのか!?」

「ずぇっったい、遊ばへん！」

　驚くマリアに、レイシスは断言した。

「むー」とふくれっ面になるマリアに、

「ふん、我は貴様ごときと遊んでいる暇などないのだ」

　レイシスは踵きびすを返し、店の外へと歩いて行く。痛そうに尻を押さえながら。

　店の入り口のところで振り返り、

「ククク……マリアとやら……カンチョーの恨み、終生忘れぬぞ……」

　憎々しげに言い捨て、レイシスは去って行った。

「むー……せっかく友達になれると思ったのになー……」

　しょんぼりするマリア。

　その後ろに、不意に人影が立った。

　振り向くと、そこには馴な染じみの店員のお姉さんがいた。

「あっ！　夜よ空ぞら！」

　マリアが彼女の名前を呼ぶ。

　夜空――三み日か月づき夜空――理知的な雰囲気の、長い黒髪が印象的な美人で、いつもゆったりした黒い服を着ている。

　その姿はどこかファンタジー世界の魔女を思わせ、古い本ばかりが並ぶこの店の主あるじとして似合いすぎていた。実はアルバイトだが。

　立ち読みをしているとたまにポテチをくれるので、マリアは夜空のことが好きだった。

「なー夜空、あいつ行っちゃったのだ……」

「それは当たり前だろう……」

　少し呆あきれた様子で、テンション低く夜空は答えた。

「え！　なんでだ!?　ワタシはただ一緒に遊びたかっただけなのに！」

「……だからって他人にいきなりその……あんなことをするやつがあるか」

「かんちょーしてはダメなのか!?」

「ああ」

「なんで!?」

「え。……なんでって……ええと……」

　困った様子で夜よ空ぞらは少し考え、

「…………痛いからだ」

「そうなのか!?」

「ああ。多分……」

「どれくらい!?　しっぺとどっちが痛い!?」

「え……。さあ……？　私はやられたことがないからわからないな……」

「ワタシもやられたことないのでわからないのだ！　じゃあ夜空、ワタシにかんちょーするのだ！」

「え？」

　意味不明なことを言われて困惑する夜空に、マリアは笑顔で言う。

「どれくらい痛いのか実際に確かめてみるのだ！　わからないことがあったら確かめるのが一番だって理り科かがゆってたので！　だから夜空かんちょーしてかんちょー！」

「……え、いや、それはちょっと……」

「なーなー！　かんちょーかんちょー！」

「……や、やめておいたほうがいいと思うぞ？」

「いいからやってやって！」

　キラキラした目で見つめられ、夜空は嘆たん息そくする。

「ふう……わかった。やってやろう」

「わーい！」

　ばんざいして後ろを向くマリア。

　夜空はカンチョーの構えをして腰を落とし、「……まさかこの歳になってカンチョーをすることになるとは……」とどんよりした声で呻うめいた。

「なー夜空！　はやくはやく！」

「ん……わかった……」

　意を決し、夜空は小さく躊躇ためらいがちに「か、かんちょー……」と呟つぶやき、声とは裏腹な容よう赦しやない勢いでマリアの肛こう門もんに人差し指を突き出した。

「グギャ――――――――――――ッ!!!!!!」
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　しっぺなどとは比較にならない痛みに、レイシスと同じく断だん末まつ魔まの絶叫を上げてびえんびえん泣きながらマリアは古本屋から走り去って行った。尻を押さえて。

「だからやめておいたほうがいいと言ったのに……」

　薄暗い店内に一人残された夜よ空ぞらは深々とため息をついた。

　それから、床に落ちたままになっていたレイシスの読んでいた本を拾い上げる。

「む……」

　本を見て夜空は顔をしかめる。

　革製の真っ黒な表紙の、分厚い本。

　タイトルはこの世界には存在しない文字で書かれている。

　夜空の頬ほおを、一筋の冷や汗が伝う。

　店の出口のほうを睨にらみつけ、夜空は険しい顔で呟つぶやく。

「……《暗黒魔界黙示録カオステイツク・アポカリプス》……。まさか……あの少女は……」
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「ただいま……」

　ズキズキ痛む尻を押さえながらマリアは家に帰ってきた。

「おうおかえり――って、うおっ!?　マリア、なんで泣いてるんだ!?」

　マリアの顔を見て小こ鷹だかが驚く。

「かんちょーされたのだ……」

「カ、カンチョー……？　まさかお前、誰だれかにいじめられたのか!?」

「えーとな、」

「誰だうちのマリアいじめたファッキン豚野郎はブチ殺す絶対ブチ殺す!!」

　マリアが答えるよりも早く、小鷹のうしろにいたケイトが激怒の声を上げた。

「……ババア？」

　マリアが不思議そうに首を傾かしげるとケイトはハッと顔を赤くして「べ、べつにお前が泣いててもどうでもいいし。心配とかしてねーし」と奥へ引っ込んでしまった。

「ツンデレめ……」と小鷹は苦笑し、

「で、マリア。どういうことなんだ？」

「うん……」

　マリアは小こ鷹だかに事情を話した。

「…………まあ、うん……お前が夜よ空ぞらにカンチョーされたのは自業自得だとして、だ」

　小鷹はマリアの話を聞いてしばらく頭を抱えたあと、そう切り出した。

「お前、そのレイスシって子にちゃんと謝ったのか？」

「……謝ってない」

　しゅんとしてマリアは答えた。

「かんちょーされたらすごく痛いので大変なのに、ワタシはあいつにごめんなさいしてないのだ……」

「マリアはその子と友達になりたいんだろ？　だったらまずは謝らないとな」

　マリアの頭を撫なでながら、小鷹は優しく言った。

「うん……今度すしに会ったらちゃんと謝る……」

　ちゃんとすしに謝って、それから友達になろう。

　マリアはそう決めた。
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　昼前になり、マリアは小鷹と一緒に昼食を持って志し熊ぐま理り科かの家へと出かけた。

　理科の家――というか《工房フアクトリー》は、徒歩で二十分ほどのところにある。

　白いドーム型の建造物で外からは窓やドアが一つも見えないのだが、マリアたちが建物に近づくと勝手に壁が開き、中に入れるようになった。

「お邪魔しまーす」「あははお邪魔するぞー！」

「きゃっふぉぉぉう！　小鷹さんらぶー！」

　中に入るなり、一人の白衣姿の少女が奇声を上げて小鷹に飛びついてきた。

　小鷹はそれを慌てずひょいと避よけ、少女が顔面から派手にすっ転ぶ。

「おっす。弁当持ってきたぞ理科」

　倒れた彼女を見下ろして、平然と小鷹が言った。

　白衣姿の少女――志熊理科はよろよろと立ち上がり、

「ひ、ひどい……。でも理科、そんな素っ気なくも時に優しい小鷹さんのことが……」

「いいから飯にしようぜ。あ、肉じゃが温め直したいから台所借りるな」

　勝手知ったる様子でキッチンのあるフロアに向かい廊下を歩いて行く小こ鷹だか。

　マリアと理り科かも小鷹に続く。

「えへっ、小鷹さんもすっかりうちに慣れてきましたね」

「そりゃまあ、何度も来てるからな」

　振り向きもせず答える小鷹に理科は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「ふふ……ここはもう小鷹さんの家みたいなものですね。理科としては、小鷹さんが本当にこの家のご主人様になることもやぶさかではないというかむしろ大歓迎というかつまり小鷹さんが理科とけ、け、けけけけ結婚して――って言わせんなよ恥ずかしい！」

「え、なんだって？」

「なんだってじゃねえよバーカバーカ！」

　きょとんとする小鷹に、悔しがる理科。

「あはは、お兄ちゃんはたまに耳が遠くなるので不思議だなー！」

　マリアはいつものように明るく笑うのだった。



☆





　理科の家のダイニングルームで、マリア、小鷹、理科の三人は食卓を囲む。

　食卓と言っても理科の実験室にあるような飾り気のないテーブルだが。

「いやー、やっぱり小鷹さんの手料理は美お味いしいですねー」

　料理を口に運びながら、理科が嬉しそうに言った。

「あはは、そうだろう！　お兄ちゃんの料理は最高なのだ！」

　なぜかマリアが自慢げに笑う。

「お前、俺おれが来ない日もちゃんと毎日メシ食ってるか？　また研究に没頭しすぎて栄養失調で倒れたりするんじゃねえぞ」

　苦言を呈ていす小鷹に理科は悪戯いたずらっぽく笑い、

「そんなに理科のことが心配なんですか？　だったらいっそ、ずっと理科の家に住んじゃえばいいじゃないですか」

「え、なんだって？」

「むー。小鷹さんのいけず」

　唇を尖とがらせつつも、どことなく楽しそうな理科だった。

「……もぐもぐもぐ……んもぐもぐ……なーなー理科、また発明みして？」

　食べながらマリアが言うと、

「いいですよ。理り科かもちょうどマリアさんにお願いしたいことがあったんです」

「お願い？　マリアにか？」

　訝いぶかる小こ鷹だかに、

「新しい《魔装アストラルデバイス》――あ、いえ、発明の、性能テストに付き合ってほしいのです」

「あはは、おやすいごようなのだ！」

「ふふ、頼りにしてますよマリアさん」

　理科が言った、その次の瞬間。

　ガタガタガタ……と地面、いや、家全体が激しく振動した。

「ギャー!?」

「なんだ？　地震か？」

「……この《工房フアクトリー》は並の地震程度ではびくともしないはずですが……」

　珍しく真剣な表情を浮かべて、理科は白衣のポケットから何やらスイッチのたくさんついたリモコンを取り出し、手早く操作した。

　すると突如、テーブルの上の何もない空間に映像が出現し、工房の外の様子が映し出される。

　そこに映っていたのは、街を破壊してまわる巨大な怪物と、悲鳴を上げて逃げ惑う人々の姿だった。

「な、なんだこれ!?　特撮か……!?」

　外の映像を見て小鷹が絶句する。

　鬼を思わせる筋骨隆々とした体たい躯くに馬の頭をした怪物で、全身は血のように赤く、体長は見たところ優に10メートルを超える。

　手には錫しやく杖じようのような巨大な杖を持ち、足にはスニーカーを履いている。

　靴以外の衣類は一切身につけていないのだが、股間の部分は不自然な白い光で覆われていて大事なところは見えない。

　怪物が錫杖を一振りするたびに先せん端たんから稲妻が迸ほとばしり、街路樹や建物が炎に包まれる。

　と、怪物の肩に、誰だれかが乗っているのが見えた。

　金髪で赤と青の瞳ひとみをした、ゴスロリ姿の少女。

「すしだ！」

「ちょっ、マリア!?　どこ行くんだ危ないぞ!?」

　彼女が古本屋で出会った少女レイシスだと判わかるやいなや、マリアは椅い子すから立ち上がり走り出していた。
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　逃げ惑う人々の波の間を縫うように駆け抜け、マリアは怪物のところに辿たどり着ついた。

「くはは！　魔人アシュタロスよ、偉大なる闇やみの王、レイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギの名のもと、全てを滅ぼすのだ！」

「おーい！　すしー！」

「す、すしやないわ！　レイシス・ヴィ・フェリシティ・煌ってゆっとるやろ！」

　怪物の肩に乗って哄こう笑しようするレイシスに向かってマリアが呼びかけると、レイシスは顔を真っ赤にして言い返してきた。

　怪物――魔人アシュタロスの破壊行動が止まる。

「ククク……何の用だ……無力なる人間よ……」

「なーなー、この怪獣オマエが操ってるのか？」

「ククク……そのとおり……。禁断の魔導書グリモア《暗黒魔界黙示録カオステイツク・アポカリプス》を手にした我が《魔界タルタロス》より召喚した破壊の魔獣、アシュタロスだ……」

「おおー、すごいなー！」

「ククク……そうであろう……」

「でもなー、あんまり家とかを壊すのはダメだぞ。ワタシも前にふざけていて窓にボールをぶつけてガラスを割ってしまったときにお兄ちゃんにすごい怒られたので！」

　マリアの言葉に、レイシスは嘲笑を浮かべる。

「ククク……馬ば鹿かめ……我は魔人アシュタロスの力で貴様ら人間どもを根絶やしにし、この世界を滅亡させてやるのだ……」

「ええー！　なんで!?　なんでそんなことするのだ!?」

「え、なんでって……」

　目を丸くして素で聞き返すマリアに、レイシスが少し怯ひるんだ。

「なー、もしかしてワタシがかんちょーしたので怒ってるのか!?」

「ちゃ、ちゃうわあほ！　そんな理由で世界滅ぼすか！　カンチョーのことなど関係なく我はこの世界を滅ぼすのだ！」

「なんでなんで!?」

「ク……それは……ええと、ククク……それが我の長年の悲願なのだ……」

「エエー!?　オマエはなんでそんなことがしたいのだ!?　そうするとオマエになんかいいことがあるのか!?　ごはんが美お味いしくなるのか!?」

「え…………べ、べつに、いいこととかは特にないけど……」

「特にいいこともないのになんで世界を滅ぼすのだ!?」

「あう……だ、だって……人間どもは醜みにくいしこの世界は腐っとるし……」

「でも世界が滅んだら美味しいご飯が食べられなくなるんだぞ!?　アニメも見れなくなるしゲームもできなくなるのだ！」

　マリアの言葉にレイシスは狼ろう狽ばいし、

「む……そ、それは困る……。むー……ククク……だったらコックさんとアニメとかゲームとかを作る人だけは生かしておいてやることにしよう……」

「オマエは馬ば鹿かだなー！　コックさんだけいても料理の材料を作る人がいないとだめだし食材をいろんなところから運んでくる人がいないとだめだしそれには車とか道路を作る人がいるしお鍋とか包丁を作る人もいるし電気やガスを作る人もいるんだぞ！　社会ってゆうのはなー、そうやってたくさんの歯車が複雑に噛かみ合あって回ってるのだ！　あとなー、ゲームとかアニメを作る人だって生きていくためにはご飯とかいろんなものが必要だし娯楽業界が存在するためには安定した社会基盤が必要不可欠であり日々の生活にも困こん窮きゆうするような余裕のない社会において娯楽の発展など望むべくもないのだぞ!?」

「ふぇ？　あ、あう……えと……ううー……うっさいわあほー！」

　マリアの言葉を聞きながら顔に大量の「？」を浮かべていたレイシスだが、ついに許容量を超えてしまったらしい。

　と、そこで不意に、澄んだ声が響き渡った。

「――足止めよくやった、マリア。あとは私に任せて避難しろ」

　建物の陰から悠然と現れたのは三み日か月づき夜よ空ぞらだった。

　全身黒いのはいつものことだが、今の夜空は本当に物語の魔女のような黒いローブを纏まとい、手には先せん端たんに赤い宝石の付いたいかめしい杖を持っていた。

「夜空!?　なんでそんなかっこしてるのだ!?」

　驚くマリアに、夜空は淡々と告げる。

「古本屋のアルバイトとは仮の仕事にすぎない。私は《魔術協会第七特務機関セブンスヘヴン》直属の《甲級攻性魔術士ウイザード》で、魔術を濫らん用ようし世界に混乱をもたらす存在、通称《魔女ウイツチ》を速やかに抹消し、魔術の存在を一般人から秘ひ匿とくするのが私の本当の仕事なのだ……――って小こ鷹だか！　そんな残念な人を見るような目で私を見るんじゃない！」

　マリアを追いかけてこの場にやってきた小鷹に、顔を真っ赤にして叫ぶ夜空。

　小こ鷹だかは気まずそうに頭を掻かきながら、

「いや、すまん……まさか夜よ空ぞらにそんな趣味があったなんて知らなくて……」

「だから趣味ではなくこれは仕事だと言っているだろうが！」

「はは、安心しろ夜空、誰だれにだって人に言えない趣味くらいあるさ。これからも俺おれとお前はただのクラスメートだ！」

「こ、小鷹ぁ……」

　やたら爽やかに言う小鷹に、夜空が泣きそうな顔になる。

「小鷹、私は本当はお前のことがぶぎゃぶぼらげぎゅげぼっ!?」

　何か言おうとした夜空が、魔人アシュタロスの放った電撃をまともに浴び、黒焦げになって倒れた。

「……あれ、私、これ……なんのために、出てきたんだ……」

　ぴくぴくと痙けい攣れんしながら夜空は呻うめき、それきり動かなくなった。

「ギャー！　よくもなんの活躍もしてない夜空を殺したな！」

　マリアがレイシスに向かって怒りの声を上げる。

　倒れた夜空が「死んでない……」と呟つぶやいたが、その声は誰にも届かなかった。

「ククク……次は貴様の番だ！　やれ、魔人アシュタロスよ！」

「ゴヴォ――――ッ!!」

　レイシスの命令で魔人が咆ほう哮こうし、錫しやく杖じようの先せん端たんがバチバチと電撃を放つ。

「逃げるぞ小こ鳩ばと！」

「わかったのだ！」

　小鷹に手を引かれ、マリアは逃走を開始する。

「くはは！　逃がさぬぞ！　カンチョーの恨み、ここで晴らしてやる！」

　バリバリバリッ!!

　立て続けに放たれる電撃に、周囲の木々が黒焦げになる。

「くくく、いつまで逃げられるかな……？」

　地響きを立てながら追ってくるアシュタロス。

「くそっ、マリア、お前は先に逃げろ！」

　小鷹が足を止め、踵きびすを返して叫ぶ。

「お兄ちゃん！　そんなのダメなのだ！」

「へへ、安心しろよマリア。ここは俺に任せてお前は先に行け！　大丈夫、俺は死なないさ。俺おれ、無事に逃げ延びたらクラスメートの星せ奈なの屋敷で働いてるメイドの幸ゆき村むらちゃんに告白するんだ！　うおおおお！　行くぜ馬野郎！」

「はいはいちょっとタンマー」

　死亡フラグを立ててアシュタロスに突撃しようとする小こ鷹だかを制止したのは理り科かだった。

「理科!?」

「小鷹さん、メイドの幸村ちゃんとやらについて詳しく――ああいえそれはあとでじっくり問い詰めるとして、無謀なことはやめてください。あの魔獣は《五大幻想魔法フアンタジア》の中でも最強とされる電撃系魔法の使い手……一般人の敵かなう相手ではありません」

「いやまあ、あの化け物が雷とか使わなくても勝てる気しないけどな……大きさ10メートルくらいあるし……。でもだからって、マリアが襲われるのを黙って見てるわけにはいかないだろ！」

「大丈夫、方法はあります」

「え、なんだって!?」

「『なんだって？』じゃねえよ、ばーか……」

「いや今のは素で驚いただけなんだが、なんでそんな切なそうな顔するんだお前は」

「すみませんなぜかつい反射的に」

　小鷹と理科が無駄話をしている間にも、魔獣の巨体がどんどんこちらに迫ってくる。

「で、なんなんだ方法ってのは？」

　小鷹に問われ、理科は白衣のポケットから魔法のステッキのようなものを取り出した。

「ようなものというか、モノホンの魔法のステッキです」

　地の文にツッコみつつ、理科はマリアの方に向き直り、真剣な顔で話しかける。

「――マリアさん、理科と契約して魔法少女になってください」

「わかったのだ！」

「早っ！」

　即答したマリアに驚きつつも、理科は口元に笑みを浮かべる。

「しかしそれでこそ理科の見込んだとおりの人ですね。子供離れした高い知力と、いかに非常識な現幻実想であろうとそのまま受け止める無邪気な感性――マリアさんには天才的な魔法少女の才能があります！」

「え、なんだって!?」

「なんだってじゃねえよいいから黙ってろバカ！」

「ひ、ひどい……」

　割と本気でへこんでいる小鷹を横目に、理科はマリアに魔法のステッキを渡す。

「おおー、なんかかっこいいな！」

「ステッキを握り、強く念じながら、なんでもいいので自分自身を奮い立たせるための力強い言葉を大声で叫んで下さい。それが変身のためのキーワードになり、以後このステッキはマリアさんにしか使えなくなります」



「うんこ!!」



　説明を聞くやいなや、マリアは即座に頭に浮かんだ単語を力強く叫んだ。

「……いやあの、できれば変身呪文はもうちょっとくらいしっかり考えてもらいたかったなー、なんて……」

　冷や汗を浮かべる理り科かの眼前で、マリアの身体からだが虹色の光に包まれる。

　着ていた衣服が粒子となって全裸になったマリアの身体を包み込み、魔法少女のコスチュームとして再構成される。

　光の奔流が収まると、そこには魔法少女に変身したマリアが立っていた。

「ククク……貴様も魔術士だったとはな……」

　けっこう前から追いついていたアシュタロスの肩の上で、レイシスが言った。

「話が終わるまで待っててくれたのか！　ありがとなー！」

「あ、うん……どういたしまして……」

　笑顔でお礼を言うマリアに、レイシスもぺこりと小さくおじぎをした。

　と、そこで待ちくたびれたのかアシュタロスが雄お叫たけびを上げた。

「ククク、よかろうアシュタロスよ、存分に暴れるがいい！」

「ゴオオオオオオオ!!」

「なーなー、そういえばそいつ馬なのになんで鳴き声が『ひひーん！』じゃないのだ？」

「え、そういえば……なんでじゃろ……」

　巨大な馬の顔に訝いぶかしげな視線を向けるレイシス。

「ゴ……グオオオオオオン!!」

　それを誤ご魔ま化かすように再びアシュタロスは咆ほう哮こうし、手にした錫しやく杖じようから稲妻を放つ。

「イメージするのです！　マリアさん！　それがあなたの魔法になります！」

　小こ鷹だかと一緒に離れたところから見ていた理科が叫んだ。

「わかったのだ！　ばーりや！」

　マリアが魔法のステッキを前にかざすと、虹色の魔力障壁が展開しアシュタロスの電撃をあっさりと散開させた。

「な……!?」とレイシスの顔に驚きよう愕がくの色が浮かぶ。

「さすがですマリアさん、こうもあっさりと魔法の力を使いこなすなんて……理り科かはもしかしたら、魔界の魔獣以上の怪物を目覚めさせてしまったのかもしれませんね……」

　マリアに力を与えた張本人である理科もまた、冷や汗を浮かべていた。

「おのれ……生意気な人間め！　アシュタロスよ！　かくなる上は手加減は無用！　あの小娘を消し炭にしてしまえ！」

　叫び、レイシスはアシュタロスの肩から飛び降りる。

「あいだっ！」

　着地に失敗して転び、涙目になるレイシス。

「ク……ククク……我を本気で怒らせたな！」

「ゴオオオオオオオ!!」

　レイシスの怒りに比例するかのように、アシュタロスの錫しやく杖じようから先ほどとは比較にならないほど強烈な電撃が迸ほとばしり、マリアめがけて襲いかかる。

「躱かわしてください！　マリアさん！」

「わかったのだ！」

　理科の指示にマリアは答え、

「スーパーダッシュなのだ！」

　マリアの足下に緑色の光が集まる。

　次の瞬間、マリアの姿がフッとその場からかき消えた。

　アシュタロスの電撃が派手な音と火柱を上げてマリアがいた地面を抉えぐる。

「おおー、あれくらってたら危なかったなー」

　一瞬で10メートルもの距離を移動したマリアがのんきな顔で言った。

「ぐ……おのれ！　どうしたのだアシュタロス！　やってしまえ！」

「グオオオオオオオオオオオオオオオンン!!」

　咆ほう哮こうし、アシュタロスは立て続けに無数の巨大な電撃の矢を発射するも、

「あはは！　ワタシのスーパーダッシュには絶対に追いつけないのだ！」

　まるで一いち迅じんの疾風の如ごとく駆け回るマリアには、一つの攻撃も当たることはなかった。

「グ……グオオオ……」

　強力な攻撃を連発したせいか、アシュタロスがわずかに疲れた様子を見せる。

「今ですマリアさん！　攻撃のチャンスです！」

「おー！　やってやるのだ！　ジャーンプ！」

　電撃を躱かわして天高くハイＨジャンプＪ！

　アシュタロスの巨体よりもはるか高くまで瞬時に飛び上がり、空中でステッキの先せん端たんをアシュタロスに向ける。

　日輪を背にした可か憐れんなその姿は、講談に登場する女メ神ガミのように神々しくさえあった。

「オマエとの戦いデユアルはこれでおしまいなのだ！」

　マリアの前方に四角形スクウエアの魔方陣が出現し、そこから猛烈な炎が噴き出した。

「いけーっ！　フェニックス――ッ!!」

　マリアの叫びとともに炎は巨大な鳥の形をとり、上空からアシュタロスを強襲。

　怪物が電撃を放つも炎の鳥には何の効果もなく、なすすべもなく炎の直撃スマツシユを受ける。

　ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！！！！」

　街中を震わせるような絶叫を響かせて、アシュタロスの身体からだは炎に包まれながら大地に倒れた。

「やったか!?」

　小こ鷹だかが叫んだ。

「あはは、やったのだお兄ちゃん！」

　地面に降り立ち、マリアが笑顔を浮かべた。

「ア、アシュタロスが……！　お、おのれぇ……かくなる上は最後の手段じゃ……！」

　レイシスが憎悪に顔を歪ゆがませ、倒れたアシュタロスに命じる。

「こうしょくじゅちゅしゅ……こ……こ・う・そ・く・じゅ・つ・し・き、解除！」

　次の瞬間、アシュタロスの履いていたスニーカーが弾はじけ飛とび、倒れていたアシュタロスが再び勢いよく立ち上がり雄お叫たけびを上げた。

「な、なんということを！　拘束術式を解除すれば、魔獣の制御ができなくなるぞ！」

　いつの間にか復活して小鷹の隣にいた夜よ空ぞらが解説してくれた。

「くはは！　魔人アシュタロスの真の姿を脳髄ブレインに刻みつけるエンターするがいい！」

　レイシスが哄こう笑しようする。

　アシュタロスが天に向かって咆ほう哮こう、すると馬の頭の額から、一本の角つのが生えてきた。

「おおー、角が生えてきたのだ！　すげー！　なんでなんで!?」

「ククク……麒き麟りんの頭には角がある……鬼の頭にも角がある……。角とは強大な力を持つ者の象徴なのだ……。ゆけ魔人アシュタロス……！　全てを破壊せよ!!」

　アシュタロスが錫しやく杖じようを天に掲げると、先端にバチバチと音を立て禍まが々まがしい光を放ついかづちの光球が出現。

　そしてアシュタロスは錫しやく杖じようを――――隣で笑うレイシスに向けた。

「な……!?　なにをしているのだアシュタロス!?」

　狼狽うろたえるレイシスを見ながら、夜よ空ぞらが冷たく呟つぶやく。

「愚かな……制御を離れた魔獣は、自分を束縛していた者に真っ先に襲いかかる」

「や、やめるのだアシュタロス……やめて、やめてええええ!!」

「ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオ！！！！！！！！！」

　レイシスの懇願もむなしく、アシュタロスはレイシスに向け巨大な電撃を発射。

「……終わったな」とどこか悲しげに夜空。

　が、その刹せつ那な。

「スーパーダッシュ！」

　高速移動でマリアがレイシスの前に立ち、バリアを展開した。

「な……!?」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべるレイシス。

　バチバチバチバチ…………ビキィィィィ――――ッ!!

　虹色のシールドと雷光球が強烈な閃せん光こうを放ちながら激しくせめぎ合い、同時に霧散した。

「ふう……間に合ってよかったのだ」

　マリアがレイシスに向けて微笑ほほえむ。

「な、なぜ我を助ける……」

「そんなの決まってるのだ！」

　困惑するレイシスに、マリアは快活な笑顔を向け、宣言する。



「ワタシはまだオマエにかんちょーしたことを謝ってないからな！　ちゃんと謝って、それで、オマエと友達になるのだ！」



　レイシスはしばし絶句し、顔を赤らめ、

「……ふん、わ、我は貴様と友達になるつもりなど……――ッ!!」

　言葉の途中でレイシスの表情が強ばる。

　アシュタロスが再び錫杖を構え、先ほどよりさらに巨大な雷の球を放とうとしていた。

「は、はやくバリアを張るのだ！」

「こ、困ったなー、ワタシはさっきのでパワーが尽きてしまったのだ……」

「ええー!?」

　マリアの台詞せりふに涙目になるレイシス。

　アシュタロスが今度こそ最後の一撃を放――とうとしたその瞬間。

　ばきっ、ぴきっ……バリッ、バキバキバキバキ……！

　アシュタロスの錫しやく杖じように無数のヒビが入り、爆散した。

　錫杖がチャージしていた巨大な雷光球が数百数千の稲妻の矢となり、全方向からアシュタロスの全身を貫いた。

「グゴァァァァァァァァァ――――――ッ!!」

　今度こそ致命的なダメージを負い、大地に倒れるアシュタロス。

「……電撃系魔法は強力ですが、それゆえに制御することも難しいのです。限界を超えて濫らん用ようしようとすれば、必ずや自分の身を滅ぼす牙きばとなるでしょう……」

　哀あわれむように理り科かが言った。

「……とどめキルタイムだ。楽にしてやろう」

　苦しげな悲鳴を上げてのたうちまわる怪物に向かって、夜よ空ぞらが疾しつ駆くする。

　夜空の手に魔力で作られた巨大な黒い鎌が出現し、彼女はまるで死神のようにその鎌を振るい、一角獣の身体からだを一刀両断した。

　断だん末まつ魔まの声すら上げることなくアシュタロスは絶命し、その肉体は大気に霧散した。

「哀れなる怪物よ……星の海へと還るがいい」

　魔力の鎌を構えたまま、酷薄な笑みを浮かべる夜空。

「……なんかカッコつけてるけど、あいつって瀕ひん死しの敵にトドメ刺しただけだよな？」

「ですよねー。無理矢理でも目立ちたいお年とし頃ごろなんでしょうか」

　うしろで小こ鷹だかと理科が口々に呟つぶやくと、夜空の頬ほおに冷や汗が伝った。



☆





「一つ借りができてしまったな……志し熊ぐま理科……いや……『この魔術士がすごい』第二位にして異端の魔女……《工房の魔女メデイア・フアクトリー》よ」

「ふふ……借りに思うのなら早くこの街から立ち去ってくれませんかね。この街の平和は《工房フアクトリー》が……いえ、新たに誕生リクルートした魔法少女が守るので安心してください」

　……戦いが終わり、瓦が礫れきの山となった往来の真ん中で、志熊理科と三み日か月づき夜空が意味深なようでそうでもない思わせぶりな会話を交わしていた。

　そこから少し離れたところでは、二人の少女が向き合っている。

　つんとした表情で、少し頬を赤らめてレイシスが言う。

「ふん……マリアとやら……カンチョーされたことは今回の件で許してやろう……」

「そうか！　ありがとなーすし！」

「だからすしって言うなー！　我が名はレイシスじゃ！　レイシスって呼べ！」

「わかったのだレイシス！　じゃあ今度また遊ぼうな！」

　マリアが笑顔で言うと、レイシスはさらに頬ほおを赤くして顔を背け、

「ふ、ふん……気が向いたら遊んでやらぬこともない……。で、ではさらばだ……」

「おー、またなー！」

　踵きびすを返し、歩いて行くレイシス。

「ばいばーい、すしばいばーいー！」

「すしってゆうなあほー！」

　マリアはレイシスの姿が見えなくなるまで手を振って見送ったあと、大好きなお兄ちゃんと一緒に家路につく。

　こうして、魔法少女となったマリアの最初の戦いは終わった。

　これが大いなる物語の幕開けであることを、幼い彼女は知るよしもなかった――。

（つづかない）
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